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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カルテ０　魔ま道どう士し、王女、静かな序じよ曲きよく







　ある蒸むし暑い夏の夕方。

　仕事を片かた付づけたアンリが三日ぶりに〝三本足の洗あらい熊ぐま亭てい〟の下宿に戻もどると、狭せまい室内の大半を占しめる寝しん台だいの上には侵しん入にゆう者しやの姿すがたがあった。

　軽い寝ね息いきを立てている侵入者の漆しつ黒こくの黒くろ髪かみはシーツの上に波打つように広がり、白い四し肢しはきれいに揃そろえて横たえられている。

　今は閉とじられているその瞳ひとみの色が魅み惑わく的てきなエメラルド色であることを、アンリは知っている。

　顔を近づけると、かすかに漂ただよってくる甘あま酸ずっぱい匂におい。

「……姫ひめ、……アムレディア殿でん下か」

　アンリは耳元にそっとささやく。

「………………ん？」

　侵入者の目がほんの少し、開く。

「姫君のお目覚めは、キスではないのかしら？」

「そうやって僕ぼくの戸と惑まどう顔を見て、面おも白しろがっているでしょう？」

　アンリはアムレディアの手を取って優やさしく引き起こし、その隣となりに座すわる。

「公こう務むはどうしたんです？」

「夕ゆう刻こくの鐘かねをもって」

　アムレディアは、アンリの胸むねに頰ほおを寄よせた。

「第一王位継けい承しよう者しやにして文芸の守護者であるアムレディア・ド・アムリオンは、すべての公式行事を終しゆう了りようしました。よって、今からはただのアムですよ、宮きゆう廷てい魔道士にして失われた七つの魔法院の後継者、そして〝星ほし見みの塔とう〟の師しであられるステインアドラーのアンリ殿どの」

　無む限げんの可か能のう性せいを持つ〝呪じゆ波は〟を自由に操あやつる魔法。

　その強大な力ゆえに、古代、魔道士たちはその能力を細分化し、水、火、風、地、光、時、心の七つの魔法院に分散して伝でん承しようしていった。

　だが、時を経へるうちに魔法院は廃すたれ、破は壊かいされ、消えていった。

　厳きびしい修しゆ業ぎようと戒かい律りつで知られた火の魔法院が十五年前。

　アンリの所しよ属ぞくしていた水の魔法院も、九年前にその姿を消した。

　その失われた魔法を集め、時の魔法院であった〝星見の塔〟に、当時十五歳さいだったアンリが魔法院を創そう設せつしてから、すでに四年の歳月が流れていたのだ。

「宮廷魔道士も本日の仕事は終わりですよ、アム」

　アンリは王女の黒髪を撫なでる。

「下にいって、冷たいものでも飲みますか？」

「つまらない人ね」

　微笑ほほえみながら、非ひ難なんの瞳を向けるアムレディア。

「せっかく、退たい屈くつしていると思って来てあげたのに」

「退屈？」

「そう。トリシアに、レンに、キャスリーン。あなたの弟で子しの問題児が三人も王おう都とから消えたんですもの。さぞかし、暇ひまなはずでしょう？」

「まあ、確たしかに」

　アンリは吹ふき出しそうになる。

　新米魔法医のトリシア。

　アンリの一番弟子を自じ称しようするレン。

　そして、アムの妹でもあるキャスリーン。

〝星見の塔〟で修業を積んだこの三人は、アンリにとっては可愛かわいい弟子たち。

　今、その三人は王都にはいない。

　休きゆう暇かを楽しむべく、アンリの友人で駐ちゆうアムリオン大たい使しであるハルとその護ご衛えい隊長ビアトリスの招まねきで隣りん国ごくヴィントールに旅立ったのだ。

「でも、やっぱり心配は心配かな？　一いち応おう、水すい晶しよう球きゆうを渡わたして連れん絡らくの手しゆ段だんは確かく保ほしているけれど」

「いつまでも、弟子は弟子なのね」

　アムはアンリの指に自分の指をからめる。

「こんな時ぐらい、私だけを見てくれてもいいのに」

「僕が忠ちゆう誠せいを誓ちかっているのはあなただけだ。知っているでしょう、お姫さま？」

「私も、あなただけにこの心を捧ささげているわ、魔道士殿」

　二人はゆっくりと顔を近づける。

　と、その時。

「アム！　アンリ！　ちょっと付き合いなよ！　みんなで吞のむからさ！」

　階下からの怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

〝三本足の洗い熊〟亭の女主人、セルマの声だ。

「ん、もう！　せっかく！」

「いつものことさ」

　二人は額ひたいをくっつけ合って、笑った。













　カルテ１　旅行、外国、初めての海！







「海だ～、海だ～、海行こ～」

　調ちよう子しっ外ぱずれの唄うたとともに、アムリオン王国からヴィントールに向かう緑深い山さん道どうを馬ば上じようの一いつ行こうが進んでいた。

　変わった取り合わせの集団である。

　女性が四人に、男性二人ふたり。

　先せん頭とうをゆくのは、貴き族ぞく風ふうの衣い裳しようをまとった青年。

　やや下さがって馬を進めるのが、十代半ばから後半の、大おお振ぶりの鍵かぎを腰こしに下げた鎧よろい姿すがたの赤あか毛げの娘むすめ。

　後あとに続くのが、十五歳ぐらいだろうか、大きな黒いカバンを抱かかえ、茶色の髪かみを大きな赤いリボンでまとめた女の子。

　リボンの子とピッタリと轡くつわを並ならべているのが、同世代の元気そうな赤毛の少年。

　その後ろには、身なりの良い生なま意い気きそうな金きん髪ぱつの女の子、そして、浅黒い顔色の七つくらいの少女が続く。

　先ほどから調子っ外れの唄を口ずさんでいるのは、そのしんがりをゆく浅黒い肌はだの少女である。

「う～み～、う～み～、たのしいな～」

　しんがりの少女は、鞍くらの上でピョンピョン跳はねながら唄い続けた。

「うるさいぞ、犬！」

　赤毛の少年が振り返って怒ど鳴なる。

「犬言うなあ、レン！」

　少女は少年に向かって小さな牙きばを剝むく。

「お前、年下のくせに生意気なんだよ！　バカ犬、バカ犬、バカ犬！」

　レンと呼よばれた少年もやり返す。

「よしなさいって、せっかくの休きゆう暇か旅行なのに！」

　間に割わって入ったのは、レンと並んで馬を進めるリボンの少女だ。

「だってお姉ちゃん、あいつが悪いんだよ！」

「パット、そのケダモノを僕ぼくのそばに近ちか寄よらせるなよ！」

　二人は口々に訴うつたえた。

「……レン、いい加か減げんにわたしのこと、パットで呼よぶの止やめなさいよね。わたしはトリシア！　何度も、何度も、何度も、何度も言わせるんじゃないの！」

　トリシアと名乗ったリボンの少女は、レンの頰ほおをギュッとつねる。




　レンとトリシアは幼おさななじみであり、アムリオンの王おう都とにある魔ま法ほう学校〝星ほし見みの塔とう〟の同期生。

　貴族の圧あつ政せいに苦しんでいたアムリオン王国を救すくったことで有名な魔法使い、ステインアドラーのアンリの愛まな弟で子しである。

　レンはアンリの一番弟子を名乗り、魔法学校に残って勉強を続けている身。

　トリシアは現在魔法学校を卒業して、街まち中なかで人間と動物の両方を診みる魔法医い院いんを開いているのだ。

　と言っても、今のトリシアは開院以来初めての休暇中だ。

　一行の先せん頭とうをゆくハル大たい使しとその恋こい人びとである闘とう騎き士しのビアトリスの招まねきで、レンやカナルとともに隣りん国ごくのヴィントールを訪ねる途と中ちゆうである。

　海かい洋よう貿ぼう易えき国のヴィントールと違ちがい、内ない陸りくにあるアムリオン王国には海はない。

　トリシアもカナルも、そしてレンも、初めて見る海を想像し、心を踊おどらせていたのだ。

「それからねえ……」

　トリシアは、しんがりの少女を振り返ってため息をつく。

「カナル、あなたもイチイチこいつの言こと葉ばに反はん応のうしないで」

「うん、分かった。……じゃあ、唄っててもいい？」

「……いいわよ」

　周囲のみんなが軽くうなずくのを見てから、トリシアは許きよ可かを出した。

「わ～い！」

　お墨すみ付つきをもらったカナルは、さっきよりも大きな声で唄い続ける。

「海は楽し～、たぶん、おっき～」

　カナルは一いつ角かく獣じゆうが拾ってきて、トリシアに預あずけた狼おおかみ憑つきの少女。

　感情が高ぶると仔こ狼に変身するが、レンの言うように犬にしか見えないのであまり恐こわくはない。

「なんでみんな、このバカ犬に甘あまいんだよ」

　レンは耳を押さえながら、ブツブツと小声でぼやいた。

「はは～ん」

　前をゆく赤毛の娘、ビアトリスが、身をよじってレンの顔をのぞき込む。

「君、トリシアがあまりカナルの世せ話わばかり焼くから、嫉しつ妬としてるんだ？」

「ち、ち、ち、違うって！」

　レンはブルブルと頭を振った。

「別に僕はトリシアなんか……」

「トリシアなんかって、何よ？」

　ギッと、にらむトリシア。

「ところで……」

　そう口を挟はさんだのは、トリシアと同年代の金髪の少女。

「ヴィントールの王都に着くのはいつ頃ごろになりそう？　二日も鞍の上にいると、腰こしが痛いたくなってくるわ」

「馬車にしようって言ったのに。反対したのは、キャット、あんたとハルでしょ」

　ビアトリスが肩をすくめる。

「だって、馬車は飽あきたもの」

　キャットと呼ばれた少女は口を尖とがらせた。

「そうよね～。誰だれかさん、三十六頭立ての馬車で学校に通っていたわよね」

「ああ。先頭が学校に着く頃になって、やっと最さい後こう尾びが門の前を離はなれる、あの馬車か」

　トリシアとレンは顔を見合わせて笑う。

「ず、随ずい分ぶんと古いことを持ち出すじゃない」

　キャットは顔を強こわばらせる。

　キャットこと、キャスリーンも実は魔法学校の生徒。

　そして、アムリオンの第二王女でもあるのだ。

　今回、トリシアと同行しているのは、表向きは社会勉強。

　実じつ際さいは、最近厳きびしくなってきた両親や姉のもとから逃げ出すことが目的だ。

「あの頃のキャットってさあ……」

　と、キャスリーンの数々の旧きゆう悪あくをバラそうとするトリシア。

「わーっ！　黙だまれ、トリシア！」

　キャスリーンは大声を出して手を振り回した。

「しかし、まあ」

　と、微笑ほほえみながら助け船を出したのは、ハル大使である。

「私も馬車は遠えん慮りよしたい。随ずい員いんも増ふえるし、大げさな帰国になるからな」

「懲こりてるのよ。アムリオンに赴ふ任にんした時に、馬車で街に入ったせいで歓かん迎げい団だんに囲まれて動きが取れなくなったものだから」

　ビアトリスがウインクする。

「馬車～、馬車～、馬車で海～、行きたいな～」

「とりあえず、犬は黙だまれよ」

　レンはもう一度耳をふさいだ。

　その時。

「……ん？」

　突とつ然ぜん、カナルが唄うのをやめた。

「やっとか」

　ほっとするレン。

「ねえ、お姉ちゃん」

　カナルはトリシアを見て首を傾かたむける。

「風に乗って、変へんな匂においがしてくる」

「変な匂い？」

　トリシアはクンクンと空気を嗅かいだが、犬並みの鼻を持つカナルとは違って、何もおかしな匂いは感じない。

「どんな匂いなの？」

「うまく言えないけど、……サカナっぽい」

「そっか！」

　ビアトリスが顔を明るくする。

「もうそろそろ見えてくる頃ころだと思った！　トリシア、来て！」

「あっ！　待ってよ！」

　トリシアは慌あわてて、愛あい馬ばを疾しつ駆くさせるビアトリスの後を追った。

　視し界かいを遮さえぎる山道の両側の木々が、後方へと流れてゆく。

　耳元を通り過すぎる涼すずしい風。

　やがて、少女たちを乗せた二頭の馬は、開けた草原へと飛び出していた。

「ほら、あれ！」

　ビアトリスは薄うす緑みどり色の草原の向こうを指さす。

「うわあ～！」

　トリシアは思わず声を上げていた。

　そこに広がっていたのは、空よりも碧あおく、キラキラと銀色に光る広大な水みな面も。

　トリシアが、生まれて初めて目にする大おお海うな原ばらだった。

「あれが……海」

「そう。きれいでしょ？　あれが、あたしたちの国の海……」

　トリシアは黙だまってうなずくしかない。

　そこに、レンやキャスリーンたちが追いついてくる。

「へえ～、あれが海かあ……要ようするに、大きな湖みずうみだな」

　身も蓋ふたもない感かん想そうを漏もらしたのはレンだ。

「すっっっっっっごく、たくさんの水」

　目を丸くしているのはカナルだ。

「みんなは、泳およげるんだっけ？」

　ビアトリスは一同を見み渡わたした。

「泳ぐ……って？」

　トリシアたちはお互たがいの顔を見る。

「ち、ちょっと浮うくだけなら」

　恥はずかしそうに手を上げたのはキャスリーンだ。

「全ぜん員いん、駄だ目めか」

　ビアトリスはポリポリと頭を搔かいた。

「よし！　あたしがみんなに泳ぎを教えてあげよう！」

「まあ、それもいったん王都についてからだな」

　ハルが告げる。

「街かい道どうからは外はずれるが、ちょっと砂すな浜はままで下りてみるか？」

「はい！」

　トリシアは元気に返事をした。




「わっ！　なに⁉　水が追っ掛かけてくるよ⁉　あっ、逃げた！」

　寄よせては引く波を見て、カナルが騒さわぐ。

　ヴィントールの浜はま辺べは、透すき通るように白く細かな砂に覆おおわれていた。

　海岸線までやってきたトリシアは、指先を海水に浸ひたし、その感かん触しよくに驚おどろいた。

「……すごい。ただの水なのに、命に満みちあふれてる」

「へえ。あたしは分からないけれど、トリシアはそういうの感じ取れるんだね」

　ビアトリスは感心する。

「さっすが、魔法使い」

「まだまだ、腕うでは未み熟じゆくだけどね」

　トリシアは笑えみを返す。

　その隣となりでは……。

「うへえええ、しょっぱいよ～！」

　レンがカナルを捕つかまえ、海に放ほうり込んでいた。

「馬ば鹿かレン！　何する～っ！」

「犬なら、犬いぬ搔かきぐらいできると思ってさ」

　レンはぐしょ濡ぬれになったカナルを見て、ゲラゲラと笑う。

「こっの～！」

　カナルは狼に変身すると、レンに飛びついて咬かみつこうとする。

　だが、レンはさっと身をかわして膝ひざぐらいの深さのところまで逃げる。

　ちょうど、変身したカナルの脚あしがとどかない深さである。

「へ～ん、間ま抜ぬけ犬！　そうしょっちゅう咬まれてたまるか！」

「ひ、卑ひ怯きよう者もの～！」

「どうでもいいけど、その濡れた身体からだで私に近づかないでよね」

　服が汚よごれることを気にするキャットは、極力、波打ち際ぎわには寄らないようにしながら二人に警けい告こくする。

「そこの二人、いい加か減げんに……」

　トリシアがレンとカナルを怒鳴ろうとしたその時。

「……ベッツ」

　水平線の方に目をやっていたハルが、ビアトリスに声をかけた。

「あの船」

「？」

　ビアトリスとトリシアは、ハルの指さした海上を見る。

「……大たい変へん！」

　そこでは中型の帆はん船せんが大きくマストを傾けて、沈しずみかけていた。

「もしかして座ざ礁しようってやつ⁉」

　と、トリシア。

「いや」

　眉まゆをひそめるハル。

「捕まったんだ」

「捕まった？」

　トリシアがもう一度目を凝こらすと、船体に何かが巻まき付いているのが分かった。

「あれは……？」

　海うみ蛇へびのようだが、船の大きさとの比ひ較かくで判はん断だんする限かぎり、とてつもなく巨きよ大だいだ。

「海竜サーペントよ。普ふ段だんはこんな海岸線近くに出しゆつ没ぼつする生き物じゃないはずだけど」

　ビアトリスが説明し、ハルを振り返る。

「どうしよ？　助けないと、あの船沈むよ！」

「だが、ここからでは何もできん」

　唇くちびるを嚙かむハル。

「も、もしかして、あいつ肉食？」

　キャットの顔が蒼あお褪ざめる。

「ああ、私の船が襲おそわれた時には、船体に甚じん大だいな被ひ害がいを受けた上に船員十五名と船荷の八割を失った」

「レン！」

　トリシアは幼なじみに声をかける。

「行くわよ！」

「行くわよって、どうやって⁉」

「こうやってよ！」

　トリシアは素す早ばやく〝呪じゆ波は〟を練り、魔ま旋せん律りつを目の前の海面に向けて放はなった。

　たちまち水面が凍こおり、小さな氷ひよう山ざんができる。

「乗って！」

　と、言うが早いか、トリシアは氷の塊かたまりに飛び乗った。

「なるほどね」

　レンはトリシアに従したがう。

「あたしも！」

　ビアトリスが続く。

「キャット、障しよう壁へきを張はって！」

「え～、私が？」

　渋しぶるキャスリーン。

「他ほかに魔法使いいないでしょ⁉　それとも、レンの代わりにあなたがこっちに乗る？」

「わ、分かったわよ」

　濡れるのはゴメンだと思ったキャスリーンは、自分とトリシアたちの間に半はん透とう明めいの対魔法障壁を作り出す。

「いつでもいいわよ！」

　と、キャスリーン。

「レン、同時に！」

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　二人は〝呪波〟を練り、その波は動どうを一いつ致ちさせる。

「ベッツ、ちゃんとつかまっててね。振り落とされるわよ」

「えっ、何やるの？」

　ビアトリスは氷の上に腹ばいになり、短たん剣けんを突つき立てる。

「こうするのよ！」

　トリシアとレンは、〝呪波〟の波動をそのままキャットが張った障壁にぶつけた。

「……！」

　キャスリーンの身体が、障壁ごとズズッと後うしろに下がる。

　同時に、その反作用で氷の塊は〝呪波〟を放った方向とは逆に、凄すさまじい速度で海面を滑すべり始める。

　ザザザザザーッ！

　海面が切り裂さかれ、水みず飛沫しぶきがトリシアの顔にかかる。

　氷は波に乗り上げて弾はずみ、上にしがみついている三人をガクガクと揺さ振った。

「ま、前に川でやった時は、こんなに揺れなかったのに！」

　舌を嚙みそうになるレン。

「海の波は川や湖のとは比べものにならないの！　時し化けだったら、とっくにひっくり返ってるところよ！」

　怒鳴るビアトリス。

　だが、三人を乗せた氷の塊はあっという間に船のところまでたどり着く。

「よし！」

　トリシアがさっきとは逆に波動を放って氷を止めると、ビアトリスが傾く船体に飛び移り、縄なわを投げて寄よ越こす。

　レンとトリシアはその縄を上り、甲かん板ぱんに着く。

「みんな下がって！　そいつに手を出すな！」

　ビアトリスは海竜サーペントと交戦中だった船員たちに向かって声を張はり上げた。

「あの赤毛？」

「と、闘とう騎き士しの⁉」

　船員たちは高名な闘騎士であるビアトリスの姿を認めると、おとなしく従う。

「トリシア、そっちは任まかせたよ」

「うん」

　進み出たトリシアは、マストに巻き付いて自分たちを見下ろしている海竜サーペントを見つめた。

「これが、海竜……」

　虹にじ色いろに輝く鱗うろこ。

　水すい晶しようのような牙と、漆しつ黒こくのヒレ。

　そして、中心に炎を宿す黄おう金ごんの瞳ひとみ。

（こんなに奇き麗れいな生き物、陸上にだってあまりいないわ）

　そんなことを一いつ瞬しゆん考えたトリシアは、そっと海竜に話しかける。

　あらゆる生き物と意思を交かわすことができる力。

　それがトリシアに魔法医を志こころざさせた天てん賦ぷの才さいなのだ。

（ねえ、船を壊こわすの、やめてくれないかな？　この広い海には、まだたくさんあなたの餌えさになるものはあるでしょ？）

　だが、トリシアの呼びかけに対し、海竜は威い嚇かくするように牙を剝むいただけだった。

「通じないのか？」

　レンが剣を抜き、トリシアを守るように前に立つ。

「ちゃんと分かってるわ。だけどこの子、ずいぶん興こう奮ふんして、混乱してるの」

　そう言いながら、トリシアは海竜の方に足を踏み出す。

「危険だって！」

「心配しないで、レン」

　トリシアは海竜のすぐ鼻先まで来て、もう一度声をかける。

（ねえ。どこか、悪いの？）

　その瞬間。

　ザッ！

　海竜のヒレが一いつ閃せんし、鋭するどい刺とげがトリシアの肩かたから脇わき腹ばらまでにかけての皮ひ膚ふを浅く切り裂いた。

「トリシア！」

「パット！」

「動かないで！」

　トリシアは飛び出そうとするビアトリスとレンを制せいした。

「……大丈夫。わたし、医者なんだから」

「けど！」

「レン、わたしを信じてくれないの？」

　トリシアは幼なじみを振り返る。

「………」

　レンは剣を鞘さやに戻した。

　トリシアはそれを確かく認にんすると、もう一度海竜に声をかける。

（聞いて。わたしはあなたを傷つけない。誰だれも傷つけたくないだけなの）

　もう一度ヒレを振り上げようとする海竜。

（……いいよ、またやっても。けど、わたしはここに立ってるから。あなたが話を聞いてくれるまで）

　トリシアは目を閉じた。

　すると。

（………）

　ヒレは振り下ろされなかった。

　海竜の意思から、怒いかりと苛いら立だちが消えてゆくのをトリシアは感じた。

（陸ノ生キ物）

　海竜は躊躇ためらいながらトリシアに呼びかける。

（ナゼ、言葉ガ分カル？）

（う～ん、説明するのは難しいけど……変わり者なの。ねえ、あなたは沖おきの方にいる生き物なんでしょ？　どうして、こんなところに？）
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（突トツ然ゼン、方向ガ分カラナクナッタ。今マデ、迷ッタコトナドナカッタノニ……）

（それで、不安になったの？）

（コノアタリノ水ハ、好キデハナイ。ダガ、コノ海域カラ出ラレナイ。出ヨウトシテモ、同ジトコロニ、戻ッテクル。何度モ、何度モ）

（……ちょっと、耳を見せて）

　海竜サーペントはおとなしく頭を下げた。

　その様子を、トリシアのことを知らない船員たちは、まるで奇き跡せきを見るように見つめている。

（少し、待ってね。痛いたくないから）

　トリシアは様さま々ざまな方向から魔ま旋せん律りつを当てて、異常のある場所を探たん知ちする。

（ここね……腫しゆ瘍ようができてる）

　骨に当たって戻ってきた波動の微妙な違いが、病巣の在あり処かを伝えた。

（右耳奥おくのこの腫瘍が、あなたの方向感覚を狂くるわせたんだわ）

（治ナオルノカ？）

（早く発見できてよかったわ。ちょっと、チリッとするけど、我が慢まんできる？）

（治ルノナラ）

　トリシアは〝呪波〟を練り、浄じよう化かの魔旋律に変えて腫瘍に当てた。

　ごく小さな腫瘍はこれで簡単に燃え尽つきる。

（……どう？）

（頭ノ中ガ、澄すミ切ッタ感ジダ）

　海竜は身を滑らせて甲板から海中へと下りる。

（感カン謝シヤスル。陸ノ生キ物ヨ）

（元気でね）

　トリシアが軽く手を振ると、海竜の頭はゆっくりと海原に沈しずんで消えた。

　後には泡あわだけが残る。

「あ、ありがとうございました！」

「あなたがたは命の恩おん人じんです！」

　船員たちはトリシアたちを取り囲んだ。

「何かできることがあれば言ってください！」

「じゃあ、怪け我がをした人を寝ねかせる場所を作ってくれないかな？　手当てをしたいから」

〝呪波〟の使い過ぎで軽い目め眩まいを覚えたものの、トリシアは気力を振り絞しぼって指示を出す。

「自分の手当ては？」

　と、レンが顔をしかめる。

「それは最後」

「とりあえずハルたちが心配してるだろうし、海岸近くまで船を寄せてもらおうか？」

　ビアトリスは言った。

　そして、停てい泊はくした船にハルたちが乗り込み、怪我をした船員たちの手当てもひととおり終わった頃ころ。

「いやあ、助かりましたよ～」

　海竜サーペントに襲われた時から今まで、ずっと隠れて震ふるえていたのだろう。

　船せん尾びの一室から、船主らしい貴族風の派は手でな身なりの男が這はい出てきた。

「一時はどうなることかと……あららっ！」

　男はトリシアの姿すがたを見ると、ズズッと後あと退ずさる。

「……なんでまた、この男なの～」

　男の姿を見たトリシアの方も、甲板に崩くずれ落ちた。

「どうしてヴィントールまで来て、アンタの騒そう動どうに巻き込まれなきゃならないのよ、ヴェルナー卿きよう！」

「ヴェルナー卿？」

　レンもアムリオンの貴族の顔を見て啞あ然ぜんとする。

　ヴェルナー卿といえば、珍ちん獣じゆう、奇き獣じゆうを金に飽あかせて搔かき集めては、友人の貴族に自じ慢まんしまくるのが趣しゆ味みという男。

　過去に二度、街まち中じゆうを騒さわがす騒動を起こし、トリシアはその尻しり拭ぬぐいに駆かりだされたことがあるのだ。

「いやあ、私の騒動と言われても、今回は事じ故こですからなあ、はははははは」

「笑うんじゃないの！」

　トリシアは腕うで組ぐみをして貴族をにらむ。

「どうしてあなたがこんなところにいるの？　また、何か飼っちゃいけない生き物をアムリオンに持ち込もうとしたんじゃないでしょうね？」

「と、とんでもない！　もう動物は懲こりましたよ」

　ヴェルナーは否ひ定ていする。

「あれから、私は美術品の収集に趣味を変えることにしましてね。今では我わが家はちょっとした美術館ですよ。今度、見にいらっしゃいます？」

「遠えん慮りよしとく。それで、何を積んでるの？」

　いまいち、ヴェルナーのことを信用できないトリシアは尋たずねた。

「ふふふ、よくぞ尋ねてくれました。例のものをこれに」

　ヴェルナーはパチンと指を鳴らし、船員たちに船倉から荷物を持ってこさせる。

「見てください！　遥はるかエラーン諸しよ島とうまで足を運んで手に入れた、エレネイ半島で見つかった古代の芸術品です！」

「へえ～、確たしかに威い張ばるだけのことはあるね」

　レンが感心したように小さく口笛を吹ふいた。

「きっれ～い！」

　瞳を輝かすカナル。

「これ、幾いくらしたの？」

　美術に疎うといキャスリーンは首を捻ひねった。

　一同の前に現われたのは、七色に輝く玉ぎよく髄ずい製せいの若い女性の裸ら像ぞうだった。

「誰かさんより、魅力的な体型だな」

　笑えみを浮かべるハル。

　ビアトリスは黙って肘ひじ鉄てつを彼の脇わき腹ばらに食くらわせる。

　だが。

「ちょっと、いい？」

　トリシアは無む言ごんで像に近づくと、微び弱じやくな魔旋律をかけた。

　緑の光のヴェールが像を包み込んで脈みやく打うつ。

「やっぱり。……これ、まだ生きているわ！」

　トリシアは言った。

「ま、まさか⁉」

　ヴェルナー卿の顔が引きつる。

「瘴しよう気きのような組そ成せいの気体に曝さらされて身体からだは玉髄に変化しているけれど、生命は微弱ながら保たれているのよ。わたしも自分で診断を下していて、まだ完全には信じられないんだけど」

　トリシアはカナルを振り返る。

「わたしの荷物の中から、適当な服を取ってきて」

「うん」

　カナルが船から飛び下りて馬を停とめた場所に向かって走ると、トリシアはそっと像を横たえる。

「この人、何千年もこのままだったかも知れないんだろ？」

　レンが尋たずねる。

「治なおせるのかい？」

「たぶん。この症例については以前、アンリ先生が研究してたの。その時の論ろん文ぶん、読んだことがあるから」

　トリシアは説明しながら〝呪波〟を練る。

「くたびれてるのに、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　レンはまわりに聞こえないようにささやいた。

「何とか、ね」

　魔旋律の白い輝きに包まれた裸像は、徐じよ々じよに人間本来の身体の色を取り戻してゆく。

　髪かみの黒さ。

　唇くちびるの赤み。

　瞳ひとみの紫むらさき。

　やがて、裸像は温あたたかみを帯おびた生身の女性へと戻った。

「ほら、男どもはあっち向いて！」

　キャットが裸身に上着をまとわせる。

「ねえ」

　ビアトリスが真しん珠じゆのような白い肌はだに触ふれ、そっと声をかける。

　これに反はん応のうし、女の目がうっすらと開く。

「わ～い、起きたよ！」

　嬉うれしそうに飛び跳はねて騒さわぐカナル。

「しっ」

　レンがそんな少女の口を手でふさぐ。

「……ここは？」

　女は起き上がると、あたりを見み渡わたした。

「剣けん士しさんは？　ピュティアちゃんはどこ？」

「落ち着いて」

　トリシアははだけそうになった上着の前を合わせてやる。

「あなたは眠ねむっていたの。それもかなり長い時間……」

「長い……時間」

　女は眉まゆをひそめ、こめかみを押さえる。

「記き憶おくが混乱してるわ。わたし、あの時……」

　冷静に自分のことを分ぶん析せきした女は身を震ふるわせた。

「少し、休んだ方がいいだろうな。この国と時代のことは、おいおい理解すればいい」

　ハルが提てい案あんする。

「……この国？　……この時代？　……それじゃ、もう？」

　女は空を見上げた。

「どこでも……いつでも空は青いのね」

　淋さびしそうな笑え顔がお。

（この人、もう独ひとりぼっちなんだ。この世界でも、この時代でも）

　涙なみだが溢あふれそうになるのを堪こらえ、トリシアは女の肩を抱き締しめる。

「ねえ。とりあえず、一いつ緒しよに来るでしょ？　わたしたち、これから王都に向かうところなの」

「そうね。他ほかに選せん択たく肢しもないし」

　女はうなずいた。

「あの～、私が支し払はらったお金はどういうことに？」

　怖おず怖ずとヴェルナー卿が尋ねる。

「私はこの像、いや、この方を購こう入にゆうするのに、手数料込みで銀貨五千枚も払っているんですけど？」

「確か……」

　トリシアはこめかみに指を当て、眉をひそめて見せた。

「アムリオンの法律だと、人じん身しん売ばい買ばいは重じゆう罪ざいよね？」

「そ～そ～。たとえ貴族でも、法の下には平等。数年は監かん獄ごくに入ってもらうことになるわね」

　アムリオン第二王女のキャスリーンが、重々しい表ひよう情じようでうなずく。

「で、ですから購入した時は玉ぎよく髄ずいの像だったんですよ？」

「ヴィントールにおいては……」

　反論するヴェルナーに対し、ハル大使が告げる。

「美術品への関かん税ぜいは極きわめて高い。もし、関税を支払わずにアムリオンへ美術品を運び出そうとしていたことが発覚すれば、おそらくは縛しばり首だろうな」

「……！」

　ヴェルナーの顔が真っ青になった。

「おじさ～ん、ここは払ったお金、諦あきらめた方が良さそうじゃない？」

　樽たるの上に座すわったビアトリスは、膝ひざを抱かかえた姿し勢せいでニッと笑う。

「結けつ構こう、お金持ちなんでしょ？」

「……はあ」

　ヴェルナーはガックリと肩を落とした。

「そうですね。まあ、友人たちにいい土産みやげ話ばなしができたと考えますか」

「そうだ！　せっかくだから、この船に乗せてってもらおうか？　どうせ王都近くの港まで行くんでしょ、貴族さん？」

「も、もちろんですとも！」

　ヴェルナー卿はひたすら下した手てに出る。

「どうぞみなさん、我わが船の貴き賓ひん室しつに！　……ですから、ど、どうかこの一件は当局には内ない密みつに～」

「どっしようか？」

　ビアトリスは笑ってトリシアを見る。

「うん」

　トリシアはうなずいた。

「まあ、せっかくのお誘さそいだからね」

「嫌いやな予感がするけどなあ……」

「あんたはいっつもでしょ！」

　不安げなレンの脇わき腹ばらを、キャスリーンが突つく。

「船っ！　船、船、船っ！　船に乗ろーっ！」

　カナルは嬉うれしそうにトリシアたちのまわりを飛び跳はねた。

　その夜……。

　船旅初経験のトリシアたちが、ひどい船ふな酔よいに悩なやまされたことは言うまでもない。













　カルテ２　上陸、観光、美女二人ふたり！







「じゃあ、あのへんみ～んな、あなたの領りよう地ちなの？」

　港に近づく船の甲かん板ぱん上で、ハルの説明を聞いたトリシアは目を丸くした。

「だいたい……」

　ヴィントールでも名高い貴き族ぞくであるベルラプトン公こう爵しやくハラルドは補ほ足そくする。

「あの港から徒歩で行ける範はん囲いは、うちの土地と言っていいだろうね」

「そ、そんなすごい人とは知らなかった～」

　レンがまじまじとハルを見る。

「そう言えば、貴族の知り合いって初めてかも知れない」

「あのねえ」

　と、鼻を鳴らしたのはキャスリーンである。

「誰だれか大切な人を忘わすれちゃいませんか～？　美しく、聡そう明めいで、アムリオン国民の人気者である……」

「そうそう、アムレディア王女がいたっけ？」

　トリシアがポンと手を打った。

「あ、あんたねえ！」

「他ほかに誰かいるのか？」

　カナルがポカンとキャットを見上げる。

「私よ、私！　プランサス・キャスリーン・ド・オルクシア！　アムリオン王国の気け高だかき第二王女！」

「あんた、王女だったのか！」

　カナルは驚おどろく。

「それは知らなかった～」

「……じゃあ、今まで何だと思ってたのよ？」

「トリシアお姉ちゃんの子分」

「……トリシア、こいつ、海に投げ込んでいい？」

　キャスリーンはカナルの首根っ子をつまみ上げた。

　この様子を見て、レンはお腹なかを抱かかえて笑い転げる。

「けど確たしかに、王女には見えないよなあ～！　昔は、『控ひかえなさい、私は王女ですよ。この魔ま法ほう学校は私を中心に運うん営えいされるべきなのです』な～んて、言ってたのに！」

「あ、あんたたちに染そまったせいでしょ！　言葉遣づかいが悪くなったのは！」

「でもね」

　トリシアも笑いながら言った。

「今の方が、ずっといいよ。明るさをみんなに分けてくれる王女さま」

「そ、そう？」

　キャスリーンはちょっと照れて、カナルを下ろす。

「そうだね」

　と、キャットの頭を撫なでたのは、ビアトリス。

「まあ、ヴィントールの姫さまもくだけたお方だけど、あんたはすっごく感じがいい。きっと素す敵てきなオトナの王女になるよ」

「……あんまり誉ほめるとつけ上がるって」

　レンはこっそりとハルにささやく。

「だが、誉めぬと後あとが恐こわいぞ、女じよ性せいはな」

　人生の先せん輩ぱいであるハルはウインクを返した。




「ねえ」

　みんなが下船の用意にそれぞれの船室に戻もどった時。

　甲板に残ったトリシアに、ビアトリスが声をかけてきた。

「あの女の人は？」

「疲つかれたみたいで、船室で眠ねむってるわ」

　トリシアは茶色の髪かみを搔かく。

　あの女性というのは、玉ぎよく髄ずいの裸ら像ぞうの姿すがたから甦よみがえった謎なぞの美女のことだ。

　まだ名前を思い出していないので、とりあえずはあの人とか、玉髄の女性とか呼よぶしかない。

「記き憶おくはまだ完全に戻っていないけど、性せい格かくなのかなあ、結けつ構こう落ち着いてるみたい」

「ふうん。たいした人」

「うん、そう思う。だけど、もしわたしが……」

　甲板に腰こしを下ろし、トリシアは顔を伏ふせて小さなため息をつく。

「あの人の立場だったら、あんな風ふうにすべてを受け入れられるかなあ。自分の生きてた時から何千年も経たって、誰も知ってる人のいない時代に、見知らぬ土地で目を覚まして」

「きっと、不安で心が凍こおりつきそうになるんじゃない？　まあ、あたしだってそうだろうけど」

　ビアトリスはトリシアの横で舷げん側そくの手すりに座り、水平線に目を遣やる。

「わたし、あの人を蘇そ生せいさせない方が良かったのかな？　あの人にとっては静かに、眠ったままでいた方が？」

「どうだろ？　本人しかそれは分からないと思うよ。だけど、あんたは医者として、自分のやるべきことをやっただけでしょ？　胸むねを張はったら？」

「でも……」

　膝ひざに置いたこぶしをギュッと握にぎり締しめるトリシア。

「じゃあさ」

　トリシアのくせっ毛をまとめるリボンを、微笑ほほえんだビアトリスは引っ張る。

「目の前に意い識しきを失って死にそうな人がいるとして、あんた、いちいち治ち療りようしてよろしいですかって、叩たたき起こして聞いてから手当てを始める？」

「ううん」

「そういうこと。もし助けた後で、そんなこと頼たのんでない、死なせてくれれば良かったのにって恨うらまれたり憎にくまれたりしても、その恨みや憎しみさえちゃんと受けとめる。それが医者ってものじゃない？」

「……不思議」

　トリシアは赤毛の闘とう騎き士しを見上げる。

「あなたに相談すると、すっと肩の力が抜ける」

「そりゃどうも」

　二人は顔を見合わせて笑った。
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　ヴェルナー卿きようの船がベルラプトンの港に停てい泊はくすると、一行は例の謎の美女を連れて船を下りた。

「お元気で～」

　明らかにホッとした表ひよう情じようになったヴェルナーは、甲かん板ぱんから手を振ふって別れを告げる。

「もう、しばらくあの顔は見たくないわね」

　玉髄の美女の手を引くトリシアはうんざりとした顔をレンに向けてから、港の様子を観察する。

　ハルの領りよう地ちであるベルラプトンは、ヴィントールでも有数の貿ぼう易えき港こう。

　埠ふ頭とうには何なん隻せきもの大型船が停泊し、船荷の上げ下ろしをしている。

　入ってくる荷のほとんどは、エラーン諸しよ島とうからの香こう料りようやお茶といった高級品。

　輸ゆ出しゆつされる品目には、北から運ばれてきた毛け皮がわや金きん属ぞく製せい品ひんが多い。

　ヴィントールの他の港こう湾わんでは奴ど隷れい貿易が大きな比ひ重じゆうを占しめているが、ハルは自分の領地ではそれを許ゆるさなかった。

　五大守しゆ護ご国家で唯ゆい一いつ、奴隷制を維い持じしているヴィントールにおいて、奴隷解かい放ほう論ろん者しやのハルは少数派はに属する貴き族ぞくだったのだ。

「本当はうちの館やかたに一泊ぱくしたいところだが、このまま首都のジズラン・テル・ヴァンテに向かおう。セルンウィン二世陛へい下かへの面めん倒どうな帰朝報ほう告こくが待っているからな」

　出で迎むかえにきていた妖よう精せい族の家令に馬車を用意するように告げると、ハルはトリシアたちを振り返った。

「ここからは気軽な旅というわけにはいかないわね」

　ビアトリスがうんざりとした表情になる。

「そうね。一いち応おう、私も友好親しん善ぜん使節という名目で来てるから、陛下にご挨あい拶さつをしないと」

　キャスリーンが口元に手を当てて上品に笑って見せた。

「……君、使節だったの？」

　レンがまじまじと王女の顔を見る。

「それも、友好？　親善？」

「な、何よ、その不安そうな目」

「……いや、外交問題に発はつ展てんしないといいなあって」

「失礼よ、レン」

　トリシアは顔をしかめる。

「問題を起こすほどの権けん限げんが、キャットにあるわけないでしょ」

「……あんたの方がよっぽど失礼よ」

　キャットはプイッと横を向いた。




　八頭立ての馬車が埠頭までやってくると、ビアトリスが御ぎよ者しや台だいに着き、その隣となりにハルが座すわった。

「お客さんたちは中ね」

　と、ビアトリス。

「何か、悪くない？　大使を前に座らせて？」

　トリシアは二人を見る。

「いや、親善使節を晒さらし者にしては、ヴィントール王室として面めん目ぼくが保たもてないからな」

　ハルがニヤリとする。

「それに、たまにはベッツと二人で肩かたを並ならべて話す時間も欲ほしかったところだ」

「……あのね、そういうこと言わないの」

　ビアトリスがモジモジしながらヒジで小こ突づく。

「お、お邪じや魔まさま～」

　トリシアはさっさと馬車に乗り込こんだ。




　ベルラプトンの街はアムリオンの王おう都とと比くらべるとやや雑ざつ然ぜんとした感があるが、白い石いし造づくりの家いえ並なみは質しつ素そで、住む人間の生き真ま面じ目めさを想そう像ぞうさせるところがあった。

　通りに並ぶ市では、アムリオンではめったに見られない新しん鮮せんな海産物が並び、売手と客の間で威い勢せいのいい言葉が飛びかっている。

　気き候こうが温おん暖だんなせいで、アムリオンの人々と比くらべるとみな、薄うす着ぎだ。

　とは言っても、さすがにビアトリスほど露ろ出しゆつ度どの高い服を着ている者は少ない。

　ことさらに女性であることを強調するビアトリスの格かつ好こうは、見せ物である奴隷、メレ・ルージュの闘騎士であることの証あかしのようなものなのだ。

　だが、奴隷という身分であっても、街の人々のビアトリスに対する目が温あたたかいことに、トリシアはすぐに気がついた。

　馬車が街の中を進み始めると、驚おどろいたことに人々が引っ切りなしにビアトリスとハルに声をかけてきたのだ。

「若わか！　お早いお帰りで！　やっぱり大使、クビになったんすか？」

「ベッツ！　あんたがいないとメレ・ルージュを見にいく気が起きないぜ！」

「せっかくですから、活いきのいいの、持ってってくださいよ！」

「ハル若さま！　またベッツを困こまらせてないでしょうね！」

「ベッツ！　若が浮うわ気きしたら、すぐにあたしらに言うんだよ、ギュ～ッとしめ上げてやるからね！」

　ビアトリスとハルは、その声にいちいち応こたえる。

「ごめんね、これから王都なの！　明日には戻もどるから！」

「ジャン、お前、私がクビになる方に銅どう貨か三十枚まい賭かけたそうだな？　残念だが、私はまだクビになってないぞ。それから、マテオ、約束した通り、学校に行ってるか？」

「……ハルって、本当にここの領主？」

　レンが声をひそめてトリシアに尋たずねる。

　アムリオンでは、貴族はあまり気軽に声をかけられる存そん在ざいではない。

　かつて絶ぜつ大だいな権力を誇ほこり、国民の生せい殺さつ与よ奪だつの権を握っていたのがアムリオンの貴族。

　国民に愛され、支し持じされるアムレディア王女や、間ま抜ぬけなヴェルナー卿きようといった人々はあくまでも例外なのだ。

「ある意味、人気があるんじゃないの？」

　トリシアは答える。

「ある意味とは心外だな」

　耳みみ聡ざといハルは振ふり返った。

「私は人気があるぞ。特に女性に」

「……へえ～、女性に？　どこの？　前に王都で会った伯はく爵しやく夫人？」

　ビアトリスが目を細める。

「王都には昼ひる過すぎには着けるな」

　ハルはさっさと話題を変えた。

「王都に入ったら、私はキャスリーン殿でん下かをお連れして陛へい下かに謁えつ見けんする。トリシア、堅かた苦くるしくて面めん倒どうなことが嫌きらいなら、ベッツに案内させて街を見物するといい」

「見物～、見物～！　たのし～、見物～！」

　と、たぶん見物の意味さえ知らないカナルが騒さわぎだす。

「そうしよっかな？」

　トリシアはレンを振り返った。

「バカ犬と一いつ緒しよかあ。まあ、いいや」

　音の外れたカナルの歌に耳をふさぎながら、レンはうなずく。

「わ、私も堅苦しいのは苦手なんだけど……駄だ目めか」

　キャットは肩を落とした。

「……あなたは、どうする」

　トリシアはちょっと躊躇ためらってから、窓まどの外をぼんやりと見る女性に声をかける。

「それもいいわね」

　時代を跳ちよう躍やくした美女は、トリシアの方を見て優やさしく微笑ほほえんだ。
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「さあ、ここが」

　王都ジズラン・テル・ヴァンテに入り、ハルと別れたトリシアたちは、ビアトリスの案内で巨きよ大だいな円形の建物の前に着いていた。

「円形闘技場。メレ・ルージュの舞ぶ台たいよ」

「すっごいな～！　一回見てみたかったんだ、メレ・ルージュ！」

　闘とう技ぎ場じようを見上げるレンは、興こう奮ふんを隠かくそうともしない。

「見たい、見たい！　トリシアお姉ちゃん、カナルも見た～い！」

　つられてカナルまでもがはしゃぎ出す。

「あいにくと試合の日じゃないけど、中には入れるから」

　ビアトリスは観客席にみんなを案内した。

「ここには、多い時には一万近く人が入るのよ」

　階かい段だん状じようになった観客席から、土つち埃ぼこりが舞まい上がる闘技場は意外に近く見える。

「メレ・ルージュの他ほかにも、奴ど隷れいや傭よう兵へいの試合があるわ。時には遥はるか彼方かなたの国から見たこともないような化け物が連れて来られて、奴隷と戦わされることもね」

　ビアトリスのアメジスト色の瞳ひとみにふと、複ふく雑ざつな色がよぎる。

「……殺し合うの？」

　トリシアの顔が強こわばった。

「そういうこともあるわ。見せ物だし、興奮した観客が殺せって言えば、殺すしかない」

「楽しみのために命を奪うばうなんて！」

「でもね」

　ビアトリスは最前列の柵さくに寄より掛かかって微笑む。

「この国は少しずつだけど変わってきてる。奴隷を人間として認みとめてくれる人も増ふえてるし、メレ・ルージュでは一年近く、死者を出してないよ」

「……誰だれかさんのお陰かげだけどね」

　トリシアたちの背はい後ごで声がした。

「うわっ！　美人！」

　真っ先に振り返ったレンが啞あ然ぜんとなる。

（本当、きれい……）

　トリシアも同意するしかない。

　そこに立っていたのは、輝かがやくような金きん髪ぱつを腰こしまで伸のばした瞳の大きな優やさしい笑顔の少女と、やや赤みがかった金髪とハッキリとした弓ゆみ形がたの眉まゆを持つちょっと生意気そうで知的な面おも立だちの少女だった。

「ベッツ、こんな早くアムリオンから戻ってきたってことは、ハルに捨すてられたの？」

「まあ、姉さんのことだから、あいつに一発かましてから帰ってきたんでしょうね？」

「ユマ！　ブランシュ！」

　ビアトリスは二人の少女を抱だき締しめた。

「別にハルと別れたわけじゃないわよ！　セルンウィン二世陛下に報ほう告こくがあって、ちょっと戻ってきただけ！　もう、こんなところで何やってんの⁉」

「身体からだがなまっちゃうから、二人で自主訓くん練れんってとこ？」

　ユマと呼ばれた長い金髪の少女が答える。

「コレットやアラレナたちは？」

　と、ビアトリス。

「休暇旅行中よ。姉さんと入れ替かわりって感じ」

　生意気そうな少女の方が、こぶしをビアトリスの胸に当てた。

「姉さん？」

　トリシアがビアトリスと少女の顔を見み比くらべる。

「……姉さんって？」

「あ、そうそう」

　ビアトリスはトリシアたちを振り返った。

「紹しよう介かいするね。この二人は、〈黄おう金ごんの鹿しか〉騎き士し団だんのユマとブランシュ。ユマはあたしの親友で、ブランシュは……妹」

　妹と言う時に、ビアトリスの声がちょっと恥はずかしそうに小さくなる。

「に、似にてないっ！」

　目を丸くするレン。

「それはど～いう意味かな、レンくん？」

　ビアトリスはレンの胸むなぐらをつかんだ。

　顔は笑っていたが、目は笑っていない。

「……でも、瞳の色が同じね」

　今まで関係のない方をぼんやりと眺ながめていた玉ぎよく髄ずいの美女が、つぶやくようにポツリと言った。

「そう言えば……」

　トリシアも、ブランシュの瞳がアメジスト色であることに気がつく。

「ねえねえ、カナルもね、トリシアお姉ちゃんの妹なんだよ」

　カナルがブランシュの腕うでにしがみついた。

「へえ、そうなの？」

　ブランシュはカナルを抱だき上げる。

「で、この子たちは？」

　ビアトリスがトリシアたちを紹介すると、ユマがレンとトリシアの手を取った。

「よろしくね、魔ま法ほう使つかいの卵たまごさんたち」

「こ、こちらこそ」

　トリシアがそう言ってから横に目を遣やると、隣のレンは顔を真っ赤にしてユマに見み惚とれている。

（こ、こいつは！）

　トリシアはそ知らぬ顔をして、ガッとレンのすねを蹴けった。

「今晩、屋や敷しきの方に戻るんでしょ？　久ひさしぶりに大おお騒さわぎしようか？」

　ブランシュが提てい案あんする。

「いいね。トリシアたちの歓かん迎げい会かいってことで？」

　と、ビアトリスが破は顔がんしたその時。

「た、大変だ～っ！」

　闘技場の管理を受け持つ係員の一人が、頭から血を流しながらトリシアたちのところに駆かけ寄よってきた。

「どうしたの⁉」

　男を抱きとめるトリシア。

「地下の檻おりから……マルティコラス……が……！」

　男は痙けい攣れんを起こし、泡あわを吹ふく。

「毒？」

　トリシアは男を寝ねかし、全身を調べる。

　頭部の裂れつ傷しようとは別に、背中に何かに刺さされたような傷きずがある。

「レン、手伝って！」

　トリシアは男の横に座すわると上着を裂さいて傷きず口ぐちに手をかざし、魔ま旋せん律りつを唱えた。

「マルティコラスの毒は……文ぶん献けんによると、確たしか神しん経けい毒」

　手のひらを覆おおう淡あわい緑の輝かがやき。

〝呪じゆ波は〟が、すみやかに神経毒の成分を中和してゆく。

「頭の止血は終わった！」

　レンが声をかける。

「ユマ、ブランシュ！」

　ビアトリスが剣を握にぎった。

「待って！」

　トリシアは立ち上がる。

「私も行く。レン、ここはお願い」

「分かった！」

　レンは応おう急きゆう手当を続けた。

「ねえ、この子？」

　ブランシュが、役に立つのかと問いかけるようにビアトリスを見る。

「大だい丈じよう夫ぶ。ついてきて、トリシア」

　ビアトリスは地下へと続く階かい段だんに向かって走った。




　闘とう技ぎ場じようの薄うす暗ぐらい地下を照らすものは、黒い煙けむりを撒まき散らす質しつの悪い松明たいまつだけだった。

　アーチ状の天てん井じようを持つ迷めい路ろのような廊ろう下かの奥おくには、闘とう騎き士しや剣けん闘とう士しの控ひかえ室の他に、いくつか頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しのついた檻があり、異い形ぎようの生き物たちが唸うなり声を上げて目を光らせている。

　ココカラ出セ

　出シテ、出シテ……

　食イ物ヲクレ

　オ腹ナカスイタ……

　檻の中の生き物たちの思念が、トリシアの頭に飛び込んでくる。

（ごめんね、みんな。逃にがしてあげたいけど、ここから逃げたら、みんな殺される）

　胸が締しめつけられるように痛いたむ。

（これなら集めた生き物を可愛かわいがるだけ、ヴェルナーの方がマシだわ）

　ドウシテ？

　ドウシテコンナ目ニ？

　何モシテナイノニ？

（本当にごめん。でも待ってて。いつか、きっと助けてあげるから）

　トリシアは心に誓ちかうと、生き物たちの刺さすような視し線せんを振ふり切り、ビアトリスたちの後を追う。

　そして、目の前に鉄格子がねじ曲がった大きな檻が現われた時。

「トリシア、下がって！」

　突とつ然ぜん、ビアトリスの声が飛んだ。

「えっ？」

　黒い小山のような影かげが鉄格子の向こうでゆらりと動き、本ほん能のう的てきに首をすくめたトリシアの頭上を、さっと何かがかすめる。

「こっち！」

　ユマがトリシアを抱だき寄よせて、木箱の陰かげに走り込んだ。

「大丈夫？　あなた、もう少しでマルティコラスの刺とげにやられるとこだったのよ」

「刺⁉」

　トリシアの背せ筋すじに寒気が走る。

　先ほど頭のそばをかすめたのは、蠍さそりのような刺を持つ、マルティコラスの尻尾しつぽだったのだ。

「ったく、どこの馬ば鹿かがあんなものを捕つかまえてきたんだか！」

　廊下の反対側に身を隠かくしているブランシュが毒づく。

「あんな怪かい物ぶつの相手させられたら、ダギ族の狼おおかみ傭よう兵へい団だんだって死人を出さずには済すまないわよ！」

「………」

　トリシアは木箱の陰から顔を出して、マルティコラスのいる方向を見た。

　松明の明かりに浮き上がる巨きよ大だいな姿すがた。

　深しん紅くの獅し子しのような身体からだに、鋼こう鉄てつのような外がい殻かくと毒の刺を持つ長い蠍の尾お。

　そして、狡こう猾かつそうな人間に似にた顔を持つ醜しゆう怪かいな生き物だ。

「街まち中なかに出られると危き険けんね」

　剣先を石いし畳だたみに突き立てた姿し勢せいで、ビアトリスがつぶやく。

「近寄るのはヤバそうだし、遠くから石弓で殺やろうよ」

　ブランシュは提てい案あんする。

「駄だ目め！」

　トリシアは声を上げた。

「あの子だって、来たくてここに連れて来られたんじゃないんだよ！　殺すなんて絶ぜつ対たいに駄目だよ！」

「あんた、何言ってるか分かってんの？」

　ブランシュは眉まゆをひそめる。

「さっきあいつに殺されかけたヤツがいるのよ！　ほっといたら、危険な化け物なの！」

「だけど！」

　ダンッ！

　マルティコラスの振り回した尾が天井に当たり、闘技場の地下全体を揺ゆるがす。

　長い爪つめが、石畳に深い溝みぞを刻きざみ、割わり砕くだく。

「ほらっ！　平和路線なんて言ってたら、みんな生き埋うめになるんだから！」

「ブランシュ！」

　ビアトリスが妹を制せいして、トリシアに声をかける。

「あいつと話せる？」

「やってみる」

「ちょっと！　外国帰りで頭どうかしちゃったんじゃないの⁉　人間が化け物と会話できるわけが……」

「もしかして、できるの、魔ま法ほう使つかいさん？」

　ユマがトリシアの顔を見つめる。

「かも知れない。でも、やってみないと」

「その子はどんな生き物とでも意い思しを交かわせるのよ！　あたしが盾たてになる！」

　ビアトリスは姿勢を低くして、マルティコラスの方に足を進めた。

　トリシアはその後に続きながら、意思をマルティコラスに向ける。

（ねえ、おとなしくして！　誰もあなたを傷きずつけないから！）

　マルティコラスは赤毛の闘騎士を狙ねらい、ブンと尾を振った。

　ビアトリスの剣が尾を弾はじき、キーンと金きん属ぞく的てきな音を立てる。

「無理だよ！　二人とも下がって！」

　ユマが叫さけぶ。

（ねえ、やめて！　お願い！）

　トリシアはもう一度呼びかけた。

　マルティコラスはトリシアの方にゆっくりと頭を向け、鋸のこぎりのような牙きばを見せる。

（小コ賢ザカシイゾ、小コ娘ムスメ！　タカガ人間ゴトキニ、我ワレヲ傷ツケラレルモノカ！）

（えっ？）

（ソモソモ、本当ニ我ガ人間ニ捕ツカマッタト思ッタノカ？）

　マルティコラスは嘲ちよう笑しようする。

（我ハ自ラノ意志デヤッテキタ。人間ヲ殺スタメニ）

（……人間を……殺すため？）

　思ってもみない、暗い思念の渦うず。

　憎にくしみと軽けい蔑べつと殺意が波となって、トリシアの心を襲おそう。

（ソノ通リ。人間ヲ殺スコトハ、我ニトッテ至シ上ジヨウノ喜ビナノダ）

「どうして⁉　なんでそんなに殺すことを喜べるの⁉」

　トリシアは思わず声に出して叫んでいた。

（何ヲ不思議ガル必要ガアル？　貴キ様サマラトテ、死ヲ見テ喜ブデハナイカ？）

「そんなことないよ！」

（デハ、コノ闘技場ハ、何ノタメニ存ソン在ザイスル？）

「そ、それは……」

　トリシアには答えられなかった。

　人間と人間が、そして人間と他の生き物が殺し合うのを見て喜んでいるのも、また人間なのだ。

（わたしは……それでも……）

「トリシア！」

　尻尾の刺を受け止めながら、ビアトリスは歯を食いしばった。

「こっちはもう限げん界かい！」

　剣が折れて、その破は片へんが飛び散る。

「ちっ！」

「……下がって、ビアトリス！」

　トリシアは呼こ吸きゆうを整え、〝呪じゆ波は〟を練った。

「でも！」

「いいから！」

　マルティコラスが勝利を確かく信しんする咆ほう哮こうを上げ、ビアトリスが真横に飛んだその瞬しゆん間かん。

　バリバリバリッ！

　トリシアの両手の間から閃せん光こうが迸ほとばしり、マルティコラスを包み込こんだ。

「グオオオオオオオオオオッ！」

　マルティコラスは唸うなり声を上げて真横に倒たおれる。

　白目を剝むいたマルティコラスの赤い毛け皮がわから、白い煙けむりが上がった。

「すごいじゃない！」

　ブランシュが飛び出してきて、トリシアの肩かたを叩たたく。

「こんな魔法使えるんなら、もっと早くやってくれれば良かったのに」

「マルティコラスを一いち撃げきで……これが、アムリオンの魔道士の力なの？」

　ユマは息を吞のんだ。

「……ブランシュ、ユマ、上にもう大だい丈じよう夫ぶだって言ってきて」

　ビアトリスは二人に頼たのんで、先に地上に向かわせる。

「つらかった？」

　立ち尽つくすトリシアの震ふるえる肩を、ビアトリスは抱だいた。

「わたし、この子を傷つけちゃった……医者なのに……苦しんでいる命を助けるのが、仕事なのに……」

　トリシアは涙なみだに濡ぬれる顔で、ビアトリスを見上げる。

「あんたはできるだけのことをやったんだから。それに、こいつ、死んでないでしょ？」

「うん」

　トリシアは涙をぐしゅぐしゅと拭ぬぐい、全身が麻ま痺ひして横たわるマルティコラスのそばに行った。

（意い識しき、ある？）

　トリシアはそっと尋たずねる。

（……ナゼ、殺サナカッタ？）

　苛いら立だつような、戸と惑まどいの思念がぶつけられた。

（わたし、医者だもの）

　トリシアは赤い毛け並なみを撫なでながら返す。

（分カランナ。オ前ハ、普フ通ツウノ人間トハ違チガウ存在ノヨウダ）

（別に分かってもらえなくてもいいよ。でも、わたしは殺さない。命を守り続けるの、これからもずっと。たとえそれで嫌きらわれても、憎まれても、ちゃんと受け止めてみせる）

（オ前ノ言ッテイルコトハ、全ク理リ解カイデキナイ。……ダガ、ソノ思考ハ、不思議ナコトダガ、心ココ地チヨイ）

（そう？　良かった）

　トリシアは麻痺を解とく魔ま旋せん律りつをかける。

（麻痺ガ解ケタ瞬間ニ、オ前ノ頭ニ、カジリツクカモ知レヌゾ）

（構かまわないよ。でも、自分の信条は曲げないから）

（……ヤメタ。オ前ヲ食ッテモ、面オモ白シロクナイ）

　マルティコラスは起き上がると、自ら檻おりに戻もどっていった。

（ココニイテモ、人ハ殺セル）

（……できれば、やめて欲ほしいな）

（指図ハ受ケヌヨ）

　マルティコラスは尻尾を枕まくらにして、目を閉とじた。

（去ルガイイ）




「どうだった？」

　地上に出てくると、怪け我が人にんの手当てを終えたレンが声をかける。

「大丈夫。自分から檻に戻ったわ」

「……なんだか、頰ほっぺたが濡れてるけど？」

「う、うるさいわね！　ねえ、そろそろ、ハルたちがお城しろから戻ってくる頃ころじゃない？」

　トリシアはビアトリスの方を見る。

「そうだね。待ち合わせをした広場に行こうか？　……ユマたちも来る？」

「もちろん、ハルがおごってくれるんでしょ？」

　腰こしに手を当てるブランシュ。

「お邪じや魔まじゃないんなら」

　ユマは光り輝かがやく金きん髪ぱつを搔かき上げた。

「……ユマお姉さま、すてきだ」

　たちまち、レンの鼻の下が伸のびる。

　トリシアはとりあえず、レンの後頭部を張はり倒してからカナルを抱き上げ、闘技場の出口に向かった。

　その時。

「……」

　玉ぎよく髄ずいの美女がふと足を止めた。

「どうしたの？」

　振り返るトリシア。

「……あの人」

　彼女が指さした方向。

　観客席の最上段付近から、一同を見下ろす男の姿があった。

　緑りよく灰かい色しよくの外がい套とうに、目ま深ぶかに被かぶったフード。

　帯刀はしていないが、商人というわけでもなさそうだ。

（誰だれだろ？）

　トリシアはそちらに顔を向け、よく見ようと目を細めた時。

「あれ？」

　男は外套をさっと翻ひるがえすと、まるで空気に溶とけ込むように姿を消した。

「どこにいったのかしら？」

　玉髄の美女がつぶやく。

「まるで魔法」

　確たしかに、トリシアの目にもそう見えた。

「ねえ」

　トリシアはビアトリスに尋ねる。

「この国って、魔道士はいるの？」

「いると言えばいるし、いないと言えばいないわね」

　ビアトリスは頭を振った。

「ルーンを使った古代の魔法を伝える妖よう術じゆつ師しや、外科の治ち療りよう技ぎ術じゆつに長たけた施せ術じゆつ師はいるけど、みんな大げさな儀ぎ式しきで大金を巻まき上げる詐さ欺ぎ師に近い連中で、その能のう力りよくは限げん定てい的てきよ。あなたたちやアンリみたいに〝呪波〟を自由に駆く使しできる魔道士はいないはずだけど？」

「……だよね」

　トリシアは何か引っ掛かかるものを感じながらも、今見た男の姿は幻まぼろしだったと思うことにした。




　その夜。

　ベルラプトンの岬みさきに建つハルの館やかたを訪おとずれたトリシアたちの一行は、新しん鮮せんな海産物と陽気な音楽の歓かん迎げいを受けた。

「だから、見る目がないのよ、男なんて！」

「そ～そ～！　私たちのどこが生意気で傲ごう慢まんだって言うのよ！　ねえ！」

　キャットとブランシュは会った瞬しゆん間かんから打ち解とけたようだった。

「ユマお姉さま～」

　酔よっ払ぱらって、ゴロゴロと猫ねこのようにユマになつくレン。

「にゃはははははははははは～っ！」

　カナルもめったにありつけないご馳ち走そうに、すっかり舞まい上がっている。

　トリシアはしばらく広間でビアトリスと談だん笑しようしていたが、ハルがやってきたので気を利きかせてその場を離はなれた。

「あれ？」

　廊ろう下かに出ると、ベランダで夜空を見上げている玉髄の美女の姿が目に入ってきた。

「どうしたの？」

　トリシアは声をかける。

「……月がひとつなのね」

　玉髄の女はぼんやりとした表ひよう情じようでつぶやく。

「何もかも、変わってしまったみたい」

「思い出したの？」

　トリシアが尋ねると、女はうなずく。

「少しずつ、ね」

　女は自分が身に着けているドレスを見ると、複ふく雑ざつな笑えみを浮うかべた。

「二千年前には、こんな服を着るなんて考えもしなかったでしょうね」

「……あの、あなたの名前は？」

「ディフォーベ。……たぶん、だけど」

「そう……呼よんでいいかな？」

「ええ」

　この時。

　初めて玉髄の女、ディフォーベの瞳ひとみに涙なみだが浮かんだ。

（……そうだよ。当たり前だよね、たったひとりになっちゃったんだから）

　トリシアは自分が両親と妹を失った時のことを思い出す。

「ちょっとでいいから、肩かたを貸かしてくれない？」

　ディフォーベの震ふるえる声が言った。

　トリシアは無言でギュッと彼女を抱だき締しめる。

　低い、精せいいっぱい感情を圧おし殺した嗚お咽えつ。

　輝く月の下。華きや奢しやな少女の肩を、時を超こえた温あたたかい涙が濡ぬらしていた。













　カルテ３　買物、水着、海かい水すい浴よく⁉







「えっ？　何、水着って？」

　翌よく朝あさ、朝食の時。

　ビアトリスに街に水着を買いに行こうと誘さそわれたトリシアは、パンをくわえたまま目を丸くした。

　キャスリーンとカナルは寝ね坊ぼう。

　何度起こしても、ベッドから出てこないのだ。

「……そっか、あんたたちにはそこから説明しないといけないんだ」

　ビアトリスは頭を搔かく。

「水着っていうのはね、泳ぐ時に着る特別な服のこと」

「泳ぐのって、この服じゃ駄だ目めなの？」

　トリシアは自分の服を見み回まわす。

「波が荒あらいんだから、そんなピラピラした服じゃまとわりついて溺おぼれちゃうって」

「だったら、裸はだかで泳げばいいじゃん。どうせ、男の子と区別つかないんだし」

　ゴンッ！

　余よ計けいなことを言うレンの頭に、トリシアはこぶしを落とす。

「じゃあ、キャットもカナルも行くとして……。ディフォーベも一いつ緒しよに行こうよ」

　トリシアは窓まど際ぎわでぼんやりと外を眺ながめる女じよ性せいに声をかけた。

「わたしも？」

　戸と惑まどいの表ひよう情じようを見せるディフォーベ。

「そうだよ。身体からだ、なまってるんでしょ？」

　ビアトリスが腕うでを取った。

「確たしかに……随ずい分ぶんと長く寝ねていたもの」

　朝日を背せにしたディフォーベは笑えみを見せる。

「泳ぐのも、いいかな？」

「ところで……」

　レンが咳せき払ばらいしてからビアトリスに尋ねた。

「ユマお姉さまとブランシュさんも、一緒に海に行くの？」

「……誘えばくると思うけど？」

「よしっ！」

　グッとこぶしを握り締めるレン。

（何を張り切ってるのよ、バカ！）

　トリシアは無言で、紅こう茶ちやの入ったカップをレンの頭の上で逆さかさにする。

「あちゃちゃちゃちゃ～っ！」

　レンは椅い子すを蹴けって部屋を飛び出していった。

「……あんた、本当に医者？」

　ビアトリスは呆あきれ顔でトリシアを見る。

「結けつ構こう丈夫だから、あれくらいじゃ火傷やけどしないわよ」

　トリシアはすました表情で、お代わりのお茶をカップに注いだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……でさ、どうして僕ぼくはこんな風ふうに荷物持ちさせられてるのかな？」

　王おう都とジズラン・テル・ヴァンテの中央通りをヨタヨタと歩きながら、レンはこぼしていた。

　両りよう腕うでには山のような荷物。

　王都でも一番の高級服店で、トリシアたちが買い込んだ水着や服である。

　キャスリーンとカナルが起きてきた後あと、一行はビアトリスの案内で買物に王都を訪おとずれていた。

　あいにくと政せい務むでハルは同行できなかったが、午後にはユマたちと待ち合わせて海に向かう手て筈はずになっているのだ。

「ほほほほほっ！」

　昨日、国王に謁えつ見けんして久ひさ々びさに自分が王女であることを思い出したキャスリーンが、高らかに笑う。

「当然でしょ？　男性はレン、あなただけなんですからね～」

「まあ、そういうことになるかも」

　と、微笑ほほえみながら髪かみを搔かき上げるディフォーベ。

「ほら、男の子！　しっかりしなさい！」

　診しん療りようカバンひとつだけを持ったトリシアまでもが、ポンとレンの背せ中なかを叩たたいた。

「……力だけなら、絶ぜつ対たいビアトリスの方があるのに」

　レンは荷物の間から、恨うらめしげな目でチラリと隣となりを見る。

「君は時々、余よ計けいなことを言うねえ」

　ビアトリスはレンの頰ほおをギュッとつねった。

「や～い、怒おこられてる～」

　トリシアの腰こしの陰かげから、ニタニタしてレンを見上げるカナル。

「うっさいんだよ、犬！　……ったあっ！」

　レンはカナルを蹴けろうとして空から振ぶりし、見事にひっくり返る。

　荷物がバラバラに、大通りの石いし畳だたみの上に散らばった。

「ああ、くそっ！　カナル、手伝えよ、お前のせいだぞ！」

　レンは知っている限かぎりの悪あく態たいを並ならべつつ、荷物を拾ひろい始める。

「や～だ～よ～」

　カナルは舌したをベエッと出した。

「でも、本当にいいのかなあ？」

　トリシアはすまなそうな顔でビアトリスに尋ねた。

「今の買物の代金、全部、ハルに回して？」

「気にしない、気にしない。あいつ、金持ちなんだし」

　自分もどさくさに紛まぎれて絹きぬのドレスを買ったビアトリスはヒラヒラと手を振ると、荷物を拾うレンを振り返る。

「そう言えば君、店の外に追い出されていたから見てないんだよね？　知りたいんじゃない、トリシアがどんなに可愛かわいい水着を買ったか？」

「……うっ」

　レンは返答に窮きゆうした。

　何だか、どう答えてもトリシアが怒おこりそうな気配である。

「そ、それは～」

「ほら、見たいの、見たくないの？」

　ニヤニヤして促うながすビアトリス。

「見たくないこともないし、見たくないこともないこともないというか～。そう簡かん単たんに結けつ論ろんが出せる問題ではないような気も～」

「……もうっ！　はっきりしなさいよね！」

　と、痺しびれを切らしたトリシアが、ドンと地面を踏ふみ鳴らして怒ど鳴なったその時。

　バキバキバキッ！

「キャアアアアアアアアッ！」

　何かが砕くだけ散るような音と甲かん高だかい悲鳴が、裏うら通どおりの方から続けて聞こえてきた。

「何⁉」

「行こう！」

　トリシアとビアトリスは、声のした裏通りに向かって走り出す。

　ディフォーベやキャスリーン、それにレンとカナルも一いつ瞬しゆん遅れて二人に続いた。

　そして。




「何があったの⁉」

　トリシアは息を吞のんだ。

　角を曲がると、そこは目を背そむけたくなるような惨さん状じようだった。

　樽たるを積んだ馬車が横よこ倒だおしになり、十歳さいくらいの女の子と、やや年上の男の子、そして女じよ性せいと男性が一人ずつの四人が血に染そまった地面の上に投げ出されている。

　少年の身体からだは奇き妙みような形にねじれ、ピクリとも動かない。

　そのすぐ横で泣き喚わめく少女。

　蒼そう白はくな顔色の女性は仰あお向むけの姿し勢せいで大きく胸むねを上下させて喘あえぎ、男性は腹ふく部ぶを押おさえ、低い声で呻うめいている。

「すっ飛ばして角を曲がった拍ひよう子しに車輪が外れて、倒れた馬車の下した敷じきになったんだ。何とか四人とも引きずり出したんだが……」

　一部始終を見ていたらしい男が説明する。

「この近くの親子だよ。馬車の御ぎよ者しやはどっかに逃にげちまった」

「あたしにできることは？」

　ビアトリスがトリシアに尋たずねる。

「お湯と清せい潔けつな布ぬのを大量に調達してきて。キャット、レン、手を貸かして！」

　トリシアは怪け我が人にんたちの応おう急きゆう手当てにかかった。

「うん！」

「分かったわ！」

　キャスリーンの魔ま法ほうの腕うでは、レンやトリシアと比くらべるとかなり劣おとるが、それでもいないよりはマシである。

　トリシアは傷きずの軽そうな幼おさない女の子と女性を二人に任まかせると、腹部が裂さけて腸はらわたが飛び出している男性のそばに駆かけ寄よる。

（大動脈は無事だけど、血が流れ過すぎてる。治ち癒ゆの〝呪じゆ波は〟に耐たえられるだけの体力はないわね）

　魔ま旋せん律りつで出血箇か所しよを探さぐりながら、診しん療りようカバンを開けて鉗かん子しを取り出す。

（まずは止血。鎮ちん痛つう薬やく……それに……敗はい血けつ症しようの予よ防ぼうのための浄じよう化か……）

　トリシアの身体は自然に動いていた。

　てきぱきとした手当ての様子に、まわりに集まった野や次じ馬うまたちの間から感かん嘆たんのため息が漏もれる。

「……娘むすめと息むす子こは？」

　父親は苦しげな息をつきながら、虚うつろな目で尋ねる。

「喋しやべらないで。大だい丈じよう夫ぶ、あなたよりは傷が軽いから」

　トリシアは噓うそをついた。

　息子の方は最初に診みたが、即そく死しである。

「そうか。良か……うっ！」

　男の口から、黒い血が噴ふき出す。

（肺はいにも傷があるとすると……）

　トリシアは腹ふつ腔こうから直ちよく接せつ指を入れて、横おう隔かく膜まくを探ってみる。

（裂さけ目に……木もく片へんかな？）

　これ以上の出血を招まねく危き険けん性せいを考えて、とりあえずは木片を抜ぬくことを諦あきらめ、他の内ない臓ぞうの損そん傷しようの様子を調べる。

（良かった。〝呪波〟での回かい復ふくが不ふ可か能のうなほどの深しん刻こくな損傷はないわ。このまま、設せつ備びの整った施し設せつに移せれば……）

　トリシアがほっと肩かたの力を抜いたその瞬しゆん間かん。

「パット！　まずいよ、この子！　呼こ吸きゆうが止まった！」

　緊きん張ちようしたレンの声。

「今行く！　キャット、こっちの人の止血してて、お願い！」

「き、傷の浄化とかは⁉」

「もうやった！」

「観光で来たって言うのに！」

　母親の手当てをしていたキャスリーンは、不平を漏らしつつもトリシアと代わる。

「どう？」

　トリシアはレンが手当てをしていた少女の顔を見る。

　唇くちびるは真っ青で、レンの言う通り息がない。

「鼓こ動どうも弱ってるんだ」

「人工呼吸！」

　トリシアは少女の頭を膝ひざにのせると、唇に唇を重ねて息を吹ふき込こんだ。

　だが、呼吸はすぐには戻もどらない。

「諦あきらめるな！」

　レンが怒ど鳴なる。

（当たり前よ！）

　トリシアは人工呼吸を続けながら、〝呪波〟を練って手を少女の胸にかざす。

　魔旋律の波動を少女の微び弱じやくな鼓動に同調させ、徐じよ々じよに強めていく。

（お願い、死なないで！）

「脳のう内ない出血みたいだ」

　と、魔旋律で頭部を調べていたレン。

「人工呼吸は私が代わるから、トリシアはそっちを診て」

　そう言ったのはキャスリーンである。

「あ、心配しないで。向こうの男の人は、あの人に代わってもらったから」

　キャスリーンが指さした方向には、怪我をした男を抱だいて止血を続ける女性がいた。

　トリシアよりはやや年上だろうか？

　透すき通るような肌はだ。

　真っすぐな銀ぎん髪ぱつをなで肩のやや上で短く揃そろえた、柔にゆう和わな表ひよう情じようの少女である。

　トリシアの視し線せんに気がつくと、少女は軽く頭を下げて挨あい拶さつする。

「よし！　じゃあ、お願い！　わたしはこっちにかかるから！」

「このあたりだと思うよ」

　トリシアは指先に〝呪波〟の緑の光を帯びさせて、レンが探たん知ちした少女の患かん部ぶに魔旋律をかけた。




　ようやく三人の呼吸が安定した頃ころには、太陽はトリシアたちの真上近くまで来ていた。

「よくやった！　お嬢じようちゃんたち！」

「ありがとよ！」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた野次馬たちの間から、拍はく手しゆが上がる。

「いい手て際ぎわでした」

　途と中ちゆうから手を貸かしてくれた少女が清せい潔けつな布ぬのを差し出した。

「あなたが手伝ってくれたからよ」

　応急の手当てを終えたトリシアは、それで額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

「わたしはエウラリア」

　少女は首をわずかに傾かたむけて微笑ほほえんだ。

「この近くのマルディウス先生のところで、助手をやっています」
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「へえ～、だったらパットと同業者ってこと？」

　疲つかれ果ててキャットと背せ中なか合わせに座り込んでいたレンが、興きよう味み深そうにエウラリアを見る。

「ちょうど良かったわ」

　トリシアはほっと胸を撫なで下ろす。

「じゃあ、あなたの先生のところにこの人たちを運んで、後は任まかせた方がいいわね。わたしたち、この街の人間じゃないから」

「ごめんなさい」

　エウラリアは顔を伏ふせた。

「マルディウス先生は……この人たちのことを診みてはくれないでしょう」

「……えっ？」

　トリシアは一いつ瞬しゆん、エウラリアの言ったことが理り解かいできなかった。

「どうしてよ？　医者なんでしょ？」

「よその方には分からないでしょうけど、この街では……医者にかかるためには大変なお金が必要なんです」

　エウラリアの表情は苦しげだ。

「だからって！　……この人たち、重体なのよ」

　トリシアは途と中ちゆうで声をひそめる。

「もし、先生のところに連れていって手当てをしたとしても、あとで高こう額がくの治ち療りよう費ひを請せい求きゆうされます。そうなれば、この人たちも喜ばないでしょう？」

「じゃあ、この国ではお金のない人は見み捨すてられるの⁉」

「トリシア……」

　ビアトリスが少女の袖そでを引っ張ぱった。

「ハルの領りよう地ちならともかく、ここじゃあんたの常じよう識しきは通用しないんだよ。今、ここでできるだけのことをしよう？　ねっ？」

「……分かった」

　トリシアは唇くちびるを嚙かみ、立ち尽つくすエウラリアの横を擦すり抜ぬけて怪け我が人にんたちのそばに戻った。

「……息むす子こは駄だ目めでしたか」

　気配に気づいた父親が薄うす目めを開けた。

「ごめんなさい。あの時は言えなかったけれど私が来た時には、もう……」

　トリシアは膝ひざをつく。

「あなたはよくやってくれました」

　父親の目から涙なみだがこぼれ落ちる。

「……娘むすめを、それにわたしら夫婦を救っていただいたのですから」

「まだ話さない方がいいわ」

　トリシアは父親の頰ほおに手を当てる。

「だが……」

　父親は続けた。

「わたしの命を代わりに与あたえても……息子には生きてほしかった」

「……分かります。わたしも……昔、家族を失いましたから」

　トリシアはそっと〝呪じゆ波は〟をかけて、男を眠ねむらせた。




「この家族のことは、任せてくれ」

　先ほど、事じ故こがあった時の状じよう況きようを教えてくれた男が、野や次じ馬うまの間からトリシアの前に出てきて告げた。

「同じ裏うら町まちに住む仲間の誼よしみだ、しっかりと面めん倒どうみるからよ」

「お願いできると嬉うれしいな」

　トリシアは軽くうなずく。

「けど」

　男はばつが悪そうに頭を搔かく。

「治療費、待ってくれないか？　俺おれも、こいつのところも貧びん乏ぼうでね。近所の連中から幾いくらかずつ集めて、きっと、きっと払はらうから！」

「いいのよ、お金なんて」

「………………………………はあ？」

　男はしばらく息をするのも忘わすれ、目を丸くしてトリシアを見つめていた。

「あ、あんた、まだ若わかいけど医者なんだろ？」

「うん」

「じゃあ、な、な、な、なんで金が要いらないんだ？」

　男は警けい戒かいして後あと退ずさる。

「ああ」

　肩をすくめるトリシア。

「わたし、この国の人間じゃないの。アムリオンから来たから、この国の治療費の相場も分からないし、それに、本人に頼たのまれて治療したわけじゃないでしょ？」

「け、けど！」

「じゃあ、なに？　あなた、払いたいの？」

　トリシアは腰こしに手を当ててグッとアゴを上げる。

「と、と、とんでもない！」

　男は首がねじ切れるかと思えるくらい激はげしく頭を振ふった。

「とにかく、この人たちをそっと運んでよ。毎日、診みにくるからね」

「あ、ありがてえ！」

　男は頭を下げた。

「わたしも……手伝っていいですか？」

　怖おず怖ずと声をかけるエウラリア。

「もちろんよ！」

　振ふり返ったトリシアの明るい声に、エウラリアはほっとした表ひよう情じようになる。

　と、その時。

「トリシア……」

　いつの間にか姿すがたを消していたディフォーベがフラリと戻ってきた。

「ちょっと、今までどこに？」

　苦り切った顔になるビアトリス。

「事故を起こした御ぎよ者しや」

　ディフォーベは言った。

「大通りに出て向かい側、〝酔よい潰つぶれた山さん賊ぞく〟亭ていという名前の酒場に逃にげ込こんだわ。淡あわい赤の上着に、黒のベスト。みすぼらしい髭ひげを伸のばしてる人」

「そ、そいつだ！　間ま違ちがいない！」

　事故を目もく撃げきしていた男が何人か、声を上げる。

「あんた、どうして分かったの？」

　不思議そうにビアトリスが尋ねた。

「みんなが事故の場所の方に駆かけていくのに、一人だけ反対に走る人がいたから」

　ディフォーベは微笑ほほえんだ。

「私、変わり者だから、そちらの方が気になったの」

「変わり者って……。自分で言う、普ふ通つう？」

　呆あきれるキャット。

「だから、普通じゃないんだろ？」

　レンが笑いを堪こらえる。

「まあ、いいや。そっちの方はあたしの出番だよ」

　ビアトリスは剣けんの柄つかをポンと叩たたいた。

　顔をボコボコに腫はらせた御者が王都警けい護ご隊たいの詰つめ所に突つき出されたのは、それからまもなくのことだった。
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「……それで、遅ち刻こく？」

　ブランシュは唇を尖とがらせて姉を見た。

「せめて、犯はん人にんを殴なぐり飛ばす時ぐらい、呼よんでくれても良かったのに」

「そうしても良かったんだけどね」

　ハルの館やかたへと向かう馬車の御者台で、ビアトリスは肩をすくめた。

「まあ、時間もなかったし」

「今日は海に行くの、お流れかあ」

　ブランシュは膝ひざを抱かかえて赤くなりつつある空を見上げる。

「……仕方ないな、私も水着、新調したのに」

「おやおや、見せる相手もいないのに」

「言ったな！」

　ブランシュは飛びかかり、ビアトリスの首を絞しめる振りをした。

「二人とも、静かに……」

　後部の座ざ席せきに座るユマが、口元に指を当てた。

「起こしちゃうでしょ」

　ユマの膝の上ではレンが、そしてその向かいの席ではキャットとトリシアがお互たがいにもたれかかるようにして、スースーと寝ね息いきを立てていた。

「……無理もないわね。あれだけ奮ふん闘とうしたんだもの」

　と、ビアトリス。

「たいした子たちだわ」

　ユマは優やさしくレンの頭を撫なでた。

「明日は、思いっきり海で遊ばせてあげましょう」

「そうだね」

　ビアトリスは馬車を揺ゆらさないように注意しながら手た綱づなを握にぎる。

「明日は晴れるもの」

　正面に見えてきた水平線の方に目を遣やって、ディフォーベがポツリとつぶやく。

「へえ、分かるの？」

　ブランシュが振り返る。

「何となく、ね」

　ディフォーベは謎なぞめいた微び笑しようを返した。

　それと同じ頃ころ、王都の南の裏うら通どおりでは……。




「……弟で子しがあの程てい度どなら、師し匠しようのアンリの力も知れたものだな」

　背はい後ごからの声に、帰り道を急いでいたエウラリアは振り返った。

「見ていたんですか？」

　エウラリアは足を止めると、夕日が作る陰かげの中にたたずむ男を見て眉まゆをひそめる。

「でしたら、どうして手伝って……？」

「あれは私が求めている魔ま法ほうではない」

　暗がりからの声が答える。

「ですが、人を救うことができる、素す晴ばらしい魔法です」

「あれが素晴らしい？　違ちがうな」

　男は手を広げ、自分の顔を覆おおった。

「魔法は力。他を圧あつ倒とうし、平へい伏ふくさせる強力な力だ。愚ぐ民みんどもの人気を取るための道具ではない」

「……お兄さま」

　エウラリアは勇気を振り絞しぼって尋ねる。

「トリシアさんたちに、何かする気ではありませんよね？」

「……さあな」

　声は笑った。

「それはお前の気にすることではない。帰るぞ」

「はい」

　陰から出てきた男は、緑りよく灰かい色しよくの外がい套とうに妹を包み込むと、月下の通りを足音を立てずに進み始めた。
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「海だ～、海だ～！」

　海岸で馬車を止めるなり、波打ち際ぎわに向かって走りだしたのはカナルだった。

　昨日約束していた面々にハルを加えた一行は、ベルラプトンの港の北にある白い浜はま辺べにきていた。

　ディフォーベの言った通り、今日は朝から快かい晴せいだった。

　海は水平線の彼方かなたまで碧あおく、寄よせては返す小さざ波なみは、軽かろやかで耳に心ここ地ちよい。

　砂すなが奇き麗れいで波も穏おだやかなこの浜辺は、ヴィントールでも最も海水浴に適てきした場所のひとつだったが、休日でもないので、大人は少ない。

　走り回る子こ供どもたちの姿すがたがポツリポツリと見えるのみである。

「カナル！　待ちなさい、水着に着き替がえるのよ！」

　追いかけながら怒ど鳴なるトリシア。

「あたしたちはあっちの岩の陰で着替えるから、レン、ハル、のぞくんじゃないわよ」

　ビアトリスが馬車から下りながら釘くぎを刺さす。

「何をいまさら……」

　と、笑うハル。

　ゴキッ！

　ビアトリスの肘ひじが右みぎ脇がわの肋ろつ骨こつをえぐった。

「………つつっ！」

　ハルは堪たまらず屈かがみ込こむ。

「レン、こういう目に遇あいたくなかったら……分かるわね？」

「よっく分かりました～っ！」

　レンはブンブンとうなずいた。




「それでは拝はい見けんしましょうか、みなさんの水着姿」

　岩陰に入ると、ブランシュがニタッと笑って一同を見み渡わたした。

「ハルのことをどついちゃったけど、あたしたち、実はもう下に着てきてるんだよね」

　まず披ひ露ろうしたのはビアトリス。

　と言っても、彼女の場合、あまり普ふ段だんの格かつ好こうと変化がない。

　素そ材ざいが、鋼こう鉄てつから布ぬのに変わっただけのように見えるくらいだ。

　それでも、髪かみの色に合わせた赤の水着は可愛かわいらしく、いつもの勇ゆう猛もうなビアトリスとは違う一面を演えん出しゆつしていた。

「ほお～、それが対ハル戦せん略りやくですか～？」

　冷やかすブランシュ。

「ち、違うわよ！　……可愛いと思ったから買っただけだもん」

　ビアトリスは真っ赤になる。

「じゃあ、お次は私ね！」

　と、さっさと着替えてみせたのはキャスリーンである。

「見よ、この高こう貴きな姿を！」

　上下一体型の水着は、背せ中なかとおヘソの部分が大きく開いた大だい胆たんなもの。

　色はやや明るめの紫むらさきである。

「これで全国民を悩のう殺さつ！　アムレディアお姉さまの人気を抜ぬいてやるもんね！」

「……なんつ～か」

「……そうねえ」

　トリシアたちは顔を見合わせる。

「ああいうのは、出るところが出て、引っ込むべきところが引っ込んでなくちゃ」

「見事なまでの幼よう児じ体たい型けい。カナルといい勝負よ、きっと」

「な、な、何よ！　失礼ね！」

　キャスリーンは腕うで組ぐみをしてみんなをにらみつけた。

「だったら、あなた脱ぬぎなさいよ！」

　不平を顔いっぱいに表わしたキャスリーンは、ビッと指をブランシュに突きつけた。

「はいはい、見てなさい。これが大人の魅み力りよくってやつ」

　と言いながら見せたブランシュの水着は、海と同じ鮮あざやかな碧あお。

　光こう沢たくのある生き地じが、覆おおうべきところをわずかに覆っているだけで、ほとんどの部分が細い紐ひもでできている。

「……ったく、妙みように色気づいて」

　姉であるビアトリスがこめかみを押おさえる。

「ちょ、ちょっとやり過すぎの気が」

　トリシアの笑え顔がおもぎこちない。

　だが……。

「師し匠しよう！」

　キャットは砂の上にバッと手をついた。

「これからは師匠と呼ばせてもらいます！」

「ふふ～ん。よく私の感性を見習うようにね」

　大おお威い張ばりのブランシュ。

「この二人」

「相そう似じ形けいだったんだ」

　トリシアとビアトリスは顔を見合わせた。

「あたしも、あたしも～」

　と、飛び出てきたのはカナル。

　黄色の水着が、何となく可愛らしい。

「言っておくけど、変身しちゃ駄だ目めだからね」

　トリシアは今朝から二十八回目の注意をする。

「それ、狼おおかみになったら脱ぬげちゃうんだから」

「うん。おしとかに……おしゃかとか……おかしとか……おししとか……？」

「お淑しとやか」

　トリシアはため息をつく。

「そう、それになる」

　カナルは瞳ひとみを輝かがやかせて大きくうなずいた。

「さあ、今度はディフォーベよ」

　ビアトリスが新しい友人の方を見る。

「そうね」

　予想していたよりもためらいなく、ディフォーベは上を脱いだ。

「おお～っ！」
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　歓かん声せいを上げたのはブランシュ。

「け、結けつ構こうなものをお持ちで」

　ヴェルナー卿きようが古代の美術品だと思っただけのことはあって、非ひのうちどころのない体型だった。

　あくまでも滑なめらかなうなじに、豊ゆたかな双そう丘きゆう、くびれた腰こしから太ももにかけての美しい曲線、無駄な肉のない長い脚あし。

（アム王女と、どっちが奇き麗れいだろ？）

　トリシアさえも見み惚とれるほどだ。

　黒という色のせいもあるだろうが、ブランシュと同じような形の水着でありながら、清せい楚そな雰ふん囲い気きが全体から漂ただよってくる。

（この人の後に脱ぎたくないな）

　トリシアは真しん剣けんに思った。

「……良かった。別に浮ういてないわね」

　ディフォーベはそう言うと、脚を組んで岩の上に腰を下ろす。

「そろそろいこうかな？」

　続いて脱ぎ始めたのはユマ。

「くっ、やられた！　この手があったか！」

　ユマの上下一体型の水着を見て、ブランシュが悔くやしがる。

　体型にピッタリと合った純じゆん白ぱくの水着は、ディフォーベと並ならべても遜そん色しよくのない清せい潔けつな色気を醸かもし出している。

「さっすが、闘とう騎き士し美女番付第一位」

「からかわないでよ、ベッツ」

　ユマは親友を咎とがめるような視し線せんで見る。

「これ、二年も前のだけど、入って良かったわ」

　二年前といえば、今のトリシアの年だ。

（その時から同じ体型ということは……。うう、もっと早く脱いでおけば良かった～）

　最後に残されたトリシアは落ち込み、さらに怖おじ気けづいた。

「それじゃあ、トリシア、最後を飾かざって」

　ビアトリスがそんなトリシアの心の葛かつ藤とうを知らずに声をかける。

「……あ、あの、わたし、何だか寒気が～」

「本当？」

　心配そうな表情になるビアトリス。

　だが。

「うそ、うそ！　きっと、ユマの後で自分の水着を見せるの恥はずかしくなったのよ！」

　キャスリーンが余よ計けいな口を挟はさむ。

「水に入らなくてもいいんだから、一いち応おう脱いで見せなさいよね～」

（お、おのれ、バカ王女！）

　トリシアはキッとにらみつけ、覚かく悟ごを決めた。

（どうせ、アンリ先生に見られるわけじゃないもん！）

　そう開き直ると、さっさと上着を脱ぐ。

　すると。

「うわっ！」

「へえ～、これはこれで」

　ブランシュたちから、意外と温あたたかい反はん応のうが返ってきた。

　トリシアの水着は普ふ段だん着ぎと似にた淡あわい赤。

　背せ中なかで交差する紐とフリルを除のぞけば、あまり人目を惹ひくものではない。

「やっぱ、素そ材ざい？」

「素材でしょう」

　と、話し合うビアトリスとユマ。

「ど、どうかな？」

　トリシアは思い切って聞いてみる。

「うん、とってもいいよ」

　ビアトリスが頭を撫なでた。

「それで、レンをクラクラさせちゃえ！」

「べ、別にわたしはレンなんて……」

「おやおや、さっき似たような台詞せりふを誰だれかさんからも聞きましたねえ」

　ブランシュが冷やかすようにビアトリスを見る。

「そっちも案外、相似形じゃないの」

「いいわよ～、そんなこと言うなら、あんたと縁えん切ってトリシアを妹にするから！」

　ビアトリスはウインクし、背中からギュッとトリシアを抱だきしめた。

　その頃ころ……。




「その剣けん……」

　馬車のところで長いこと待たされているハルが、レンの腰の剣を見て尋ねた。

「アンリに習ったことがあるのか？」

「えっ、ぜんぜんだよ」

　レンは首を横に振る。

「先生は剣を使うのが嫌きらいだからね。自分は魔ま剣けんを持ってるくせに」

「ヒリール・ショーヴか」

　ハルはうなずく。

「あれは危き険けんな剣だな。その昔、剣けん鬼きフレオリックが握にぎっていたとされるグリードと同様に」

「でも、使わないんだもの、意味ないや」

　レンは頭の後ろで手を組んだ。

「ほう、あれほどの腕を持ちながら？」

　訝いぶかるハル。

「あれほどの腕って……？」

　レンはハルの顔を見る。

「アンリ先生、剣を使えるの？」

「当然だ。何度か手合わせしたが、私は一度も勝てなかった」

「……なんだ、噓うそか～」

　あの、飄ひよう々ひようとしたアンリ先生が、この鍛きたえ上げられた貴き族ぞくの青年に勝てるわけがない。

　レンは肩を落とした。

「いや、事実だ」

　ハルは笑い、馬車から下りて剣を抜ぬいた。

「少し、教えてやろうか？　なあに、ここならアンリの目はとどかん」

「……やる」

　レンもうなずき、剣を鞘さやから抜いて構かまえる。

「その構えでは、まだ人を斬きったことはないな」

　ハルはゆっくりと間合いを詰つめた。

「まあね」

　レンは迷まよい、剣先をハルの喉のど元もとに向ける。

「そう。さっきよりはいい」

　ハルは剣を持った右手をダラリと下げた。

「隙すきを見つけて、かかってこい」

「あんまり馬ば鹿かにしてると、怪け我がするよ」

「なあに、いざとなったら名医がいる。それに、君の腕うででは殺す気でかかってきても、私と剣を打ち合わせることさえできない」

「言ったな！」

　レンは大きく踏ふみ出し、剣を振り下ろした。

　ハルは半歩だけ左足を下げ、これを見切る。

「それなら！」

　今度は渾こん身しんの横よこ薙なぎ。

　ハルはこれもわずかに動いただけでかわす。

「力の差があり過すぎるか？　それなら……」

　ハルは剣で砂すな浜はまに小さな丸を描えがいた。

「私はここから出ない。もし、ほんの指先だけでもここから出ることがあれば、君の勝ちとしよう」

「！」

　レンの頭にカッと血が上る。

　左右の払はらいに、打ち下ろしからの連続の突つき。

　だが、どれもハルの剣に触ふれることさえない。

「身体からだを解ほぐす運動にもならんぞ」

　とうとうハルは剣を放り出し、徒手になった。

「くそ！」

　ほんの半歩。

　その範はん囲いで身体を捻ひねり、身を屈かがめたり跳ちよう躍やくしたりするだけで、ハルはすべての攻こう撃げきを軽くいなしてゆく。

　レンは何度もかわされ、転びながらも剣を振り続けた。

「これで、どうだーっ！」

　とうとう、息の上がったレンは剣を捨すてて、ハルの足に肩から体当たりをかけた。

「残念」

　ハルはトンッとレンの後頭部を踏ふみ台にして跳とぶと、もととまったく同じ位置に着地した。

　レンは砂に顔から突っ込むと、しばらく立ち上がれなかった。

「……なんでさ？」

　ハルの手を借りて起き上がりながら、レンはつぶやく。

「経けい験けんの差だね」

　と、ハル。

「私と君の差は、現げん在ざいの私と十代半ばだった頃ころの私との差と、ほぼ等しい」

「そう……なんだ？」

　レンはちょっと安心する。

「だが、私とアンリとの差は、もう少し大きいかもな」

　ハルは笑って続けた。

「またまた」

「こんなことで冗じよう談だんが言えるか」

　ハルはレンの隣となりに腰を下ろす。

「……トリシアのことが好きなんだろう？」

　突とつ然ぜん、ハルは尋ねた。

「……うん」

　レン本人にも意外だったが、素す直なおに口から出る。

「だが、トリシアにとって、自分が必要な存そん在ざいだという自信はない」

「うん」

「ならば」

　ハルはレンの顔についた砂を払ってやる。

「あの子の後を追い掛かけるだけではなく、自分が進むべき道をひとりで見つけることだ」

「ひとりで？」

「トリシアは見つけた。違うかい？」

「……そうだね」

　レンは同意する。

「よく考えてみるよ、自分自身のこと」

「慌あわてることはないがね」

　ハルはウインクした。

「さあ、ベッツたちが戻もどる前に剣をしまおう。斬きり合いをしていたなんてことがバレると恐こわいからな」




「じゃあ、水に入るわよ」

　ビアトリスは、トリシアとカナルの手を引いて波打ち際ぎわに立った。

　足元を波がさらう時のくすぐったいような感かん触しよくが、トリシアにとっては初めての体たい験けんである。

「まあ、頑がん張ばってね～」

　と、海岸に寝ねそべって声をかけるのはキャット。

　人からものを習うのは心しん底そこ嫌きらいらしい。

「慣なれるまでは腰より深いところには行かないこと。いいわね、トリシア、カナル」

　先生役のビアトリスが注意する。

「は～い」

「うん！　分かった」

　と、二人。

「僕ぼくはお姉さまに教えてもらお～」

　レンはフラフラとユマの方に引き寄せられてゆく。

「あっ、こら！」

　レンの後を追おうとするトリシア。

　だが、波に足を取られてバチャッと倒たおれる。

「ちょ、ちょっと！」

　慌ててビアトリスが引き起こす。

「……ぐへっ！　げほ、げほほほっ！」

　トリシアは顔をクシャクシャにして海水を吐はき出した。

「何よ、これ！　ものすごく塩っぱいじゃない！」

「……い、今頃気がついたの？」

　ビアトリスは吹ふき出しそうになる。

「どれどれ？」

　と、水を舐なめてみるカナル。

「……うえええええええっ、まじ～！」

「まあ、そのうち慣なれるって」

　ユマに手を取ってもらっているレンが、ニコニコ顔で言う。

「さあ、練習、練習！　ユマ先生、顔を水に浸つけるところからですよね？」

「……なんだか、腹はら立たつう～」

　プウッと膨ふくれるカナル。

「同感」

　トリシアはうなずき、みんなに見えないように水面下で地じ団だん駄だを踏む。

「お姉さま、こうですか～？　うわっぷ！」

「駄だ目めよ、顔を浸けている時は吐くだけ、息を吸すおうとしないの」

　ユマの胸むねに抱きとめられ、ますますデレデレした顔になるレン。

（何よ、鼻の下伸ばして！　あんな色ガキ、いつか海底に沈しずめてやるんだから！）

　いつの間にかトリシアの心に、泳げるようになるという本来の目的とは別の目的が生まれつつあることを、レンはまだ知らなかった。













　カルテ４　診しん療りよう、いさかい、大きな患かん者じや！







「……昨日よりかなりいいわ。脈も安定しているし、腎じん臓ぞうと肝かん臓ぞうの裂れつ傷しようも順調に回かい復ふくしてる」

　トリシアは〝呪じゆ波は〟に覆おおわれた手を腹ふく部ぶに当てながら男に告げた。

「もう起きて働けますかね？」

　軽い疼とう痛つうに口元を歪ゆがめる男。

「それは無理」

　首を横に振ふるトリシア。

「ですが……」

　男は口ごもる。

　海から帰ったトリシアは、夕方になってからレンを伴ともない、王おう都との裏うら町まちを訪おとずれていた。

　昨日の事じ故この親子を診みるためである。

　親子の住む家が建つのは、日のほとんど射ささない不ふ衛えい生せいな湿しめった土地。

　トリシアは消毒に使う水さえ、かなり離はなれた井い戸どまで汲くみに行かねばならなかった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、コリン」

　軽けい傷しようで済すんだ妻つまが、隣となりに座すわって男の手を取った。

「私はもう、仕事に行けるから。しばらくは食べていけます」

「……すまん。俺おれは腑ふ甲が斐いない男だ。息むす子この葬そう儀ぎもお前任まかせで」

　コリンは顔を伏ふせる。

「今はあの子のことを考えるのは止よしましょう、これから先も、決して忘れはしないのだから」

「ああ。夜の淋さびしさが訪れる度たびに、思い出すだろう」

「……先生、娘むすめの方は？」

　妻は夫を抱きしめると、トリシアを振り返って尋ねた。

「経けい過かは良好ね」

　トリシアは、すぐ横のベッドで寝ね息いきを立てる少女の横顔を見る。

「回復力もあるし、たぶん、お父さんよりは早く動き回れるようになると思うわ」

「……良かった」

　妻は娘の頰ほおに口づけした。

　その時。

　コンコン。

　風雨に晒さらされて傷いたんだ薄うすい木もく製せいの扉とびらを、そっとノックする音がした。

「はい？」

　立ち上がる妻。

「奥おくさん、俺だ」

　ヒョッコリと顔を見せたのは、昨日、コリン親子を運ぶのを手伝った近所の男だった。

「トリシア先生、来てるんだって？」

「いるわよ」

　トリシアは顔を見せる。

　といっても、部屋はひとつしかない狭せまい家。

　単に振り返っただけだ。

「よかった」

　ほっとした表ひよう情じようの男。

「うちの向かいに住む娘なんだけど、昨日から吐はき気が止まらないって言うんだ。本当に申し訳わけないが、ちっと診てやってくれないか？」

「早くベルラプトンに帰るべきだと思うけど……？」

　ささやくレン。

「そんなに時間はかからないから」

　トリシアは眉まゆをひそめてささやき返してから、男に答える。

「いいわ。行きましょうか？」

「い、いや、こっちに連れてくる！」

　男は飛び出していった。

「どうなっても知らないぞ」

　レンは額ひたいに手を当てて、ランプの明かりにぼんやりと照らされた低い天てん井じようを仰あおいだ。

　そして……。




「じゃあ、今から魔ま旋せん律りつをかけるから。お子さんの足、しっかり押おさえていて」

　もう日はとっくに暮くれた頃ころ。

　トリシアは足を折った幼よう児じの母親に向かって告げていた。

　男が連れてきた娘の治ち療りようを終えた時、トリシアの前には治療を求める近所の貧まずしい人々が列を作っていた。

　患かん者じやのほとんどが栄養失調か過か労ろうだが、中にはかなり深しん刻こくな病びよう状じようのものもいて、トリシアとレンはその手当てに息をつく暇ひまさえない状じよう態たいだった。

「だから言ったのに」

〝呪じゆ波は〟でサラシの布ぬのに滅めつ菌きん消毒をかけつつ、つぶやくレン。

「こんな羽目になるような予感がしたんだ」

「だったら、先に帰んなさいよ！」

　トリシアは処しよ置ちを続けながら怒ど鳴なる。

「誰だれも、あなたに残ってって頼たのんでないでしょ⁉」

「真夜中近くになったっていうのに、女の子を置いて帰れる訳わけないだろ？」

「あら～、お優やさしいこと！　でも、相手が違ちがうんじゃない？　……はい、あなたはもういいわ。次の人！」

「……あの、先生、大丈夫ですか？」

　最初に診てもらった娘が声をかけた。

「お疲つかれのようですけど？」

「平気、平気！　残りはたった……十二人だし」

　と、笑いかけようとしたトリシア。

　だが。

　不意に、目の前の風景がグルリと一回転した。

「……あ、あれ？」

　お尻しりがストンと椅い子すから床ゆかに落ちる。

「言わんこっちゃない！」

　レンが慌あわてて、助け起こす。

「〝呪波〟の使い過ぎだって！」

　アムリオンでは、トリシアが一日に診みる人間の患者と動物の患かん畜ちくの比ひ率りつはほぼ一対四。人間だけを治療し続けたのは久しぶりなので、精せい神しんにかかる負ふ担たんは思いの外、大きかったのだ。

「こ、これくらいなによ！」

　歪ゆがんだレンの顔が三つ、目の前に並ならんで見えた。

　目の焦しよう点てんが合っていないのだ。

「ごめんなさい、みなさん！　今日はここまでにして！　残りの人はきっと、次の機会に診ますから！」

　不安そうにトリシアを囲む患者たちを、レンはさっさと帰らせた。

「ちょっと、勝手なこと！」

「いいから！」

　トリシアの身体からだが抱き上げられる。

「……お、おも」

　思わず漏もらすレン。

「お、重くなんかない！」

　トリシアはレンの頭を叩たたこうとしたが、腕うでに力が入らない。

（あ、あれ？）

「じゃあ、今日はこれで」

　レンはトリシアを背せ負おうと、この家の家族に向かってペコリと頭を下げた。

「また診に来させますから」

「ご苦労さまでしたね」

　妻が労ねぎらいの言葉をかける。

「お大事に」

　レンは家を出て、裏に停とめてあった馬車に向かった。

「まだできたのに」

　レンの背せ中なかで、つぶやくトリシア。

「無理だね。……っと」

　レンは馬車の後部にトリシアを座すわらせる。

「着いたら起こすから」

「……ん」

　トリシアは目を閉とじた。




　翌よく日じつ。

　裏町のコリンの家の前には、昨日よりもさらに長い列ができていた。

「でも、いいの？　家を診しん療りよう所じよ代わりにして」

　トリシアは浄じよう化かの魔ま旋せん律りつで診療台代わりの寝しん台だいを清めながら、コリンに尋ねる。

　コリンの妻つまの手伝いで、トリシアたちは家の一部を白い幕まくで囲い、臨りん時じに診療のできる場所を作っていたのだ。

「構かまいませんよ」

　まだベッドから起きられないコリンが微笑ほほえむ。

「こうして先生が頑がん張ばっているのを見ると、私も早く治りそうな気がしますから。それにたくさん人が来てくれれば、家族が一人減へった淋さびしさも忘わすれられるかも知れません」

「……ありがと」

　トリシアは安あん堵どして、集まった患者たちの治療を始めた。

　過か労ろうと栄養失調の人たちには薬と生活上の注意を与あたえ、怪け我が人にんや病人には適てき切せつな治療を施ほどこしてゆく。

「観光で来たのに……本来なら国こく賓ひんのはずなのに……せっかく水着も買ったのに……素す敵てきな出会いが待ってるはずだったのに」

　無理矢理手伝いに駆かり出されたキャスリーンは、先ほどからかなり強きよう烈れつな視し線せんをトリシアの背中に送っている。

「まあまあ」

　宥なだめるレン。

「こっちが一ひと段だん落らくしたら、午後から海に行けるって」

「だけど……」

　と、呆あきれ顔で患者たちを見み渡わたすのは、ビアトリスである。

「トリシアって、つくづく、休めない性せい格かくなんだねえ」

「だって」

　トリシアは肩をすくめた。

「これが、わたしのやるべきことだから」

「……やるべきこと、か」

　レンは小さくつぶやく。

「でも、私のやるべきことじゃないわよね？」

　口を尖とがらせるキャスリーン。

「親友の頼みなのに？」

　トリシアは悲しそうな顔を作る。

「分かった、分かりました！　ほんっっと、あなたには敵かなわないわよ！」

　キャスリーンは両手を上げた。

　そんな時。

「……あの？」

　昨日、吐はき気を覚えて急きゆう性せい胃い炎えんの治療を受けた娘むすめが入ってきた。

「どうしたの？　まだ吐き気が残ってる？」

　と、トリシア。

「あの、少ないですが……」

　娘はトリシアに小さな皮かわ袋ぶくろを差し出した。

「これは？」

　開いてみると、中は銅どう貨かである。

「治療のお礼です。とても、足りないとは思いますが、これが私の払はらえる……」

「……いらないわ」

　トリシアは皮袋を返した。

「勝手にやってるだけだもの。お金は取れないの」

「で、でも！」

「いいから。それより、もう少し栄養のあるものを食べなさい」

「……トリシア」

　レンがトリシアの腕をつかむと、小声で言った。

「貰もらっておけよ」

「どうして！」

「せっかくの好意だろ？」

　レンはもっと声を低くするように目くばせして続ける。

「……だけど、みんな生活は楽じゃないのよ」

「知ってるよ。だからこそ気持ちを無む駄だにしちゃ駄目だ。君のために必死に集めてきたお金だぞ」

「……駄目。貰えないよ」

　トリシアは頭を振った。

　だが。

「そのお金……」

　レンはお金を差し出した娘の方を振り返った。

「やっぱり頂いただいておくよ、ありがとう」

「は、はい！」

　肩を落としていた娘は、顔を明るくしてレンに皮袋を渡わたす。

「レン！」

　トリシアは声を荒あらげる。

　レンはそれを制せいし、皮袋の中から実費分より一割わりほど多い銅貨を取り出して、残りは返した。

「また吐き気がするようだったら、すぐに来て。ここにいない時には、ベルラプトンの領りよう主しゆの館やかたに使いを送ってくれればいい」

「ありがとうございます！」

　娘は頭を何度も下げると、家を出てゆく。

「どういうこと⁉　わたしの意い思しを無む視しして！」

　トリシアはレンをにらんだ。

「……じゃあ、聞くけどさ」

　レンはトリシアの真正面に立つ。

「今日と昨日、ここで使った薬の代金は誰が払ったんだい？」

「そ、それは……」

　トリシアは口ごもる。

「気にすることないって。ハルが出してくれたんだから」

　ビアトリスが助け船を出す。

「そう。結局はハルのお金だ」

　レンはうなずく。

「パット、君は格かつ好こうをつけてるけど、その分、ハルに迷めい惑わくをかけてる」

「………」

　トリシアは唇くちびるを嚙かんだ。

「だ、だから、このくらいのお金だったら……」

　と、ビアトリス。

「君はアムリオンでは治療費を取っていた。ここでは無料っていうのは、この街の人たちを馬ば鹿かにしてる。見下しているんだよ」

　レンは容よう赦しやなく続けた。

「……てけ」

　トリシアはうつむいたまま何かつぶやく。

「なんだよ？」

　聞き返すレン。

「……で、出てけーっ！」

　トリシアは診療カバンをレンの顔面に投げつけた。

「二度と！　二度とわたしの前に顔を見せないで！　あんたなんか、ユマといちゃついていればいいのよ！　あの子を連れて、アムリオンに帰っちゃえーっ！」




「やれやれ」

　追い出されたレンは、大通りを歩きながら肩をすくめた。

「帰りの馬車、乗せてもらえそうにないな」

　となると、ベルラプトンまでの帰りの足は自分で探さがさなくてはならない。

　そう思ってあたりを見み渡わたしたその時。

「失礼ですが……」

　一台の豪ごう華かな馬車がレンの真横で止まり、中から品のいい中年の男が声をかけてきた。

「ベルラプトン公こう爵しやくのところに滞たい在ざいなさっている、アムリオンの方では？」

「……ええ」

　レンは用心しながら答える。

「イアンの息むす子こレナード。母親はタニヤ。間ま違ちがいありませんか？」

　羊皮紙の書類を見ながらの質しつ問もん。

「あなた、誰だれ？」

　レンは剣けんの柄つか頭がしらに手を置く。

「あなたに不ふ利り益えきをもたらす者ではありません」

　男は薄うす笑わらいをたたえる。

「お乗りください。あなたを待っていらっしゃる方がおられます」

　馬車の扉とびらが開かれ、手が差し伸のべられた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「もうレンの悪口は聞き飽あきたよ～」

　浜辺に横たわっていたビアトリスは耳をふさいだ。

　午前中に診療の区切りをつけたトリシアたちは、息いき抜ぬきに海岸までやってきていた。

　今日は日差しが強く、絶ぜつ好こうの海水浴日和びより。

　カナルとディフォーベ、ブランシュやユマも一いつ緒しよである。

「こっちだって、言いたくはないわよ！　だけど、ヒドいと思わない⁉」

「……痴ち話わ喧げん嘩か」

　背中を日に焼きながらつぶやくキャスリーン。

「何ですって⁉」

　キッと振り返るトリシア。

「い～え、何でも」

　キャットはとぼけた。

「それでレンくん、来なかったの？」

　日焼けしにくい体たい質しつのユマが、気け怠だるそうに上体を起こして尋ねる。

「まだ、王おう都とから帰ってないんじゃない？　かわいそうに、置いてきぼり」

　と、ビアトリス。

「へへ～ん、いい気味！」

　久しぶりに狼おおかみの姿すがたになったカナルは海岸を駆かけ回り、尻尾しつぽを振って喜んでいる。

「でも……」

　ユマは膝ひざに頰ほおを当て、美しい眉まゆをひそめた。

「辛つらかったでしょうね」

「……どういうこと？」

　トリシアはユマの顔を見る。

「本当に分からないの？」

　ユマは目を伏ふせた。

「……あの子、わざと悪者になったのよ。あなたや、みんなのために」

「そうね」

　ディフォーベがうなずく。

「不器用なやり方ではあるけれど」

「……言ってることが分かんないわ」

　トリシアは二人の顔を見る。

「あのね」

　ユマは小さくため息をつく。

「あなたが裏うら町まちの人たちにやろうとしていたことは、施ほどこしよ」

「それがいけないの？」

　ちょっと挑いどむような目つきになるトリシア。

「施しは自じ尊そん心しんを傷きずつけるわ。施しを続けてゆけば、やがてはみんなそれを当然と思い始め、あなたに頼たより切りになる」

「だけど、困こまっている人たちを見み捨すてられないじゃない！」

「だからレンは最さい小しよう限げんのお金を取ったんでしょう？　きちんとお金を取ることで、患かん者じやさんたちの方も、引け目を感じずに済すむしね。それにそのお金があればハルに気き兼がねすることなく、薬も仕入れられるでしょう」

「じゃあ……、私は間違っていたの？」

「いいえ」

　ユマはトリシアの手を取った。

「あなたはあれでいいの。お金は要いらないと言ったことで、みんなの尊そん敬けいを勝ち得ることができた」

「！」

「レンくんはね、誰もが納なつ得とくできる環かん境きようを作るために、患者たちさんからも、あなたからも嫌きらわれる、損そんな役回りを買って出てくれたのよ」

「………………どうして？」

　トリシアはギュッと唇くちびるを嚙かむと、ユマの手を振り払い、海に向かって駆けだした。

「どうして、あなたの方がレンの考えてること分かるのよ！　わたしの方がずっと長いこと一いつ緒しよにいるのに！　どうしてよっ⁉」

「……やれやれ」

　ユマの隣となりにいたブランシュが腕うで組ぐみをして、咎とがめるような視し線せんを送る。

「ちょっと、刺し激げきし過すぎじゃないの？」

「そうかな？」

　ユマはウインクを返した。

「でも、レンくんだけが辛い思いをするのは可哀かわい想そうでしょう？　憎にくまれ役なら、付き合ってあげないとね」




「ねえ、海岸に戻もどろうよ。もう日が暮くれるし」

　小こ舟ぶねの上で波に揺ゆられながら、ビアトリスが言った。

「……ごめん、もうちょっと」

　トリシアは、ぼんやりと水平線の方を眺ながめている。

　釣つり用の小さな舟の上には、二人の他ほかにキャットとディフォーベ。

　みんなトリシアが心配でついてきたのだ。

　カナルも舟に乗ろうとしたが、前回の船ふな酔よいで身体からだが舟を拒きよ否ひしていた。

　今は海岸線のあたりで、舟の方に向かって吠ほえているところだ。

「何だか、ユマと顔合わせるの、気き不ま味ずくって……」

「まあ、八つ当たりしたしねえ」

　と、キャット。

「ユマは気にしないよ。あの子は本当にいい子だもの」

　ビアトリスが言った。

「分かってる。けど、自分で自分が許ゆるせないの」

「そうだよねえ。だいたい、自分はまだアンリのこと諦あきらめきれないくせに、レンがユマのことを好きになると怒おこるっていうのも、ずいぶんとおかしな話だよねえ」

「……キャット、あんたうるさい」

　トリシアは頰ほおを膨ふくらませる。

「あ～あ、今夜はあの島で野宿しようかな？」

　目の前に浮かぶ小島を見ると、ため息が漏もれる。

「島？　このへんに島なんかあったっけ？」

　ビアトリスが顔をしかめた。

「島は……近づいて来ないと思うわ」

　ディフォーベが首を傾かしげる。

「……確かく信しんはないけれど」

「ちょっと！　あれ、島じゃないわよ！」

　キャットが飛び上がった。

「め、め、め、目玉や鱗うろこがあるじゃないっ！　大きなヒレもっ！」

　物もの凄すごい勢いきおいでこちらに近づいてくるその生き物は、実じつ際さいに小さな島ほどの大きさがあった。

　まだ距きよ離りがあるので正確には分からないが、目玉だけでも〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていより大きいだろう。

　やや丸みを帯びた頭部が海面を切り裂さき、飛沫しぶきを空高く上げた。

　胸むなビレが海水を搔かく度たびに、水平線が歪ゆがむほどのうねりが巻まき起こる。

　トリシアは図ず鑑かんで見たことのある〝鯨くじら〟だろうかと思ったが、〝鯨〟には鱗がないはずだ。

「巨きよ大だいなお魚、と言うところかしら？」

　太陽を覆おおい隠かくそうとする背ビレを見上げ、ディフォーベが感想を述のべる。

「落ち着いてないで漕いでよ！　逃にげなくちゃ！」

　ビアトリスはオールを握にぎった。

　だが、海を割わり、波を起こしてズンズンとこちらに向かってくる怪かい物ぶつと、まともに漕げる人間がビアトリスしかいない小舟との距離は、見る見る縮ちぢまってゆく。

「追いつかれるーっ！」

　慌あわてるあまり、トリシアの背中をバンバンと叩くキャット。

　やがて、怪物はあとひと搔きというところまで小舟に迫せまる。

「……あの鱗一枚まいあれば、ちょっとした屋や敷しきの屋根が作れるわ」

　怪物を見上げるディフォーベ。

「な、何でそんなに落ち着いていられるのーっ！」
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　頭を抱かかえてしゃがみ込むキャット。

「……諦てい観かん？」

　ディフォーベは微笑ほほえんだ。

　その時。

　ザッバアアアアアーッ！

　巨大生物の口が、突とつ然ぜん大きく開いた。

　並ならぶ歯の一本一本が、トリシアの身長の五倍ぐらいの長さがある。

　アムリオンの王おう城じようさえスッポリと入りかねないその口に、ドッと海水が流れ込み、その流れにトリシアたちの小舟が引き込まれる。

「あわわわっ！」

　珍めずらしく慌てたビアトリスは、それでも必死になって漕ぎ続けた。

「無む駄だね」

　ディフォーベがつぶやく。

「……トリシア、明かりを準じゆん備びした方がいいわ」

　次の瞬しゆん間かん。

　小舟は巨大な生き物に、完全に吞のみ込まれていた。

　水しぶきと暗黒がトリシアたちの頭上を覆った。

　そして……。




「無事？」

　魔ま旋せん律りつで舟の舳へ先さきに明かりを点ともしたトリシアは、まわりのみんなを見た。

「な、何とか」

　と、起き上がったのはビアトリス。

　その横で、キャットは目を回している。

「レヴィアタンの口の中に入るなんて、めったにできない体たい験けんだわ」

　ディフォーベは濡ぬれた髪かみを絞しぼる。

「レヴィアタン？」

　キャットを揺ゆり動かしながら、聞きき返すトリシア。

「そう。『海かい獣じゆう細さい目もく』という文ぶん献けんで見たことがあるわ。おそらくは、世界で最大の生き物ね」

「……ねえ。もしかして、ディフォーベって学者だったの？」

「さあ？」

　ディフォーベは首を傾かしげる。

「あまり思い出せないけれど？」

「そんなことはど～でもいいわよ！」

　ようやく目を覚ましたキャットが言った。

「ここから抜け出さないと、消化されちゃう！」

「トリシア、こいつと話せない？」

　ビアトリスが周囲を見み渡わたしながら尋ねる。

　ヌメヌメした壁かべは口の中の粘ねん膜まく。

　水面下に、灰はい色いろの珊さん瑚ご礁しようのように見えるのは舌しただろう。

　淀よどんだ生なま暖あたたかい空気。

　かすかに、硫い黄おうのような臭においがする。

「試ためしてみる」

　トリシアは意い識しきを集中した。

（ねえ、レヴィアタン！　……うわっ！）

　返ってきた意い思しは、まるで怒ど鳴なり声のようだった。

（もう少し小声で話して！　わたしたち、あなたの口の中にいるのよ！）

　オオオーン！

　喉のどの奥おくの方から、低い音。

　レヴィアタンは意思の波動を弱めた。

　それでも、大おお海うな原ばらのうねりのような思考である。

「……ええ。それで……あの船と同じ匂においに気がついて？　……うん……そう⁉　どんな感じなの⁉」

　トリシアの思考も、つられて強くなる。

「……で⁉　うん……うん……分かった、ともかく診みてみるわ！」

「何だって？」

　レヴィアタンとの会話を終えたトリシアに、ビアトリスが尋ねる。

「あのね、言い難にくいんだけど……」

「イヤ～な予感」

　キャットが顔をしかめた。

「どうも身体からだの調子が悪いんで、治してほしいって」

「じゃあ何、こいつ、あんたの患かん者じやなの⁉」

　ビアトリスは頭を抱かかえた。

「ほら、この前、海岸近くまで迷まよい込こんで来てた海竜サーペントがいたでしょ？　あの子から教えてもらったんだって……わたしのこと。どんな匂いがしたか聞いたから、すぐに分かったって」

「……そのうち、四つの大洋中の生き物が、あなたの前に行列を作るようになるわね」

　ディフォーベがつぶやくように言う。

「じゃあ、このだだっ広い身体からだの中で、悪いところを探さがし回るわけ？」

　キャットは腰こしに手を当てて、トリシアをにらむ。

「こいつ、消化器系けいだけでも絶ぜつ対たいにアムリオンの王おう城じようより広いわよ」

「探たん知ちの魔ま旋せん律りつで、大まかな方向はつかめると思うけど？」

　と、トリシア。

「自分がその魔法、苦手だってこと、忘わすれてない？　確たしか、前にそれを使ってレンを空高く放ほうり出したことがあったわよね？」

「じゃあ、キャットがやってよ」

「え～っ！」

「その間に、わたし、もう少しこの子と話してみるから」

　トリシアはもう一度意識を集中して、レヴィアタンに話しかけた。

（どんな症しよう状じようなの？　教えて）

　喉の奥の方から雷らい鳴めいのような唸うなり声が返ってくる。

　レヴィアタンの話によると、痛いたむのはお腹なかのあたり。

　特に空くう腹ふく時じに不ふ愉ゆ快かいな疼とう痛つうがあり、その度に身を捩よじるので、この近辺の海かい域いきでは晴天にもかかわらず波の荒あらい日が続いているのだという。

（胃い炎えんの可か能のう性せいが高いわね。もしかすると悪性の腫しゆ瘍ようかも）

　とりあえずは、直じかに病びよう巣そうを診みてみること。

　トリシアは診しん断だんを留りゆう保ほした。

「ねえ」

　ビアトリスは不安げに、ピクピクと震ふるえるレヴィアタンの軟なん口こう蓋がいを見上げた。

「とっとと治してやって、出してもらおうよ。栄養にされないうちに」

「そうしたいんだけど……」

「したいんだけど、何？」

　赤毛の闘とう騎き士しの顔が強こわばる。

「この子の病巣、胃の方にあるの……たぶん」

　トリシアは言い難そうに告げた。

「当たりよ。私の探知でも、あっちの方だわ」

　魔ま旋せん律りつを使っていたキャスリーンがうんざりとした顔で、食道の奥おくの方を指さす。

「……つまり、胃に入らなくてはいけないのね」

　と、ディフォーベ。

「ちょっと！　胃い液えきっていうのは強力な酸さんよ！　こんな舟ふね、すぐに消化しちゃうって！」

　キャスリーンはトリシアにつかみかかる。

「〝呪じゆ波は〟の障しよう壁へきを張はれば、しばらくは耐たえられるわ」

　トリシアは笑えみを作った。

「でしょ？」

「ち、治ち療りようをしながら？」

「それは無む理り」

「ということは、私の仕事じゃない⁉」

　キャットは崩くずれ落ちる。

「ううっ！　なんて休きゆう暇かなの！」

「お気の毒」

　ビアトリスは肩かたをすくめた。

「で、どうやって胃まで行くの？　〝呪じゆ波は〟を使って？　それとも手て漕こぎ？」

「いや、それなんだけどね……」

　と、トリシアが言葉を濁にごした時。

　ドッバアアアアア～ッ！

　小さな丘おかほどもある巨きよ大だいな舌したが水面下から姿すがたを現わし、トリシアたちの頭上高くまで持ち上がった。

　集中豪ごう雨うのように降ふり注そそぐ水すい滴てき。

「わっ、汚きたないっ！　これ、唾つばが混まじってんでしょ！」

　キャスリーンが悲鳴を上げる。

　同時に、喉のどの奥の方が収しゆう縮しゆくし、大きなうねりが起こった。

「吞のみ込まれる！」

　小舟が凄すさまじい速度で流れ始めるのを感じて、ビアトリスが姿し勢せいを低くする。

「こ、これなら漕がなくてもいいでしょ？」

　トリシアは強こわばった笑え顔がおを浮かべた。

「こんなんなら、漕いだ方がずっとマシよおおおおおおお！」

　キャスリーンの絶ぜつ叫きようを残して、小舟は食道へと吸すい込まれていった。




　急流のような食道をかなりの時間をかけて通つう過かした後、トリシアたちの乗る小舟はスポンと音を立てて広い空間に飛び出した。

「わっ、何ここ！」

　むせ返るような熱気を突つっ切るように飛ぶ舟の上で、ビアトリスが顔をしかめる。

　視し界かいが悪く、全体を見渡すことはできないが、赤い巨大な岸がん壁ぺきを思わせる粘ねん膜まくの襞ひだがドーム上の天てん井じようまでを覆おおっていた。

　脈打つ襞はヌメヌメとした粘液に覆われ、さらに白い煙けむりを上げる液えき体たいを常つねに分ぶん泌ぴしている様子が観察できる。

「……トリシア。下、胃液よ」

　ディフォーベが舟の縁へりから見下ろしながら告げる。

「キャット！　障壁を張って！」

　トリシアは怒ど鳴なった。

「急いで！」

「ううっ！　気持ち悪い！」

〝呪波〟を練り終えた直後、キャットは口を押おさえた。

　淡あわく輝かがやく球状の障壁が小舟のまわりに発生するのと、小舟が激はげしくたぎる胃液の海に着水したのとはほぼ同時だった。

「ふう～、間か一いつ髪ぱつ」

　ビアトリスが額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

「ちょっと遅おくれていれば、今いま頃ごろは骨ほねになっていたわね」

　ディフォーベがうなずく。

「あんたの喋しやべり方、ほんっとに危き機き感かんがないよね」

　さすがのビアトリスも呆あきれる。

「そうかしら？　でもこの揺ゆれは、あまり快かい適てきとは思えないわ」

「……言えてる」

　ディフォーベの言葉通りだった。

　口の中とは違い、胃の内部はまるで嵐あらしの海上。

　球状の障壁で覆っているからまだマシとはいえ、荒あれ狂くるう胃液の波は小舟を上下左右に大きく揺さぶり続けている。

　収縮する胃い壁へきの襞に挟はさまれれば、もちろん舟は木こっ端ぱ微み塵じんである。

（レヴィアタン、今は痛いたみがある？）

　トリシアが尋たずねると、レヴィアタンの胃壁は一いつ層そう激しく痙けい攣れんした。

　どうやら答えは肯こう定ていのようだ。

「……ここで吐はいてもいい？」

　キャットは情けない蒼あお褪ざめた顔を向ける。

「しっかりしてよ！　あなたの魔旋律が切れると、わたしたち、一いつ瞬しゆんで溶とけちゃうんだからね！」

　病びよう巣そうの位置を探さがしながら怒鳴るトリシア。

「うう、分かってるけど、うっぷ、失敗したらゴメン」

　キャットは魔旋律に精せい神しんを集中する。

「……急ご」

　トリシアは〝呪波〟を四方に向けて放ち、反はん響きようを調べた。

　普ふ通つう、健康な部分に反はん射しやした波動はきれいにそのままの形で戻もどってくるが、腫しゆ瘍ようなどにぶつかると波形が乱みだれるのだ。

　病巣を発見するのに有ゆう効こうな方法だが、それも患かん畜ちくの大きさがせいぜいビヒモス程てい度どの場合。

　レヴィアタンのように検けん査さ対象が巨きよ大だいで、それも身体からだの内側からとなると、トリシアも初めての経験。

　この検査方法でいいという確かく信しんはない。

（ああもう！　自分の立つ場所が安定してないし、反射したのがさらに反対の胃壁に反射したりするんだもの！）

　反響してくる〝呪波〟の乱れから、胃の中に腫瘍があることはほぼ間ま違ちがいない。

　だが、なかなか位置を確定できないのだ。

（あとは視し認にんするしかないの？）

　そうトリシアが考え始めた時。

「……トリシア、あそこは？」

　ディフォーベが斜ななめ前方を指さした。

「色が変わっているけれど？」

　見ると確かに、胃壁のその部分だけ赤黒く変色している。

　他に転てん移いしている様子はないが、間ま違ちがいない、悪性の腫瘍だ。

　面積は小さいといっても、トリシアの寝しん室しつの倍ほどはあるだろう。

「ディフォーベ、ありがとっ！　ビアトリス、わたしの身体を支ささえてて！　キャット！　障壁に〝呪波〟を通せるだけの穴あなを開けて！」

「胃液が流れ込んでくるわよ！」

「一いつ瞬しゆんでいいの！　あれを焼き切るから！」

　トリシアは手のひらを突き出し、狙ねらいを腫瘍に定める。

（足場がしっかりしてないから、狙いをつけるのが難むずかしいけど……できるか、できないかじゃない。やるか、やらないかよ！）

　師しのアンリの教えがふと、頭をよぎる。

　指の間で小さな黄色い炎ほのおが生まれ、成長し始めた。

　トリシアはそれをさらに、治ち癒ゆを促そく進しんする緑の光のヴェールで覆おおう。

「なんて大おお雑ざつ把ぱな治療！」

　トリシアを支えながらも、呆あきれるビアトリス。

「って、もう〝呪波〟を練り始めてるじゃない！」

　キャットは障壁の一部に円形の穴を開けた。

　胃液の波がそこから入り込み、舟の縁へりを焦こがす。

「早く～っ！」

　立ち上る煙けむりに、キャットは焦あせりの色を隠かくせない。

「こんなに若わかくてきれいなまま、死にたくないんだから！」

「……若くて、きれい？」

　ディフォーベがキャットの顔を見つめる。

「そこ、突っ込むところじゃないわよ！」

「よしっ！　いける！」

　魔ま旋せん律りつの火球が完成した。

　トリシアは両りよう腕うでをゆっくりと頭上に持ってゆき、振り下ろす。

　手のひらの間で生まれた炎の球体は、腫瘍めがけて真っすぐに飛んだ。

「あったれえええええええっっっ！」

　胃い液えきの蒸じよう気きに筒つつ状じようの穴が開いてゆく。

　バッ！

　火球は胃壁に命中すると、そこから飛び散った深しん紅くの炎が腫瘍を包み込み、一瞬のうちに焼き尽つくした。

　続いて、治癒の効こう果かを持つ緑の光が渦うずとなって広がり、胃壁を覆って修しゆう復ふくする。

「成功！　もういいわよ、キャット！」

　振り返るトリシア。

「言われなくても！」

　キャットは速すみやかに障壁の穴を閉とじた。

「口まで戻るわ！　こっちももう限げん界かいよ！」




「……ところで、上から外に出してもらえるんでしょうね？　私、下からっていうのは、絶ぜつっっっっ対たいに嫌いやよ！」

　ようやく口の中まで戻ったところで、キャットが宣せん言げんした。

　レヴィアタンは胃の痛みが完全に取れたらしく、先ほどからトリシアに感かん謝しやの念を伝え続けている。

「それは大だい丈じよう夫ぶ、今出してもらえ……」

　と、トリシアが言いかけた時。

「へっ？」

　キャットはぽかんと口を開けて上を見た。

　突とつ然ぜん、差し込んでくる淡あわい星空の光。

　次の瞬間、開いた口に大量の海水が流れ込んできた。

　巨大な岩のような歯を乗り越えた水は、大きくうねり、トリシアたちに向かって押おし寄よせてくる。

「な、な、な、波が～っ！」

　キャットが震ふるえる指で、白く崩くずれ始める波なみ頭がしらを差し示しめす。

「というより津つ波なみね」

　ディフォーベがうなずく。

「みんな、しっかり船にしがみついていた方がいいわ。……無む駄だかも知れないけれど」

「そ、そんなーっ！　トリシア、これ、みんなあなたのせいだからね！」

「キャット、そんなこと言ってる場合じゃないって！」

　ビアトリスが舟ふねの底にキャスリーンを押しつける。

「くるよ！」

「流されないで！」

　トリシアが肺はいいっぱいに空気を吸すい込んで、顔を伏ふせるのとほぼ同時に……。

　ドッバーンッ！

　逆さか巻まく波が小舟を巻まき込んだ。

　いったんレヴィアタンの口に流れ込んだ海水は喉のどの奥おくまで達すると、逆ぎやくに外に向かって物もの凄すごい勢いきおいで引き始める。

「あわわわわっ！」

　崩れ始めた波頭から空中に放り出された舟が回転し、真っ逆様になって四人は完全に水の中に投げ出された。

　大きな渦がトリシアを吞み込み、強い力で振り回す。

　鼻と口から大きな泡あわを吹ふき出して、目を白黒させるキャット。

　トリシアは彼女を引き寄せ、ビアトリスと手をつなぐ。

　そして……。




「ぶはあっ！」

　トリシアたちは海面に飛び出していた。

　まだ泳ぎのうまくないトリシアは、ビアトリスに助けられながら、転てん覆ぷくした舟にしがみつく。

　やや遅おくれて、ディフォーベがキャットのアゴを支ささえつつ舟に泳ぎついた。

「……レヴィアタンは？」

　ディフォーベは振り返った。

　小島のような巨きよ体たいの上の方から、円つぶらな瞳ひとみが心配そうに舟を見下ろしている。

　トリシアはもう一度、巨大魚と意い思しを交かわす。

「どう？　……じゃあ、他には？　……そう……いいのよ……ならいいけど……それじゃあ、お大事にね」

「何だって？」

　尋ねるビアトリス。

　さすがの闘とう騎き士しもかなりの水を飲んでぐったりした表ひよう情じようだ。

「身体が楽になった、ありがとう、だって」

　レヴィアタンは嬉うれしそうに胸むなビレを小こ刻きざみに振ふると、ゆっくりと向きを変えた。

　上じよう機き嫌げんで水を搔かく水すい晶しようのような尾おビレは、月光を反はん射しやして七色に輝かがやく。

「……落ち着いて見ると、優ゆう雅がなお魚」

　ディフォーベが微笑ほほえむ。

「あの子の後ろ姿すがた、嬉うれしそうね。本当に感謝していることが、私にも分かるくらい」

「そう？」

　トリシアはディフォーベの顔を見た。

「ええ。きっとあの子は、今までどこか身体の調子が悪くなっても、ずっと我が慢まんするしかなかったんだわ。でも、あなたが現われて、癒いやしてくれた」

「そ、そんなたいしたことじゃなんだけどなあ」

　ちょっと照れるトリシア。

「それでも、レヴィアタンにとっては初めて感じる喜びだったんだわ。自分が健康だと、そういう喜びって忘わすれがちだけど」

（………！）

　トリシアはディフォーベに言われてハッとなった。

（そう。忘れていたんだ……）

　自分にとっては、何度となく行なってきた治ち療りようのひとつに過ぎないことが、個々の患かん者じやにとっては大きな意味を持っているのだということを。

（誰だれかを癒すということは、ただの作業ではない。修しゆ業ぎようしている時に、アンリ先生から何度もそう言われたんだった。でも、わたしはそれを忘れて……技ぎ術じゆつをひけらかして、感謝されて、いい気になって……）

「あなたは身体を治すと同時に、心も治しているのよね」

　ディフォーベの優やさしい言葉が、トリシアの心に矢のように突き刺さった。

「わたし、そんな立りつ派ぱな医者じゃ……」

　不意に涙なみだがあふれ始める。

（これじゃ、高こう額がくの治療費を払はらえる患者さんしか診みないヴィントールの医者と同じじゃない！）

　いつの間にか、喜びを患者と共有する気持ちが消えていた。

　後こう悔かいの念がトリシアを苛さいなむ。

「どうしたの？」

　ビアトリスが不ふ審しんに思って尋ねる。

「わ、わたし……」

　トリシアは、ゴボゴボと海中に顔を沈しずめた。

（……そう。レヴィアタンとディフォーベが、アンリ先生の言葉を思い出させてくれた）

　泡あわに包まれながらトリシアは考える。

（レンやユマにも謝あやまらないと。わたし、知らない間に傲ごう慢まんになってたんだ）

　ザバッ！

　顔を突っ込んだ時と同様、突とつ然ぜんにトリシアは顔を上げた。

「何やってるのよ？　こんな時に水泳の練習？」

　その様子を見てビアトリスは眉まゆをひそめる。

「ちょっと、ね」

　トリシアは頭を振ると、悠ゆう々ゆうと泳ぎ去る巨体を見送りながら、そっとつぶやいた。

「わたしからもありがとう、レヴィアタン」

「……ところで、陸地までどのくらいあんの？」

　レヴィアタンの姿が水平線の向こうに消えると、ビアトリスは周囲をキョロキョロと見渡した。

「ていうか、陸地はどっちなのよ⁉」

　すでに夜。

　満天の星が瞬またたいている。

　そして、前後左右、どっちを見ても水平線……。

「これは遭そう難なん……と呼よぶべき状じよう況きようなのかしら？」

　ディフォーベが首を傾かたむけた。

　ユマたちが呼んだ捜そう索さく船せんがトリシアたちを発見したのは、それからしばらく経たってからのことだった。
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　その夜遅おそく。

「えっ？　帰らないってどういうこと、レンのやつ？」

　館やかたに帰ったトリシアは、眉まゆをひそめた。

「使者が来た。今夜は王おう都とに泊とまるそうだ」

　ハルは告げる。

「へえ、泊まる当てなんかあったんだ」

　と、ニヤニヤするビアトリス。

「どうする？　迎むかえにいく？」

「どうして私が迎えにいかなくちゃならないのよ！　もう寝ねるから！」

　憤ふん慨がいしてバタンと扉とびらを閉しめ、トリシアは寝しん室しつに向かった。

　だが、カナルと一いつ緒しよにベッドに入っても、何となくモヤモヤした気持ちが胸むねを苛む。

　まるでレンが、自分から永えい久きゆうに離はなれてしまうような予感。

（何よ、あいつ！　せっかく、謝ろうと思ったのに！）

　目が冴さえて眠ねむれない。

（……まさか、ね？）

　トリシアは頭を振り、不安を強ごう引いんに打ち消して目ま蓋ぶたを閉じた。

（あいつがどっかに行っちゃうなんて……あり得ないもの。……絶ぜつ対たいに）

　ようやく、軽い寝息が聞こえ始めたのは、東の空が白み始めた頃ころだった。













　カルテ５　遺い産さん、妨ぼう害がい、謎なぞの魔ま道どう士し？







　トリシアたちがレヴィアタンの体内で奮ふん闘とうしている頃ころ。

　レンを乗せた馬車は、王おう都との中心にある商館の前に到とう着ちやくしていた。

「こちらへ」

　レンを馬車に連れ込んだ男が、最上階へと導みちびく。

「しばしお待ちを」

　レンが通されたのは、赤あか絨じゆう毯たんが敷しかれた広い執しつ務む室しつだった。

　座すわるように勧すすめられた椅い子すの他には、革かわ背せ表びよう紙しの本がズラリと並ならんだ本ほん棚だなと、大きな机つくえと椅子がひと組みあるだけ。

　機き能のう的てきだが、暗く、淋さびしい部屋だ。

　やがて……。

「貴き様さまがレナードか……？」

　振ふり返ると、扉とびらのところに竜りゆう牙げの杖つえをついた瘦やせ気味の老人が立っていた。

　中ちゆう背ぜいだが、背せ筋すじはピンと伸のび、眼がん光こうは鋭するどい。

　老人は、秘ひ書しよらしい二十代後半の清せい楚そな女じよ性せいに支ささえられて部屋に入ってくると、レンの正面にある執務机についた。

「外はずせ」

　老人は女性に命じると、レンの顔を観察するように眺ながめる。

「答えを聞いていないぞ。貴様がレナードなのか？」

「あなたは？」

「質しつ問もんするのはわしだ！」

　老人は机をバンッと叩たたいた。

「説明もなしにこんなところに連れてきて、そのうえ自分が名乗りもしない人間に、答えるつもりはないよ」

　レンは口をつぐんだ。

　静かな室内でにらみ合いの状じよう態たいがしばらく続いた後、老人は突とつ然ぜん、笑いだした。

「なるほど、確たしかにあのタニヤの子よのう」

「？」

「わしは……」

　老人は立ち上がった。

「ヤチェク・ヴァン・デル・ハイト。タニヤの父だ。貴様にとっては祖そ父ふに当たる」

「……まさか？」

　レンはまじまじと老人の顔を見る。

「お前の母、タニヤはわしにとってたった一人の娘むすめだった。何不自由なく育てたつもりだったが、どこをどう間ま違ちがえたのか三流の吟ぎん遊ゆう詩し人じんだったイアンと恋こいに落ち、わしとヴァン・デル・ハイト家を捨すててアムリオンに逃にげた」

　ヤチェクはゆっくりとレンの周まわりを回った。

「その後のことはお前の方が良く知っておろう。タニヤはイアンとの間に娘と息むす子こを儲もうけたが、アムリオンの反はん乱らん貴族どもの圧あつ政せい下かで二人と娘は死に、お前だけが生き残った。幼おさなくして世間に放ほうり出されたお前を待っていたのは、ごみ箱を漁あさるような惨みじめな暮くらしよ。そんなお前を拾い上げたのが、胡う散さん臭くさい魔ま道どう士し、ステインアドラーのアンリだ」

「先生や父さんのことを悪く言うな！」

「わしは事実を述のべたまでよ。……まあ、それでもお前がわしの孫であるという事実は揺ゆるがぬ」

「僕ぼくは……知らない」

　レンは頭を振った。

「あんたなんか知らない！」

「混こん乱らんしておるな。……ふ、当然か」

「僕は……帰る！」

「そうはいかぬ」

　老人は立ち上がろうとしたレンの肩を杖で押さえた。

「お前には、わしのもとでヴァン・デル・ハイト家の後こう継けい者しやとしての帝てい王おう学がくと風ふう格かくを身に着けてもらう」

「勝手なことを！　たとえあんたが祖じ父いさんだとしても！　今日まで放っておいたくせに、急に何だよ！」

「わしにそんな口のきき方をするな！」

　竜牙の杖がビシッとレンの肩を打つ。

「ヴァン・デル・ハイト家は、ヴィントールでも一、二を争う豪ごう商しようの家いえ柄がら！　上流貴族とも懇こん意いにしておる！　何なん人ぴとたりともその当主たるわしに逆さからうことは許ゆるされんのだ！」

「逆らったら、どうするつもりだよ⁉」

「……貴様はベルラプトン公こう爵しやくのもとにやっかいになっておるのだろう？　確たしか、トリシアとかいう小娘も一いつ緒しよに？」

　ヤチェクはニヤリと唇くちびるを歪ゆがませた。

「あんた、何を考えているんだ？」

「さてな。だが、気をつけた方がいい。あの娘が貧ひん民みん街がいで医者の真ま似ね事ごとを始めたことを、面おも白しろく思わぬ者も多いのでな」

「トリシアはちゃんとした医者だ！　真似事じゃない！」

「……医者も死ぬ。違ちがうか？」

「何だって？」

　レンの顔に戸と惑まどいの色が浮うかぶ。

「わしならあの娘を助けることができる、と言ったら、お前はわしのもとを去れるかな？」

　ヤチェクの皺しわだらけの喉のど奥おくから、低い笑い声が漏もれる。

「……話を続けて」

　レンは椅い子すを引き、座すわり直した。




　翌よく日じつ。
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　トリシアは、早朝からコリンの家にゆき、診しん療りようを続けていた。

「骨こつ折せつを放ほうっておいて、斜ななめに骨ほねがくっついちゃったんだわ」

　足を引きずる少年を連れてきた母親に、トリシアは説明した。

「もう一度折って、つけ直しましょう」

「そ、そんなことをして大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　子こ供どもを抱だきしめ、怯おびえた表情になる母親。

「平気よ。痛くしないから」

　トリシアは微笑ほほえみ、魔ま旋せん律りつをかける。

「……どう？」

「ん、……痛くない」

　男の子はうなずく。

「よし、強い子だ」

　トリシアは少年の頭を撫なでて、母親に告げた。

「副そえ木ぎで固定するけど、治ち癒ゆ力りよくを高めたから四、五日で完治するはずよ。それまでは無理をさせないでね」

「はい！　ありがとうございます！」

　母親は頭を下げる。

「じゃあ、レン、この子を……」

　と、昨日の調子で振ふり返るトリシア。

　だが。

「レンはいないわよ」

　そこにいたのは不ふ貞て腐くされた顔のキャットだった。

「ここに存そん在ざいするのは、診療の役に立たない腕わん力りよく女と、せっかくの休きゆう暇かにもかかわらず親友にコキ使われている薄はつ幸こうの美少女だけ」

「悪かったわね、役立たずで！」

　とりあえず、患かん者じやの整せい理りしかやることのないビアトリスが王女をにらむ。

「……あの馬ば鹿か、出てけって言ったの、本気にすることないじゃない」

　トリシアは口を尖とがらせた。

「じゃあ、キャットでもいいわ。この子の足、お願い」

「な～んか引っ掛かかるけど、まあ、いいわ」

　キャスリーンはブツブツ言いながらも男の子の足に副木を当てて、包帯を巻まく。

「はい、次の人」

　トリシアは待っている人たちに声をかけた。

　すると。

「ちょっと、ごめんなさいよ」

　人を搔かき分け、トリシアの前に現われたのは、どう見ても健康そうな太った男。

「あんたが、トリシア先生ですね？」

　男はどっかと椅子に腰こしを下ろした。

「そうだけど……」

「ふむ」

　男はトリシアを品定めするような目で見る。

「……なるほど、このような子供がねえ」

「あなた、患者じゃないわね？」

　トリシアは男をにらんだ。

「無む論ろんです」

　男は胸を張った。

「医者は健康が第一ですからなあ」

「医者？」

「申し遅おくれたようで」

　男は汗あせばんだ手でトリシアの手を握にぎる。

「私は、かの偉い大だいなるマルディウス。まあ、ヴィントールでも一、二を争う名医と言ってもいいでしょう」

「マルディウス、ね」

　トリシアはその名に聞き覚えがあった。

　確たしか、エウラリアが仕えている医者だ。

　だが、自分で、かの偉大なる、などという人間にロクな奴やつはいない。

　トリシアはそう判はん断だんする。

「で、そのマルディウスが何の用？」

　トリシアは男の手を振り解ほどき、スカートで汗を拭ぬぐった。

「お分かりでない？」

　マルディウスは大げさに驚おどろいた顔を作る。

「分かったら、聞かないわよ」

「本日、私がこの不ふ衛えい生せいな豚ぶた小ご屋やに来たのはですねえ」

　マルディウスはトリシアの膝ひざに手を這はわせた。

「……この街の事じ情じようを知らないアムリオンの闇やみ医い者しやに、診しん療りようごっこを止やめてもらうためですよ」

　そう言ったマルディウスの目は笑っていない。

「あなたにそんなことを命じる権けん利りがあるの？」

「命じてはいません。提てい案あんです」

　マルディウスは立ち上がった。

「いいですか、このヴィントールにおいて、医療は高こう貴きな方々のみが受けることのできる恩おん恵けいなのです。それ故ゆえ、費用もそれなりになっております。ところが、あなたの行こう為いは我われ々われの医療を卑いやしめるものなのですよ」

「医療を卑しめる？」

「あなたは本来、医療の恩恵を受けるべきでない人々を治ち療りようしている。それも、考えられぬ程ほどの低てい額がくでね」

「わたしは本来失われなくてもいい命に手を差し伸べただけ。それがいけないこと？」

「下げ賤せんの民たみの命など救わなくとも、すぐに次が生まれます。それがヴィントールという国なのです」

「……それをハルは変えようとしているんだわ」

　トリシアはつぶやく。

「何か？」

「いいえ。とにかく、私はあなたの患者を取ってるわけでもないし、今の診しん療りよう活動を止める気はないから」

「それは残念です」

　マルディウスは肩かたをすくめた。

「この界かい隈わいに住むドブネズミどもにとっても」

「……どういう意味？」

　トリシアはマルディウスの脂あぶらぎった顔を見る。

「そのうち、思い知るでしょうねえ」

　マルディウスはクククと笑い、小屋を出ていった。

「なによ、あいつ！　むかつくったらありゃしない！」

　キャットはドンと床ゆかを踏ふみ鳴らす。

「ここがアムリオンなら、私がこの手で牢ろうにぶち込んでやるところよ！」

「まあ、警けい告こくするだけマシじゃない？」

　ビアトリスがトリシアの顔を見て、腰こしの剣けんの柄つかに手を置いた。

「今夜はここに泊とまった方がいいね」

「わたしひとりで何とかするわよ」

　トリシアは頭を振る。

「そうはいかないって」

　ビアトリスは声をひそめ、視し線せんで患者たちやコリンたちを示しめす。

「失敗しくじった時に迷めい惑わくがかかるのは、この人たちなんだよ」

「……うん、そうだね。わかった」

　トリシアは渋しぶ々しぶ同意した。

　そして……。




　真夜中をだいぶ過すぎた頃ころ。

　コリンの小屋を多くの人ひと影かげが遠巻きにしていた。

　月は厚あつい雲に覆おおわれ、闇が周囲を包み込んでいる。

　低い囁ささやき声。

　黒い外がい套とうに身を包んだ男たちは小屋に静かに近づきながら、手にした松明たいまつに火を点ともす。

「かかれっ！」

　頭目らしき男の掛かけ声とともに、小屋に向かって松明が投げられる。

　だが。

　ブワッ！

　小屋に達する寸すん前ぜん、松明は一いち陣じんの突とつ風ぷうに吹ふき消されて地面に落ちた。

「芸がないわね」

　バンと小屋の扉とびらが開き、出てきたのはトリシアである。

「あんたたち、マルディウスに雇やとわれたんでしょ？」

「何のことか分からんな」

　頭目が外套を脱ぬいだ。

「俺たちはこの薄うす汚ぎたない裏うら町まちの掃そう除じにきただけだ。ここに住むゴミどもを消しゃあ、王おう都ともだいぶ風通しが良くなるだろうよ」

「……今言ったこと、絶ぜつ対たいに後こう悔かいさせてあげる」

　トリシアの手のひらから、稲いな妻ずまが迸ほとばしる。

「ほう、医者が暴ぼう力りよくを振るうってか？」

　男たちはトリシアを取り囲んだ。

「魔ま道どう士しといってもたったひとり。ここにいる全員を一度に倒たおせはしない！」

　頭目は命じる。

「まあ、殺すまでもねえ！　適てき当とうにいたぶってやれや！」

「おうっ！」

　お世せ辞じにも人相がいいとは言えない男たちは各おの々おの、剣や戦せん斧ぷを構かまえた。

　相手が少女だと見くびってか、その顔には嫌いやらしい下げ卑びた笑いが浮かんでいる。

「そら、お嬢じようちゃん、いくぜ！」

　顔に傷きずのある男が真っ先に進み出て、トリシアの上着に手をかけようとする。

　が、次の瞬間。

　傷の男とトリシアの間に、さっと黒い影が躍おどり出た。

　グワシャッ！

「ぶへっ！」

　アゴの骨ほねが砕くだける鈍にぶい音。

　傷の男は、泡あわを吹ふいて仰あお向むけに倒れた。

「……残念だけど、ひとりじゃないんだな」

　立ちはだかった黒い影は、赤い髪かみを搔かき上げる。

　傷の男のアゴに打ち込まれたのは、鞘さやに収おさめられたままのビアトリスの剣だったのだ。

「た、たかが闘とう騎き士しひとり増ふえただけで！」

　頭目は後あと退ずさり、部下をけしかけた。

「てめえら、早いとこやっちまえ！」

「お、おう！」

　男たちは武ぶ器きを握にぎり直す。

　だが。

「二人でもないわよ！」

　物もの陰かげから現われたブランシュの放はなった短剣が、動きだそうとした男たちの足を地面に縫ぬいつける。

「トリシアに喧けん嘩かを売ったってことは、『黄おう金ごんの鹿しか』に喧嘩を売ったってことと同じなんだからね！」

「……怪け我がをしたくなかったら帰った方がいいわ。手て加か減げんが下へ手たなの、私って」

　金きん髪ぱつを風になびかせたユマは小屋の屋根から飛び下りて、澄すみ切った瞳ひとみで男たちを見渡した。

「一、二、三……」

　ビアトリスは数える。

「見たとこ、あんたたちは二十人ちょいで、こっちはトリシアを入れて四人。随ずい分ぶんと不利じゃないの……そっちが」

「な、舐なめるな！」

　激げつ昂こうした男たちは一いつ斉せいに襲おそいかかった。

「遅おそいのよ、動きが！」

　ブランシュは華か麗れいな動きで剣をかわしながら、手て刀がたなで確かく実じつにひとりひとりを戦せん闘とう不ふ能のうにしてゆく。

「そっちは大だい丈じよう夫ぶ、手を貸かそうか？」

　ブランシュはユマに声をかける。

「試合前の肩ならしにもならないわ」

　金髪を風になびかせるユマは、舞まうようにして男たちの間を駆かけ抜ぬけた。

　男たちは自分が何をされたのか気づかぬうちに、意い識しきを失って地面に崩くずれ落ちてゆく。

「ごめんあそばせ」

　倒れた男たちを振り返り、ユマはスカートの端はしをつまんで微び笑しようとともに一礼した。

「残りはこっち！」

　ビアトリスはニッと笑って正面の男たちを挑ちよう発はつする。

「囲め！」

　頭目が命じ、数人がビアトリスの左右と背はい後ごに回った。

「同時にかかりゃあ、避よけられやしねえ！」

「……そうかしら？」

　首を傾かしげるビアトリス。

「だ、黙だまれえ！」

　男たちは八方から剣を突き出した。

　が、次の瞬しゆん間かん。

　ビアトリスの姿は男たちの目の前から消えていた。

「う、上だ！」

　夜空を見上げて叫さけぶ頭目。

「だから、遅いって！」

　赤毛の少女は空高く跳ちよう躍やくすると、その頂ちよう点てんで身体からだをひねった。

　回転がかかり、錐きり揉もみ状じよう態たいで落下するビアトリスの爪つま先さきが頭目の顔にめり込む。

「ぐはっ！」

　ビアトリスは頭目の顔を足場にしてそのままもう一度舞い上がると、足を抱だき抱かかえて回転し、今度は頭を下にして剣を構かまえた。

　雲が切れて、その隙すき間まから差し込む月光に美しいシルエットが浮き上がる。

　さっきまで自分を囲んでいた連中に、上空から鷹たかのように襲いかかるビアトリス。

　戦士にしては華きや奢しやで、それほど筋きん力りよくがあるように見えないが、その繰くり出す剣は想そう像ぞうを絶する素す早ばやさだった。

　鞘さやに収おさまったままの剣が弧こを描えがき、八人を吹ふき飛ばす。

　白目を剝むいた八人がドウッと倒れるのと、ビアトリスがフワリと着地するのはほぼ同時だった。

「……わたしの出番、ないじゃない」

　魔法を繰くり出す暇ひまのなかったトリシアは、不完全燃ねん焼しよう気味である。

　倒れた連中を見渡して口を尖とがらせる。

　だが。

「気を抜くのはまだ早いかもよ」

　赤毛の闘とう騎き士しはすっとトリシアの前に出た。

「えっ？」

　トリシアはビアトリスの視し線せんを追って正面の暗がりに目を遣やる。

「出てきなよ」

　ビアトリスは剣を鞘から抜いて声をかけた。

「その殺気、隠かくせないよ。ここ何日か、あたしたちをつけてたでしょ？」

「俺おれは貴き様さまには興きよう味みがない。用があるのは、アンリの弟で子しだけだ」

　暗くら闇やみから、緑りよく灰かい色しよくの外がい套とうをまとった長身の男がゆっくりと姿すがたを現わした。

　暗い銀色の髪かみに、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　端たん整せいといってもいい顔立ちである。

　徒手であるが、その動きには隙がない。

「あなたは？」

　トリシアは尋たずねる。

「我わが名はレニディス」

　男は無む造ぞう作さに右手を前に伸のばした。

「その腕うでがどれほどのものか見せてもらおう、アンリの弟子よ」

「危あぶない！」

　ビアトリスが反はん応のうし、トリシアを抱き抱えて真横に跳とんだ。

　一いつ瞬しゆん後、レニディスの手先から迸ほとばしった深しん紅くの稲いな妻ずまが、トリシアがさっきまで立っていた地面をえぐった。

「こいつ！」

　ブランシュが背後からレニディスに飛びかかる。

　しかし。

「無む駄だだ」

　ブランシュの身体からだは大きく弾はじかれ、助けようとしたユマとともに小屋の壁かべに叩たたきつけられた。

「……闘騎士ごときが、俺に触ふれられると思うな」

　レニディスは目を細める。

「俺を止められるのは魔法だけだ。さあ、アンリの弟子よ。お前の魔法を見せてくれ」

「さっきからアンリの弟子、アンリの弟子って！　わたしには、トリシアっていう名前があるんだからね！」

　ビアトリスの腕うでを振りほどいたトリシアは〝呪じゆ波は〟を練り、魔ま旋せん律りつを唱える。

　だが、トリシアの放った紫むらさきの電でん撃げきは、レニディスの腕の一振りで空中でかき消された。

「……まさか、これが貴き様さまの最強の攻こう撃げき魔法という訳わけではないだろうな？」

　レニディスは露ろ骨こつなほどがっかりとした表ひよう情じようを見せる。
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「わ、悪かったわね！　アンリ先生が教えてくれたのは、人を傷きずつける魔法じゃない！　人を助けるための魔法なのよ！」

「くだらん」

　バッ！

　レニディスの周辺の空間が歪ゆがみ、トリシアたちを吹き飛ばした。

「魔法は自分以外の存そん在ざいを屈くつ伏ぷくさせ、支し配はいするための道具だ。その点において、剣や他の武ぶ器きと変わらぬ」

「そんな考え、認みとめない！」

　トリシアは起き上がってレニディスをにらむ。

「……では」

　レニディスは見えない力でトリシアの喉のどを締しめ上げた。

「貴様の師、アンリの手が血で汚よごれていないとでも言うのか？　あの魔道士が人を殺したことのない、罪つみなき存在とでも？」

「その子を放はなせ！」

　ビアトリスが跳ちよう躍やくし、レニディスの肩口めがけて剣を振り下ろした。

「無駄だと言ったはずだ」

　レニディスはトリシアを解かい放ほうすると同時に、別の〝呪じゆ波は〟を練る。

　ガキッ！

「何っ！」

　目を見み張はるビアトリス。

　魔道士の右手の中に光の剣が生まれ、赤毛の闘とう騎き士しの剣を受け止めていた。

「少しだけ、遊んでやろう」

　レニディスは薄うす笑わらいを浮うかべ、剣けん撃げきを繰くり出した。

　切っ先が空気を切り裂さく速度は百戦錬れん磨まのビアトリスよりも早く、一撃の重さもはるかに優まさっている。

　常じよう人じんのものとは思えぬ太た刀ちさばきである。

「くっ！」

　ビアトリスは次し第だいに押おされ、後あと退ずさってゆく。

「あいつ、〝呪波〟で身体の反はん応のう速度を上げてる！」

　トリシアは気がつき、防ぼう御ぎよ魔法をビアトリスにかける。

　チュイーン！

　間か一いつ髪ぱつ。

　ビアトリスを包んだ緑色の光が、魔道士の剣が頭に食い込むのを防ふせいだ。

　だが、魔法の剣はゆっくりと光を切り裂いてゆく。

　ビアトリスは横よこ薙なぎに剣を振るったが、レニディスはそれを左手で受け止め、軽くビアトリスの手からもぎ取って投げ捨すてる。

「俺の〝呪波〟は絶対だ」

「トリシア、逃にげて！」

　ビアトリスが叫さけび、膝ひざをついたその時。

「何をしている！」

　矛ぼう槍そうや剣で武ぶ装そうした男たちが、大挙して路地に傾なだれ込こんできた。

　灰はい色いろの制せい服ふくで分かる。

　夜の王都の治安を守る夜や警けいたちだ。

「怪あやしい集しゆう団だんめ！　詰つめ所まで来てもらおうか！」

　髭ひげをたくわえた夜警の隊長が怒ど鳴なる。

「……といっても、ほとんどが伸のびてますが？」

　ランプの明かりで照らされた周囲を見み渡わたして、副官がささやく。

「……ちっ。見られるのは拙まずいか」

　レニディスは剣を引いた。

「トリシア、次に会う時までにもう少しまともな魔ま法ほうを身につけておけ！　アンリの名に泥どろを塗ぬらないようにな！」

　魔道士は哄こう笑しようすると、闇やみに溶とけ込こむように消えていく。

　トリシアはビアトリスのところに駆け寄って、抱き起こした。

「大だい丈じよう夫ぶ⁉」

「もちろん。……って言いたいとこだけど、寿じゆ命みようが三十六年ほど縮ちぢんだかもね」

　ビアトリスは強こわばった顔で微笑ほほえんでみせる。

「けど、誰だれが夜警を呼よんでくれたんだろ？　助かったわ」

　と、そこに。

「パット！　パット！」

　夜警たちを搔かき分けてやってきたのは、レンだった。

「無事かい？」

　レンは不安を隠かくせない顔で声をかける。

「わ、わたしはね」

　ビアトリスに脇わきを突つかれ、トリシアはちょっと顔を赤らめた。

「あなたが夜警を呼んでくれたの？」

「うん」

　うなずくレン。

「ヴァン・デル・ハイトの名前を出したら、すぐに動いてくれたよ」

「ヴァン・デル・ハイト？」

　トリシアは眉まゆをひそめる。

「話せば長くなるけど……」

　と、レンが説明しかけた時。

「ねえ、そっちは怪け我がはないかしら？」

　ブランシュを支ささえたユマがやってきた。

「ユ、ユマお姉～さま！」

　レンがトリシアの脇を擦すり抜ぬけてユマの手を握にぎる。

「まさか、お姉さまの真しん珠じゆのような肌はだに傷きずが？」

「わたしは平気。だけど、ブランシュは肋ろつ骨こつを折ったみたい」

「格かつ好こう悪ぅ～」

　ブランシュは舌したを出した。

「良かった～、ユマお姉さまに怪我はないんですね？」

　レンは胸を撫なで下ろし、ユマの腰こしにしがみつく。

「……ちょっと、随ずい分ぶんと態たい度どが違ちがうじゃない？」

　ブランシュは少年をにらむ。

　そして。

　チョンチョン。

　レンの肩かたを誰かの指が叩たたいた。

「ん？」

　振ふり返るレン。

「アムリオンまで、飛んでいけえええええええっ！」

　ドッガーン！

　トリシアの魔法がレンを吹ふき飛ばした。

「……これをさっき使ってれば、勝てたんじゃない？」

　ビアトリスが飛んでゆくレンを見送ってつぶやく。

「あの馬ば鹿か！　やっと戻もどってきたと思ったら、何よ、何よ、何よ、何よっ！」

　肩で息をするトリシア。

「もう金こん輪りん際ざい、あいつの顔なんか見たくないんだから！」

　と、そこに。

「事じ情じようは小屋の住人から聞きましたぞ」

　小屋を襲った男たちを縛しばり上げた夜警の隊長がやってきて、トリシアに告げた。

　どうやら、コリンがすべて説明したらしい。

「この連中は、うちの詰つめ所で引き取りましょうか？　それとも、ベルラプトン公のところへ？」

　ビアトリスをハルのところの闘とう騎き士しと知ってか、隊長は奴ど隷れいに対するものとは思えない敬けい意いを示しめす。

「どうせ吐はきはしないよ。大金貰もらってるんだろうし」

　肩をすくめるビアトリス。

「置いていってくれていいわ。手当てをするから」

　トリシアは隊長に向かって答える。

「……手当て、ですか？」

　隊長は首を傾かしげた。

「この犯はん罪ざい者しやどもに？」

「怪我してるもの」

　トリシアは頭目から、手当てにかかる。

「お前、馬鹿じゃねえのか？　自分を襲おうとした人間に？」

　奇き妙みような表ひよう情じようになる頭目。

「しっかりと治ち療りよう費ひは貰うわよ。自じ業ごう自じ得とくですからね」

　トリシアは骨折した鼻骨の部分に、少しキツめの〝呪じゆ波は〟をかける。

「イタタタタタ！」

　頭目は柄がらにもなく、悲鳴を上げた。

「ごめんなさい！　もうしませんから～！」

「そっ？　これに懲こりたら、まっとうな仕事に就つくことね。……今の治ち療りよう、金きん貨かで十五枚まい頂いただくわ」

　トリシアは骨ほねがしっかりとくっついたことを確かく認にんすると、手を差し出す。

「懐ふところに大金が入っているんでしょ？」

「ひでえ暴ぼう利りだ」

　涙なみだ目めで訴うつたえる頭目。

「どうせ博ばく打ちで消えるお金じゃない。それが貧まずしい人の薬代になるんだから、きっとあなたも今夜はいい夢ゆめが見られるわよ」

　トリシアは財さい布ふをひったくり、金貨を取った。

「あと二、三回は診みせにいらっしゃい。経けい過かを確認するから。……はい、お次」

　と、頭目の背中をポンと押して、次の怪我人の手当てに移うつろうとした時。

「……あ、あの？」

　息を切らせた声が背はい後ごでした。

「あなた？」

　トリシアは振り返って眉まゆをひそめる。

　そこに来ていたのは、薄うす手でのブラウスの肩にショールを巻まいたエウラリアだった。

　走ってきたのだろう。

　呼こ吸きゆうが乱みだれている上に、もとから良くない顔色がさらに蒼あおい。

「……あの、私、マルディウス先生がこの人たちと何かを話しているのを聞いて」

「へえ～、それじゃあんたはこいつらの仲間じゃない、何も知らなかったって言いに来た訳わけ？」

　ブランシュが冷たい目を向ける。

「………」

　エウラリアはうつむくしかない。

　だが。

「丁ちよう度どいいわ」

　トリシアはエウラリアに明るく声をかける。

「馬ば鹿かな怪我人が多くて困こまってるの、手当てを手伝って」

「ト、トリシアさん？」

　エウラリアは顔を上げた。

「いいんですか？」

「いいも何も、あなた、前も手伝ってくれたじゃない？　それから、治療費はたっぷりふんだくってやってね」

「はい！」

　エウラリアはトリシアと並ならんで手当てを始める。

「やれやれ」

　ビアトリスはその様子を見て頭を搔かく。

「まっ、こういうところが、この子のいいとこなんだけど」

「もう少し、レンくんのこと、分かってあげてもねえ」

　ユマがひとつ、物もの憂うげなため息をついた。
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　トリシアがベルラプトンの屋や敷しきに戻もどった時には、もうとっくに夜は明けていた。

　レンは一いつ緒しよに帰ることはなかった。

　結局、あれから一言も口をきいていない。

　ユマの話では、ヴァン・デル・ハイトという豪ごう商しようの家にいるらしい。

「もう、あんなヤツのことなんか……知るもんか！」

　トリシアは寝しん室しつに戻ると、寝ね息いきを立てているカナルの隣となりのベッドに突つっ伏ぷした。

「……アンリ先生」

　トリシアは目を閉とじかけたところで、レニディスのことを思い出す。

「先生、知ってるのかな、あいつのこと？」

　直ちよく接せつ尋たずねる方法が、ないではない。

　トリシアはアムリオンを離はなれる時、アンリから水すい晶しよう球きゆうを貰っていた。

　それを使えば、〝星ほし見みの塔とう〟のアンリと連れん絡らくを取ることは可か能のうである。

　ただ、水晶球を使えるのは三回だけなのだ。

（でも、まだ朝早いし……もう少し、自分で調べてからでも遅おそくないよね）

　トリシアは考え直すと、毛もう布ふを顔まで引き上げた。

（……キャットの言う通りだわ。休きゆう暇かでヴィントールに来たはずなのに、何やってるんだろ、わたし？）

　目を閉じてから、静かな寝息が聞こえ始めるまで、ほんの少しの時間しかかからなかった。













　カルテ６　人魚、飛び入り、闘とう技ぎ場じよう！







「あ～、まだ眠ねむ～」

　トリシアが目を擦こすりながら寝しん室しつから下りていくと、居い間まには書類をにらみながらお茶を飲んでいるハルがいた。

「こんなところで仕事？」

　トリシアが尋たずねると、ハルは不ふ機き嫌げんそうな顔を上げる。

「執しつ務む室しつを取られた」

「取られた？　誰だれに？」

「あの不思議女にだ」

「ディフォーベに？」

　トリシアはテーブルの上のパンをつかむと、ハルの執務室に向かった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……こりゃ確たしかに仕事にならないわ」

　部屋を見み渡わたしたトリシアは額ひたいに手を当てた。

　窓まど側がわ以外の三方の壁かべを占める本ほん棚だな。

　そこに収おさめられているハルの蔵ぞう書しよ、数千冊さつのうち半分が引き出され、床ゆかに積まれ、並ならべられている。

　そして、その本の山の中心で……。

「……いた」

　ディフォーベはペタリと絨じゆう毯たんの上に座すわり、埋うもれるようにして本を読み耽ふけっていた。

「ねえ」

　トリシアは本を搔かき分けて移い動どうし、読書中のディフォーベのところに何とかたどり着く。

「ねえ！」

　耳元で声をかけられても、ディフォーベは気がつかない。

「ディ～フォ～ベ～！」

「……ん？」

　ディフォーベは前に回り込まれて初めて顔を上げた。

「あら、お早はよう」

「お早ようじゃないわ。もう午後よ」

　トリシアは自分がさっき起きたばかりだということを棚に上げる。

「一体何してんの？」

「読書」

「それは分かるけど。……こんなに広げて」

　トリシアは周囲を見る。

「これ、全部いっぺんに読んでるの？」

「いろいろと検けん索さくするから」

　今まで、どこかほんわかした雰ふん囲い気きをたたえていたディフォーベの目が、興こう奮ふんに輝かがやいている。

「私の時代には、戯ぎ曲きよくと言えばラグノオだったけれど、あの頃ころは無名だったイシードロの方が現げん在ざいでは評ひよう価かが高いのね。それに、こっちのヒュオンの北方山脈探たん険けん記きやルシアスの『月げつ蝕しよく紀き』も、同じ時代を生きた人間としては興きよう味み深いわね。あと……」

「わ、わたし、歴史はちょっと……」

　ちょっと顔を引きつらせるトリシア。

　アンリのところで学んでいた頃、魔ま法ほうを除のぞく一いつ般ぱん教科の成せい績せきは、お世せ辞じにも人ひと並なみとは言えないものだったのだ。

「一体いつからここで本読んでるの？」

「う～ん」

　ディフォーベは頰ほおに指を当てながら考える。

「……そうね、たぶん昨日の午前中」

　丸一日以上、ここにこもっていた計算である。

「まさか⁉　いくらなんでも、食事くらいとったんでしょうね⁉」

　トリシアが詰つめ寄ると、ディフォーベは舌したをペロリと出した。

「……忘わすれちゃった」

「忘れちゃった、じゃないでしょ！」

　トリシアはディフォーベの手を取って引き起こす。

「行くわよ！」

「どこへ？」

「食事！　それから散歩！　このままこんなとこにいたら、全身にカビが生えてくるからね！」

「え～、まだ読んでいない本がたくさん……」

　扉とびらに向かって引っ張ぱられながら、ディフォーベは人差し指を唇くちびるに当てて淋さびしそうに本の方を振り返る。

「まったく！　大人なんだから、自分の健康管理ぐらいちゃんとしてよね！　こんな変な人だとは思ってもみなかったわ！」

　憤ふん慨がいするトリシア。

「よく言われてた、昔もね」

　ディフォーベは微笑ほほえんだ。
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「……暑い」

　軽い食事を終えた後、トリシアに強ごう引いんに王おう都とまで連れてこられたディフォーベは、ギラギラと照りつける太陽を恨うらめしげに見上げた。

「いつの間にか、夏が来ていたのね」

　闘とう技ぎ場じよう前の広場には、果くだ物ものや飲み物を売る露ろ店てんがいくつも並んでいるが、客は疎まばらである。

　猛もう暑しよに慣なれっこになっている王都の人々は、午後のこの時間帯には日ひ陰かげの酒場などに逃にげ込んでいるのだ。

　炎えん天てん下かを歩いているのは、ほとんどが外国の人間と言っていい。

「あのねえ」

　露店で西すい瓜かを買ったトリシアは振り返り、呆あきれ果てたように頭を振る。

「あなたが目を覚ましてから、ず～っと夏だったんだけど？」

「なるほど」

　ディフォーベは納なつ得とくしたようにポンと手を打つ。

「ところでさ、トリシア」

　二人と並んで歩いているビアトリスが両りよう腕うでを頭の後ろで組んだ。

「今日は診しん療りように行かないの？」

「もうこれ以上、コリンの家に迷めい惑わくはかけられないでしょ？　昨日の夜みたいなこと、あれで最後とは思えないし」

「じゃあ、もう診療はおしまい？」

「まさか？」

　トリシアは西瓜に嚙かみつきながら肩をすくめる。

「ちょっと考えてることがあるの。キャットが手を回してくれてるはずよ」

「そうか、それであの子、今日はついてこなかったんだ。……それ甘あまい？」

　と、ビアトリスが一口西瓜を味見させてもらおうとしたその時。

「ねえ、お姉ちゃん……」

　トリシアの足にまとわりついていたカナルが、スカートの端はしを引っ張った。

「あれ、馬ば鹿かレンじゃない？」

　カナルが指さしたのは、闘技場の入場口前に停とまった豪ごう華かな馬車。

　ちょうど、その馬車からは、杖つえをついた老人と少年が出てくるところだった。

「………」

　トリシアは一いつ瞬しゆん、見み間ま違ちがいかと思った。

　老人とともに闘技場に入ってゆくその少年の服ふく装そうは、まるで貴き族ぞくのように立りつ派ぱなものだったからだ。

「な、なんであいつが⁉」

「試合を見にきたのかな？　今日は闘とう騎き士しの試合はないはずだけど？」

　ビアトリスは掲けい示じ板ばんの前まで行って、試合の日につ程ていを確かく認にんする。

「……へえ、珍めずらしい。マルティコラスと人魚の試合だって」

「レンに声をかけないの？」

　カナルが尋ねた。

「ど、どうしてこっちから⁉」

　トリシアは頰ほおを膨ふくらませる。

「本来なら、あっちが気がついてわたしに声をかけるべきでしょ⁉」

「でもお姉ちゃん……」

「知らないわよ、あんなヤツ！」

　そんなことを言っている間に、レンの姿すがたは闘技場の中に消えた。

「面おも白しろいじゃない？」

　ビアトリスはニヤリと笑った。

「つけてみようよ、あいつを」




　その頃。

「せめて、片かた付づけてから出かけて欲ほしかったな……」

　本が散さん乱らんする執しつ務む室しつに立ったハルは、ため息を漏もらしていた。




「こんなとこに連れてきて、何のつもりだよ？」

　周囲の貴族に紹しよう介かいされた後、闘技場の貴き賓ひん席しつに座ったレンはヤチェク老人をにらんだ。

「貴き様さまにはいろいろと理り解かいしてもらわねばならんことがある。そのひとつが、世間というものよ」

　老人は杖の先をヒョイと上げた。

「見よ、ここは世間を学ぶには格かつ好こうの教室だ。まず、こちら側にいるのはヴィントール王国を富とませ、支し配はいし、導みちびき、統とう率そつする存そん在ざい。王族、貴族や豪ごう商しようといった者たちだ」

　杖がグルリと回り、観客席の反対側を指し示しめす。

「あのあたりに陣じん取どるのは、ひたすら働き、消費し、時おり一時の快かい楽らくに身を任まかせる群ぐん衆しゆうども。潜せん在ざい的てきな力はあるが、我われ々われの導きなくしては滅ほろぶ愚おろか者の集しゆう団だん、いわゆる市民だ。そして……」

　杖の先は今度は下に向けられる。

「あそこで戦い、死んでゆくのが奴ど隷れいを含ふくめた家か畜ちくや野や獣じゆうども。みかけは我々と変わらぬ者もいるが、我々の道具としてのみ生きることを許ゆるされた、下等な生き物だ」

「下等だって！」

「黙だまれ！　話はまだ終わっておらん！」

　立ち上がろうとしたレンの膝ひざを、老人はピシャリと杖で打った。

「貴様はヴァン・デル・ハイトの血をひく者、支配する者なのだ！　アムリオンの田舎いなかで何を学んできたかは知らぬが、下か層そう階級の者に対する同情や哀あわれみは一いつ切さい捨すてよ！」

「嫌いやだといったら？」

「前にも言ったはずだ。貴様に選せん択たくの余よ地ちはない」

　ヤチェクは目を細める。

「お前の幼おさななじみとやらに、無事にこの国を出て欲しいのならばな」

「脅おどしかい、身内に？」

　レンは老人をにらむ。

「交こう渉しようと呼よべ。まあ、こういう商売だ。いろいろと裏うらの世せ界かいにも伝つ手てはある。気に入らぬ人間の命を奪うばうことなどたやすいことだ」

　老人は涼すずしい顔で言った。

「さて、楽しもうではないか？　せっかくの見せ物なのだからな」




「ね～、ど～してレンの席とこんなに離はなれてるの～？」

　木もく製せいの椅い子すにちょこんと座ったカナルは、膨ふくれっ面つらで隣となりのビアトリスを見上げた。

　メレ・ルージュの試合の時には騎き馬ばが縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回るだけのことはあって、闘技場はかなり広い。

　レンはちょうどトリシアたちとは真向かいの位置の席についているので、辛かろうじて表ひよう情じようが読み取れる程てい度どの大きさにしか見えない。

「しょうがないでしょ？　あっちは貴賓席で、こっちは一いつ般ぱん席なんだから」

　トリシアたちが入った頃には、観客席のこちら側はほとんど埋まっていた。

　満席とはいかないまでも、六、七千人は入っているだろう。

　午後の一番暑い時間でも、観客席には帆ほ布ぬのの屋根がついているので、日ひ陰かげになっていて結けつ構こう涼しい。

　さらに、今回は人魚とマルティコラスの対戦とあって、普ふ段だんは土を敷しいてある闘技場には人間の腰ぐらいの深さの水が張はられているのだ。

「……貴賓席って、いくらするの？」

　トリシアが尋ねる。

「金貨百枚まいか、そこらへん。けど、身分が高くないと、いくらお金を払はらっても入れてくれないよ」

　と、ビアトリス。

「本来なら、あたしは奴隷だからこっちにも座れないんだけど、闘とう騎き士しは対戦相手の研究という名目で特別扱あつかいなんだよ」

　トリシアたちの席は前から三列目。

　一般席としては、かなりいい位置だ。

「……レン、あまり楽しそうじゃないわ」

　貴賓席の方を見つめながら、ディフォーベはつぶやく。

「ど～でもいいわよ！　あんな馬ば鹿か！」

　トリシアはフンと顔を背そむける。

　やがて……。

　対戦者の登場を告げる喇叭らつぱが鳴り響ひびいた。

　立ち上がって腕を振り上げる観客と、歓かん声せいに震ふるえる闘技場。

　最初に入場したのは、前にトリシアと話したことがあるマルティコラスである。

　マルティコラスの入った鋼こう鉄てつの檻おりは、十二人の係員によって慎しん重ちように運び込まれ、闘技場のほぼ中央に置かれる。

　さらにもう一度、喇叭が吹かれ、今度は木もく製せいの水すい槽そうが運ばれてきた。

「……えっ？」

　トリシアたちも含ふくめて、観客は一瞬静まり返った。

　水槽から上半身をのぞかせていたのが、トリシアとほぼ同じくらいの歳としの、それも飛び切りの美少女だったからだ。

　エメラルド色の髪かみに、ピンクの唇くちびると艶つややかな肌はだ。

　登場口から近いトリシアの位置からは、海よりも碧あおい瞳ひとみも見て取ることができた。

「……人魚。文ぶん献けんでは海かい魔まの一種と分類していたけれど、どうやら違うみたい」

　ディフォーベが眉まゆをひそめる。

「どう違うの？」

　トリシアは振り返った。

「海魔というのは海に棲すむ異い形ぎようの生物の総そう称しようだと思われているけど、実は違うの。神話によると、海魔は創そう造ぞう神しんエルがすべての生き物を創つくりだす前に世界に存そん在ざいしていたもの」

　ディフォーベはすでに暗記してしまった文献からの知ち識しきを掘ほり起こす。

「その姿は多種多様で、何万、何億おくという海魔のすべてがひとつの集合意い識しきでつながっているとされているわ。けれど、あの子の目は好こう奇き心しんでいっぱい。自分の意い志し、自じ我ががある証しよう拠こよね」

「……ほんと」

　トリシアはうなずいた。

　人魚はキョロキョロと、もの珍しそうに大きな瞳で周囲を見み渡わたしている。

「なんか、可愛かわいい」

「どちらかというと、人間よりもアールヴに近い生物のようね」

　ディフォーベが説明すると、ビアトリスが首を傾かしげる。

「アールヴ？　こっちでいうところのエルフでしょ？　ということは、やっぱり、魔法使えるのかな？」

「使えるくらいなら、人間に捕つかまらないとは思うけど……」

　水槽が傾かたむけられ、人魚は闘技場の水の中に投げ出された。

　一いつ瞬しゆん、ルビーのように輝く鱗うろこに覆おおわれた下半身があらわになる。

「うわ～！　あんなの絵本の中でしか見たことないよ～！」

　興こう奮ふんするカナル。

「でも、あんな身体からだじゃマルティコラスに敵かなうはずないよね？」

　と、トリシア。

「始まってすぐに降こう参さんじゃないの？」

「……降参はないよ」

　ビアトリスは目を伏ふせた。

「この試合、敗はい者しやは生きて闘技場を出られないんだ」

「……それって、どっちかが死ぬまで闘たたかうってこと？」

　トリシアには信じられなかった。

　アムリオンにはこうした見せ物は存在しない。

　どちらかが降こう伏ふくすれば、それで勝負が着くものと思っていたのだ。

「どう見ても人魚の方がやられるに決まってるのに！　それじゃ虐ぎやく殺さつだよ！」

　マルティコラスの檻のかんぬきが引かれ、戸が開くと同時に係員が逃にげ出した。

　雷らい鳴めいのような咆ほう哮こうを上げながら、マルティコラスは足を踏ふみだす。

　その黄金の瞳どう孔こうが獲え物ものである人魚を捉とらえ、すっと細くなる。

「……みんな、それを見たがってるのよ。美しい生き物が、血に染そまって死んでゆくのをね」

　自分自身がそうした見せ物の対象であることを知るビアトリスは唇を嚙かんだ。

「そんなの、そんなのってひどい！」

　近づいてくるマルティコラスを、無む邪じや気きな顔で見つめている人魚。

「止めなきゃ！」

　トリシアは立ち上がった。

「だ、駄だ目めだよ！」

　ビアトリスは慌あわててトリシアの腕うでをつかむ。

「闘とう技ぎの邪じや魔まなんかしたら捕つかまるって！　ていうか、それ以前に怒いかり狂くるった観客に殺されるよ！」

「……でも、やる！」

　トリシアはビアトリスの腕を振り払い、水が張られた闘技場に飛び下りた。

（そこの人魚さん！　逃げて！　……わっ、冷た！）

　水みず飛沫しぶきを上げて、腰こしの上まで水に浸つかるトリシア。

　走ろうとするが、水の抵てい抗こうでなかなか人魚に近づけない。

　もっとしっかりビアトリスに水泳を習っておくんだったと、今さらながらに反省する。

（えっ、えっ？　誰だれか、私の言葉、分かんの？）

　トリシアの思念に、人魚は尾おビレで水面を打って振ふり返った。

　優ゆう雅がで幻げん想そう的てきな見た目からすると、ずいぶんとくだけた口調だ。

（こっちよ！　こっちだってば！）

　トリシアはマルティコラスから彼女を引き離はなそうと必死になって呼ぶ。

（よかった～、陸上に来てみたのはいいんだけど、話が通じなくて困こまってたんだ～）

　吞のん気きな笑え顔がおを見せる人魚。

　マルティコラスは足元の水に煩わずらわしさを覚えるのか、不ふ愉ゆ快かいそうな顔で蠍さそりの尾の先せん端たんを頭上にまで持ち上げる。

（ね、ね、ね、あなたなんていう名前？　あたし、アーリン）

　人魚はマルティコラスに背を向けたまま一礼した。

　巨きよ体たいの怪かい物ぶつは牙きばを剝むき、蠍の尾を人魚に向けて叩たたき下ろす。

（んなことどうでもいいから！　こっちに来て！　急いで！）

　水を必死で搔かき分けて進むトリシアは、苛いら立だたしげに意い思しをぶつけた。

（あ～ん、そんなに大声出さなくても分かるったら）

　アーリンはちょっと口を尖とがらせて、スイスイと泳ぎだす。

　その一瞬後、水柱が上がり、今までアーリンがいた場所にマルティコラスの刺とげが突つき刺ささった。

　尾の刺が持つ強力な神しん経けい毒どくは、ごく少量が身体からだに入っただけで心しん臓ぞうの働きを止める。

　その先端がかすっただけでも死に至いたるのだ。

（何～？）

　向きを変えて背はい後ごを見るアーリン。
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（えっと～、あなたは？）

　この時初めて、人魚はマルティコラスが迫せまってきていることに気がつく。

　バシャッ！

（死ネ！）

　マルティコラスは鋭するどい爪つめのついた前まえ脚あしを振り上げた。

（危あぶない！）

　トリシアは、アーリンとマルティコラスの間に半ば転ぶようにして滑すべり込こみつつ、何とか〝呪じゆ波は〟の障しよう壁へきを張はった。

　ギュイン！

　緑の障壁の波動が爪を跳はね返す。

（ドケ、小コ娘ムスメ！　ソレハ我ワレノ獲エ物モノダ！）

　マルティコラスは吠ほえる。

「冗じよう談だんじゃないわ！　あなた、大きな体たい格かくしてこんな小さな子の相手をするの、恥はずかしくないの⁉」

　全身ずぶ濡ぬれになったトリシアは怒ど鳴なる。

（我ハ狩カル者、屠ホフル者ダ。ドンナ獲物デアロウト手ハ抜ヌカヌ）

（……ね、ね、ね）

　アーリンが、水面に浮うき上がっているトリシアのスカートの裾すそを引っ張った。

（彼、機き嫌げんが悪いの？）

（機嫌がどうこういう問題じゃなくて、あなたを殺そうとしているのよ！）

　トリシアは意思を人魚に向ける。

（どして？）

　アーリンは目を丸くする。

（今、それを説明してる時間があると思う？）

（う～ん……、ないわね）

（じゃ、下がってて！　できるだけ遠くに！）

　トリシアは〝呪波〟の障壁を維い持じしつつ告げる。

（あなたは？）

　と、アーリン。

（う～何とかする）

　そう言ってはみたものの、闘いを避さける妙みよう案あんはない。

（我ワレヲ止メント欲ホツスルノナラバ実力デ来イ、魔マ道ドウ士シノ少女ヨ！）

　マルティコラスは標ひよう的てきをトリシアに変へん更こうし、ジリジリと距きよ離りを詰つめた。




「おい、どうなってんだ！」

「どこのどいつだ、割わり込こんできやがったのは！」

　トリシアの乱らん入にゆうに、観客席が騒さわがしくなり始める。

「……こりゃマズいかも」

　ビアトリスはつぶやいた。

　市民の最大の楽しみである見せ物をトリシアは台無しにしたのだ。

　下へ手たをすると、怒おこった市民の暴ぼう動どうになりかねない。

　だが、ここでまたそれを止めようとして自分が飛び出せば、より騒ぎは大きくなるだろう。

　打てる手はかなり限かぎられている。

「よし！」

　決けつ断だんを下したビアトリスは観客席の最前列に躍おどり出た。

「おい、あれ！」

「ありゃあ、確たしか？」

「黄金の鹿しかのバナレット騎き士し……」

　観客席を埋うめる市民は有名な闘とう騎き士しが躍り出たのを認みとめ、そちらに注意を向ける。

「みんな！」

　ビアトリスは笑え顔がおを作り、市民に呼びかけた。

「華きや奢しやな人魚と凶きよう悪あくなマルティコラスの対戦じゃ、賭かけの対象にもならないでしょ⁉　飛び入りぐらい認めてもいいんじゃない⁉」

「……そうか」

「それもまあ」

「そうだな」

　市民たちは顔を見合わせる。

「ちなみにあたしは、人魚と女の子の方に金貨五枚まい賭けるけど？」

　ビアトリスはウインクしてから、近くにいた顔見知りの賭け屋に金貨を投げる。

　トリシアの半年分の生活費に値あたいする額がくだ。

「賭け率りつは今のところ……十二対一だぜ」

　賭け屋は告げた。

「乗った、その賭け！」

「俺はマルティコラスに銅どう貨か二十枚！」

「俺は……、ええい、マルティコラスに銀貨二枚だ！」

　観客席のあちこちで賭けが始まった。

「……これでとりあえず、暴動はないか。後は任まかせたよ、トリシア」

　ビアトリスは冷ひや汗あせを拭ぬぐい、闘技場に目を遣やった。




（アレホド闘イヲ嫌キラッテイタ貴キ様サマガ、我ニ魔法ノ剣ケンヲ向ケルカ？）

　トリシアの手に、紫むらさき色いろの稲いな妻ずまを迸ほとばしらせる光の剣が握にぎられるのを見て、マルティコラスは哄こう笑しようした。

（本当はやりたくないけど、やらないとあなたはあの子を殺すでしょ？）

　トリシアは後こう退たいしつつ、人魚からマルティコラスを引き離す。

（当然ダ。サア、ソノ脆ゼイ弱ジヤクナ魔法デ、我ヲ止メテミセヨ！）

　マルティコラスは跳ちよう躍やくして襲おそいかかった。

　尖とがった爪と〝呪じゆ波は〟の剣がぶつかり合い、火花を散らす。

（ソコソコハヤルナ？）

　獲物をいたぶる喜びに、マルティコラスは牙を見せた。

（ダガ、絶望的ニ、貴様ハ遅オソク、非ヒ力リキダ！）

「くっ！」

　覚えている攻撃魔法は、最さい低てい限げん自分の身を守るのに必要な二、三のものだけ。

　闘たたかいに慣なれていないトリシアは次し第だいに押おされ始める。

（貴キ様サマヲ殺ヤレル機会ヲ作ッテクレタコトヲ、アノ人魚ニ感カン謝シヤシヨウ！）

　巨きよ体たいの体重が乗った尾おの一撃が〝呪波〟の剣を弾はじき、足を滑すべらしたトリシアは飛沫しぶきを上げて水の中に頭から落ちた。

（しまった！）

　汚よごれた水を吞のみ込こみながらトリシアは必死で起き上がろうとするが、恐きよう怖ふで身体からだの動きが鈍にぶる。

（トドメダ！）

　猛もう毒どくを持つ尾の針はりが、水中のトリシアの首を狙ねらった。

（やられる！）

　トリシアが目を閉とじたその瞬間。

　ブワッ！

　周囲の水が突とつ然ぜん、蒸じよう気きと化し、トリシアの身体が空中に浮き上がった。

（ナニッ！）

　蒸気に視し界かいを遮さえぎられたマルティコラスは、警けい戒かいして後あと退ずさる。

「〝呪波〟？」

　ふわりと着水したトリシアは、波動を感じた方向を探さがす。

「……！」

　貴き賓ひん席せきの中ちゆう段だん。

　そこにはこちらに腕うでを真っすぐに向けて立つ幼おさななじみの姿すがたがあった。

「レン……」




「貴様、何ということを！」

　老人はワナワナと唇くちびるを震ふるわせて隣となりの席の孫を見上げた。

「……お祖じ父いさん」

　レンはチラリと老人を振り返った。

「僕ぼくに流れるヴァン・デル・ハイトの血は薄うすいようです。僕のいる場所はここじゃない。トリシアのそばなんだ！」

　レンはヒラリと闘とう技ぎ場じように飛び下りると、トリシアの方に走りながらビアトリスに向かって声をかける。

「ビアトリス！　賭け率を変えさせてよ！　もうひとり助っ人が入るから！」

「……八対一だな」

　すばやく計算して賭け屋がビアトリスに告げる。

「さあ、どうするみんな⁉」

　闘騎士はさらに数枚の金貨を追加すると、腰こしに手を当てて観客を振り返った。

「誰か人魚の方に賭けないの⁉」

「じゃあ、俺は人魚と子こ供どもたちに銅貨四十枚！」

「けっ！　しみったれたこと言いやがって！　俺はドーンと……銅貨四十二枚」

「いや、まだまだマルティコラスが固いぜ！　銀貨十枚だ！」

「俺もそっちに乗るぜ！」

　歓かん声せいと罵ば声せいが飛びかう中、賭け屋に渡わたる金が大きく動いた。




（雑ザ魚コガ一イツ匹ピキ、増フエタグライデ！）

　いったん距きよ離りを取ったマルティコラスは牙きばをギラリと光らせると、水を蹴けってトリシアたちに向かう。

（ヨカロウ。三匹トモ、八ツ裂ザキニシテクレル！）

「パット！　僕と〝呪波〟を同調して！」

　レンはトリシアに寄より添そうように立つと、魔ま旋せん律りつを唱えた。

「分かった！　その手の魔ま法ほうはレンの方が得意だものね！」

「その通り！　僕はアンリ先生の一番弟で子しだよ！」

「一番弟子はわたし！」

　トリシアが意い識しきを重ねると、〝呪波〟の増ぞう幅ふく率りつが飛ひ躍やく的てきに上がる。

「いっくぞおおおおっ！」

「ふっ飛べっ！」

　二人の手の間に小さな鮮せん紅こう色しよくの光球が生まれると、回転しながら次第に大きくなってマルティコラスに向かって飛んだ。

（グ、グオオオーッ！）

　光球は眼がん前ぜんにまで迫せまっていたマルティコラスを包み込むと、脈打つように七色に色しき彩さいを変えて周囲に渦うず巻まきを起こす。

　回転の速度が次し第だいに上がり、それに連れて色彩の変化も激はげしくなる。

「離れろ！」

　レンはトリシアを抱だき抱かかえると真横に飛んだ。

　と、同時に。

　パーンッ！

　回転していた光球が破は裂れつし、まばゆい純じゆん白ぱくの光があたりを包み込んだ。

「うわっ！」

「ひい～っ！」

　目を覆おおう観客たち。

「わ、わわわっ！」

　人魚のアーリンも驚おどろき、ジャブンと水に潜もぐる。

　やがて……。

　光が消えると、そこにはマルティコラスの赤毛の巨体が横たわっていた。

　トリシアは立ち上がると、マルティコラスのところに行く。

（無事？）

　トリシアが意い思しを向けると、マルティコラスは薄うす目めを開けた。

（ソンナワケガナイダロウ？）

（もう闘う気は失うせたでしょ？）

（身体ガ痺シビレテイルカラナ）

　どこか、面おも白しろがっているような口調。

（ナカナカ楽シイ闘タタカイダッタ。……サア、殺セ）

（嫌いやよ。これだけ派は手でにやったんですもの、観客も満足でしょ）

（ドウモ、貴様トハ考エガ合ワヌナ？）

（そっちが頑がん固こなのよ。……後で手当てをしてあげるわ）

　トリシアは係員を呼んでマルティコラスを運ばせる。

　観客はとどめを刺さないことに不満の声を上げたが、結局はトリシアたちの勝ちが宣せんせられ、賭けの清算が始まった。




（大だい丈じよう夫ぶ？）

　トリシアは闘技場の隅すみに逃げていた人魚に声をかける。

（うん、ありがと。あなた、助けてくれたんだよね？）

　人魚のアーリンはトリシアの腕うでにしがみつく。

（そ、そういうことになるかな？）

　密みつ着ちやくされて、ちょっと戸と惑まどうトリシア。

（ねえ、どうしてこんなところにくる羽目になったの？）

（うん、あのね、聞いて聞いて！）

　アーリンは目を輝かせる。

（あたし、昔から地上に興きよう味みがあって、ずっと来たいと思ってたんだ。海って結けつ構こう退たい屈くつでさあ、もうアキアキ。前に人間を見たことのある子、ああっと、その子、サニアって言うんだけどさ、その子に聞くと地上じゃみ～んな、きれいなもの身に着けてるらしいし。お洒落しやれって言うんだっけ？　海だとそういうことできないんだよね。それにうちの頭の固い親が勝手に結婚相手を決めようとするし、まだ、あたし十五だよ、信じられるぅ？　だからもう逃げちゃおっかな～って思ってたらさ、たまたま漁りよう師しの網あみに引っ掛かかっちゃって、ええい、ここは成り行きに任まかせるかって……）

（あは、あははははは……）

　話の内ない容ようは飛ぶし、まくしたてる凄すさまじいまでの早口に、トリシアはついてゆくことができない。

（と、そう言えば！）

　アーリンは突然、ポカンと自分のことを見つめているレンの方に瞳ひとみを向ける。

（こっちの彼氏も助けてくれたんだよね⁉　わっ、なんか、すっごい可愛かわいい！　ちょっと好きかも！）

　スルリとトリシアの脇わきを泳いで移い動どうした人魚は、レンのアゴに指を這はわせた。

（ありがと。命の恩おん人じんさん）

　ピッタリと寄り添う彼女の胸むねが、レンの身体からだに押しつけられる。

「え⁉　あれ？」

　困った表情でトリシアを見るレン。

「な、なんて言ってるのさ、この子？」

「知らないわよ！」

　トリシアは怒ど鳴なり、アーリンとレンの間に割わって入ろうとする。

（ちょっと！　邪じや魔ましないでよ！）

　アーリンは唇くちびるを可愛く尖とがらせた。

（この子、気に入ったんだから～。地上と海の若わかくて美しい男女の許ゆるされぬ恋こい、って最高じゃない？）

（たわごとはいいから！　そいつから離はなれなさい！）

（え～！　まさかこの彼、あなたの恋こい人びと？）

　アーリンの腕がレンの背せに巻まきつく。

（違ちがうったら！　そいつは最近やけに持てるようになったせいで、舞まい上がってるタダの馬ば鹿か！）

（じゃあ、あたしと付き合ってもいい訳わけでしょ？）

　アーリンはペロリとレンの頰ほおを舐なめた。

（や、焼き魚にするわよ！）

　トリシアの手のひらの上で青い火花が飛び散る。

（ぶ～！　暴ぼう力りよく反対～！）

　人魚は余よ計けいにレンにしがみつく。

（は、離れろ～！）

　人魚の頰ほっぺたをギュッと引っ張るトリシア。

「……あ、あの人魚さん、お姉ちゃんとお話しできてるのかな？」

　ただならぬ様子に、観客席から見ているカナルが首を傾かしげる。

「な～んか、随ずい分ぶんとお互たがい理り解かいし合ってるように見えるけど？」

　額ひたいに手を当てて頭を振るビアトリス。

「必要以上に理解してるようね」

　ディフォーベがふっと笑う。

「パット、怒おこるのやめなよ、怯おびえてるじゃないか」

　レンは人魚の頭を撫なでてやった。

　アーリンはすすり泣く振りをして、顔をレンの胸に埋うずめる。

「……ふ、ふふ、ふふふふふ。……そう、そうよね」

　トリシアの瞳が危き険けんな色を帯びる。

「みんな……み～んな……」

「ヤバ……」

「キャン！」

　身を伏ふせるビアトリスとカナル。

「レンが悪いのよおおおおおおおっ！」

　ドッゴ～ンッ！

　トリシアの放はなった一撃は、レンを空高くふっ飛ばした。

　オオッという歓かん声せいが、観客席から沸わき起こる。

「あらあら、かわいそ」

　尾ビレで水をチャプンと跳はね上げ、レンが描えがく放物線を見上げるアーリン。

「人魚さん、いつの間に逃げたんだろ……」

　カナルは首を傾かしげる。

　結局……。

　アーリンはハルの屋や敷しきでしばらく過すごすことになった。

　賭かけで儲もうけた分で、闘技場からビアトリスが買い取ったのだ。

（トリシア！　ねえ、トリシア！　魔ま法ほう教えてよ！　あたしが歩いて街に買物に行けるみたいなヤツ！　あんた、マホ～使いでしょ？）

　馬車の後部に縛しばり付けた樽たるで運ばれながら、アーリンは話しかける。

「知らないわよ！　そんな魔法！」

　トリシアは耳を押さえて怒鳴り返す。

（じゃあ、頭の悪いマホー使いなんだ？）

「ほっっっんとに焼き魚にされたいようね、このノラ人魚？」

　トリシアの指先に赤い炎ほのおが点ともる。

「よしなって。何を話してんだか、全然分かんないけど」

　御ぎよ者しや台だいのビアトリスが笑いを嚙かみ殺す。

　その膝ひざを枕まくらに、狼おおかみになったカナルが丸くなって寝ね転ころんでいる。

「……でも、ハルにどう説明するの？」

　隣となりに乗ったディフォーベがビアトリスにそっと尋ねた。

「アーリンって結構可愛いし、あのハルのことだから置いてもいいって言うよ、きっと」

「ハルがあの子に夢む中ちゆうになったら？」

「それはないでしょ？」

「……自信があるのね」

「まあね。へへへ」

　ビアトリスは破は顔がんする。

「トリシアもそのくらい自信が持てればいいんだけど」

　ディフォーベは後ろの席を振り返る。

「まあ、レンも戻もどってきたし、すぐに仲直りするって」

　と、ビアトリス。

「だといいけど？」

　ディフォーベはほんの少し、憂うれいの色を瞳に浮かべた。

　レンはトリシアの隣に乗っていた。

　肘ひじを窓まどから出し、さっきから黙だまって外の景色を眺ながめている。

「……僕ぼくがどこにいたか、聞かないね？」

　潮しお風かぜに草が波打つ緑の丘おかに目を遣やりながら、レンはポツリと言った。

「い、言いたくなったら、言えばいいじゃない？」

　トリシアも、レンと目を合わせようとはしない。

「……帰ったら説明する。それでいい？」

「うん」

　トリシアは小さくうなずいた。
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　その夜遅おそく。

　休んでいたエウラリアは居間で物音がするのに気がつき、ガウンを羽は織おって寝しん室しつの扉とびらを開いた。

「……起こしてしまったか？」

　座すわって魔道書に目を通していたレニディスは妹を振り返る。

「トリシアさんを傷きずつけるのはやめて」

　エウラリアは小さく咳せき込こみながら言った。

「あの娘はアンリの弟で子しだ。それだけで十分に憎にくむに値あたいする」

　レニディスは棚たなから薬を取り、杯さかずきに水を汲くんで一いつ緒しよに渡わたす。

「また咳がひどくなったようだな。……熱は？」

「平気です。昨日と比くらべるとだいぶ楽になりました」

　エウラリアは薬をテーブルの脇わきに置いて続ける。

「それよりも聞いてください。今日、闘技場での噂うわさを患かん者じやさんから聞きました。トリシアさんが、殺し合いを止めたと」

「ああ。もうひとりの弟子と一いつ緒しよにな」

　レニディスはうなずく。

「二人一緒ならば、多少は殺しがいがあるかも知れぬな」

「トリシアさんの魔法は……」

　エウラリアはうつむいた。

「命を救う魔法です。でも、兄さんの魔法が生み出すのは死と悲しみだけです！」

「そうだ！」

　レニディスは妹のアゴを乱らん暴ぼうにつかんだ。

「俺おれはアンリに俺たちと同じ苦しみを味わわせるために修しゆ業ぎようを重ね、ヤツに打ち勝てるだけの力を手に入れた。だが、ヤツを簡かん単たんには殺さん。まずは弟子ども、次は仲間、愛する王女、ヤツのすべてを奪うばってやるのだ！」

「兄……さん……」

　レニディスは妹を突つき放した。

　エウラリアは胸を押さえながら床ゆかに崩くずれ落ちる。

「……薬を飲んでおけ。俺はまたしばらくは戻らぬ」

　緑りよく灰かい色しよくの外がい套とうを羽は織おったレニディスは扉を開き、外の闇やみの中に消えていった。













　カルテ７　名医、迷めい医い、炎ほのおの対決？







　医い師しマルディウスは王おう都との名士である。

　彼の構かまえる医院は王おう城じよう近くの貴き族ぞくの屋や敷しきが並ならぶ区く画かくにあり、大通りに面した最高の立地条じよう件けんの場所に位置している。

　日ひ暮ぐれから深夜まで、貴族の家々を忙いそがしく社交に飛び回るマルディウスの朝は遅おそい。

　昼近くになって寝しん台だいから起き出すと、たっぷりと時間をかけて食事をとる。

　給きゆう仕じをするのは助手のエウラリア。

　エウラリアは早朝から医院にやってきて、掃そう除じ、洗せん濯たく、食事の支し度たく、さらに診しん療りようの準じゆん備びまでをひとりでこなすのだ。

　マルディウスが患かん者じやを診みるのは午後になってから。

　予約の客を一日にひとりから二人、診察する。

　患者はすべて、貴族か豪ごう商しよう、またはその親しん戚せき。

　たいていは食しよく欲よくがないとか眠ねむれないといった、ちょっとした助言で済すむ患者である。

　それでも、一回の診療で支し払はらわれる額がくは金貨で五十から百枚まい。

　より手のかかる病人の場合、金貨千枚の報ほう酬しゆうになることもあるのだ。




「……今日のお客は二人。ドラモンド子し爵しやくとオーゼル伯はく爵しやく夫ふ人じんですか」

　食後のお茶をすすりながら、マルディウスは予定表を確かく認にんする。

「伯爵夫人の愚ぐ痴ちは長いんですけど……、まあ、イイでしょう。エウラリアさん、お茶のお代わりを」

「はい、先生」

　エウラリアは静かにポットのお茶をカップに注つぐ。

「ここしばらく、アムリオンの闇やみ医い者しやのおかげでずいぶんと不ふ愉ゆ快かいな思いをしましたが」

　マルディウスは、カップから立ち上る香かおり高い湯気をふうっと吹ふいた。

「この朝の静かで落ち着いた一時は、あの騒そう々ぞうしい小こ娘むすめにも奪うばうことはできませんよ。違ちがいますか、エウラリアさん？」

「はあ」

　エウラリアはあいまいな返事をする。

　ここ数日、トリシアは裏うら町まちでの診療を行なっていない。

　さすがにチンピラを使った脅おどしが利きいたのだろうと、マルディウスは口元に笑えみをたたえる。

「医術とは選ばれた者のみが受けることのできる、人類の至し高こうの知ち恵えの結けつ晶しようなのです。それをあの娘は、卑いやしい獣けものや魚の類たぐいにまで施ほどこすそうではないですか？　まったく、嘆なげかわしいことです。そう思いませんか、エウラリアさん？」

「………」

　エウラリアは無言で目を伏ふせた。

　マルディウスが自分で公言しているほどの守しゆ銭せん奴どとは、エウラリアには信じられなかった。

　でなければ、身体からだが弱く、しょっちゅう仕事を休む自分を雇やとってくれる訳わけがないし、薬をただでくれるはずはない。

　ただ、医い術じゆつに対する信しん奉ぽうが、トリシアとは違う形で出ているだけのように思えてならないのだ。

「先生……」

　と、エウラリアができるだけ穏おだやかに反はん論ろんしようとしたその時。

「……何だか、外が騒さわがしいですね」

　医師は顔をしかめた。

　普ふ段だんは静かなこの界かい隈わいだが、今日はやけに人の声がするのだ。

　二、三人の立ち話といった感じではない。

　数十人が集まっている声だ。

「隣となりの空き地の方ですが……」

　マルディウスはぶつぶつ言いながら立ち上がり、空き地に面した方の窓まどにゆく。

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あれは何事です！」

　窓を開き、外の光景を目にした途と端たん、マルディウスは腰こしを抜ぬかして床ゆかに座すわり込こんだ。

　つい昨日まで空き地だった場所にテントが立ち、その周囲をどう見てもこの近所の人間とは思えない、よく言えば質しつ素そ、あからさまに表ひよう現げんすると小こ汚ぎたない服ふく装そうの人々が囲んでいるのだ。

「何ですか！　あのビンボー臭くさい連中は！」

「さあ？」

　と、首を傾かしげるエウラリア。

「はい、次の方～」

　明るい女の子の声がテントの中から聞こえてくると、待っていた親子が包帯を腕うでに巻まいた男と入れ替わりに入ってゆく。

「むむむっ！　あの声は！」

　マルディウスは家を飛び出してテントに向かって走った。

「あっ、待ってください！」

　エウラリアが後を追う。

　待合室代わりのベンチはすでにいっぱいで、立って待っている患者も含ふくめると三十人ほどが狭せまい空き地に集まっていた。

　その人たちを搔かき分けて、マルディウスは進む。

「出てきなさい！　アムリオンの小娘！」

　テントの前に立ってマルディウスは怒ど鳴なる。

「……うるさいわね、順番を待ちなさい！」

　そう言いながらテントから出てきたのは、もちろんトリシアである。

　その後に、ビアトリスとキャット、そしてレンが続く。

「ど、どうしたことです、これは⁉」

　あまり急いだものだから、マルディウスの顔は真っ赤だ。

「どうしたことです……って、もちろん、新しいわたしの診療所よ？」

　当然のように答えるトリシア。

「ここは貴族しか住むことの許ゆるされていない区く域いきです！　出ていきなさい！」

「残念だけどね、マルディウス。ここはちゃんと契けい約やくをして借りた土地なの。追い出すことはできないわ」

　トリシアはポケットから取り出した契約書をピラピラと振ふってみせる。

「ば、馬ば鹿かな！」

　マルディウスは羊皮紙の書類を引ったくって目を通した。

　どこにも間ま違ちがいはない。

　完全な契約書だ。

「こ、こんなことが！」

「そんなことができるのよ！　私にはね！」

　ここ数日、そのための工作に走り回っていたキャットが前に出る。

「この土地は正式に私、アムリオン王国第二王女キャスリーン・ド・オルクシアが借り受けました。無む論ろん、ヴィントール国王陛へい下かの許きよ可かも得てのことです」

　王女は勝ち誇ほこったように笑う。

「私の王国を田舎いなか呼よばわりした罰ばつよ！　お～ほほほほほほほほっ！」

「……厳げん密みつに言えば、君の王国じゃないけどね」

　と、レンが王位継けい承しよう権けん第二位のキャットに向かって突っ込んだ時。

「ん？」

　トリシアは石いし畳だたみを踏ふむ高らかな蹄ひづめの音に気がついて、通りの方に視し線せんを向けた。

（あ、悪あく趣しゆ味み……）

　大通りをゆっくりと、まるでパレードのようにその存そん在ざいを誇こ示じしながらやってきたのは金銀で飾かざられた十六頭立ての馬車だった。

　装そう飾しよく過か多たのその馬車は、トリシアたちのテントの前で停止する。

　トリシアや患者たちが見守る中、澄すまし顔の御ぎよ者しやの手によって馬車の窓が開けられ、カーテンの隙すき間まから巻き毛の貴族が顔をのぞかせた。

　貴族らしい気き紛まぐれで予定時間よりもだいぶ早く訪おとずれた、マルディウスの本日最初の予約客である。

「これはどういうことかな？」

　派は手でな衣い裳しように身を包んだ貴族は、テントの周りに集まった貧まずしい病人たちの姿に嫌けん悪おの色を隠かくさない。

「マルディウス、あなたのところはこんな貧ひん民みんを集めて何をやっているのだ？」
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「こ、これは子し爵しやく様！」

　貴族に向かって、慌あわてて頭を下げるマルディウス。

　すかさず、トリシアが口を挟はさむ。

「ここでは身分にかかわりなく、医い療りようを受けられますよ。どこかお悪いのなら、診みてさしあげましょうか？」

「……いや、結けつ構こうだ」

　貴族はハンカチで鼻と口を覆おおい、馬車の窓をピシャリと閉じた。

「今度から主治医を変へん更こうしなければなるまいな。……御者、出しなさい」

「こ、これは違うんです！　誤ご解かいですぅ～！　これは私のやってることではなく～！」

　走り出す馬車を必死になって追いかけるマルディウス。

　だが、医者の不養生で運動不足のマルディウスはすぐに息が切れてしまい、馬車に追いつけない。

「待ってくださ～い！」

　貴族の馬車が通りの角を曲がって消えてしまうと、石畳の上に崩れ落ちる。

「……見ろ！　紛まぎらわしい真ま似ねをするから、お得意が逃にげてしまったではないか！」

　ヨロヨロと立ち上がったマルディウスは険けわしい顔で振ふり返った。

「こ、これは悪あく質しつな嫌いやがらせだ！」

「わたし、ここでは貧しい人でも医療を受けられますって言っただけよ。マルディウスの医院では、なんて一言も……」

　トリシアは肩かたをすくめる。

「悪質な嫌がらせってのはさ……」

　ビアトリスはマルディウスの肩を抱だいて耳元にささやく。

「チンピラを雇やとって放火させるようなことを言うんじゃないの？」

「ど、どういうことでしょう？」

　マルディウスは必死になって動どう揺ようを隠かくす。

「怪け我がをしたチンピラのひとりがトリシアの手当てに感動してさ。泣きながら告白したんだよ。どこぞの金持ちの医者に雇われたってことをね。こっちは、役人に訴うつたえ出てもいいんだけど？」

「……私にどうしろと？」

　小こ狡ずるそうな目でマルディウスは見上げる。

「ここでやっていることを気にしなきゃいいの。あんたには関係ないんだろ？」

　ニッと笑うビアトリス。

「うむむむ」

　医師は唸うなり、考える。

　ことを荒あら立だてて、放火のことが表おもて沙ざ汰たになるのはいかにも拙まずい。

　損そん得とく勘かん定じようの計算は早いマルディウス。

　結果……。

「私は知りませんよ。あなたがたがここでやっている闇やみ診療とは、一いつ切さい関係がありませんからね」

　彼はそう告げ、そっぽを向いた。

「さあっ！　大マルディウス先生の御許可も出たことだし、頑がん張ばって働こっか⁉」

　ビアトリスはトリシアにウインクする。

「もちろん！」

　ピッと髪かみのリボンを締しめ直すトリシア。

「休きゆう暇か中ちゆう、なんだけどなあ……」

　もうキャスリーンでさえ諦あきらめの表ひよう情じようである。

　だが、その時。

「パット！」

　レンの緊きん張ちようした声がトリシアを呼んだ。

「急きゆう患かんだ！」

　待たされていた患者を搔かき分けてレンが引っ張ぱってきたのは、トリシアと同年代の少女を連れた母親らしき女じよ性せい。

「心しん臓ぞう発ほつ作さらしい」

　レンは娘むすめの方をトリシアに見せる。

　少女は意い識しき障しよう害がいを起こしてグッタリとなっており、全身の肌はだの色もよくない。

「発作は初めて？」

　トリシアは娘をテントに運ばせながら、母親に尋たずねた。

「あ、いえ。前にも何度か……」

　動揺する母親。

「か、身体のもともと弱い子で、注意はしてたんです。でも……今日は弟の誕たん生じよう日びだから……自分が……自分が食事を作るんだと張り切って……」

　そこまで言うと母親は泣き崩くずれる。

　ビアトリスが落ち着かせようと母親を座らせる間に、トリシアとレンは話し合う。

「唇くちびるや爪つめが紫むらさきだし、指先が腫はれあがってるよ」

「おそらく、先天性ね」

　トリシアは少女の左胸に手を当てる。

　少女の心臓は正せい常じように鼓こ動どうしていない。

　各部の筋きん肉にくが無む秩ちつ序じよに収しゆう縮しゆくする、心室細動の状じよう態たいだ。

　おそらく、この子は小さい頃ころから走ることもできず、歩くだけでも疲ひ労ろうして息切れを起こし、立っていられなくなるような状態だったに違ちがいない。

「かわいそうに……苦しかったろうね？　生まれてからずっと、耐たえてきたんだよね？」

「手しゆ術じゆつになるかい？」

　と、レン。

「今回は薬で発作を止められても、次には耐えられないかも。手術をするのに十分な体力があるうちにやった方がいいと思うわ」

「つまり、今？　賭かけだね？」

　レンが同意を求めるように母親の方を見ると、母親はうなずいた。

「けど、待ってよ。このテントだと手術するには設せつ備びが不足して……」

　キャットはふと、隣に立つマルディウスの立りつ派ぱな医院の方を見た。

「と、思ったけど、いい場所があるじゃない？」

「駄目だ、駄目だ！　私の医院に、聖せい域いきにその薄うす汚ぎたない子こ供どもを入れるな！」

　マルディウスは青くなって通せんぼをした。

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」

　マルディウスを押し退のけようとするトリシア。

「駄目って言ったら、駄目～っ！」

　マルディウスは扉とびらにしがみつき、必死の抵抗を見せる。

　だが……。

「先生……」

　エウラリアが、医い師しの手をそっと扉から引き離した。

「お願いです、力を貸かしてあげてください」

「な、な、な、何をほざいているんです！　ここは神しん聖せいな医療の現場ですよ！　アムリオンの闇医者なんぞに踏ふみ込まれて堪たまるものですか！」

「神聖な医療の現場というのは……」

　エウラリアはすうっと息を吸すうと、一気に今まで抑おさえていた思いをぶちまけた。

「人の命を守り、苦しみから救い出す場所のことです！　それができないのなら、ここは設備は一流でも救いの場ではありません！」

「エ、エウラリアさん……？」

　普ふ段だんはおとなしい助手の反はん論ろんに、マルディウスは顔を強こわばらせる。

「お退どきなさい！」

　エウラリアは医師を突き飛ばし、トリシアと患者を招まねき入れた。

「手術用の寝しん台だいはこっちです！　器具はみな消しよう毒どく済ずみで、いつでも使えます！」

「手伝ってくれる？」

「はい！」

　トリシアとエウラリアはさっそく準備に取りかかる。

　少女が寝台に寝ねかされ、ランプの明かりに照らしだされた。

　メスや鉗かん子し、ピンセットなどの手術道具がトリシアの隣となりの台に置かれる。

「指し示じ、頂ちよう戴だい！」

　些さ細さいな怪け我がの手当てを手伝った経けい験けんはあるが、大がかりな手術は初めてのキャスリーンが、やや緊張の面おも持もちで袖そでをまくり上げた。

「体温を下げるよ」

　レンが少女の身体全体に〝呪じゆ波は〟をかける。

　体温を落とし、手術中の酸さん素その消費量が少なくて済むようにするのだ。

「……トリシアって、心臓手術の経験、あったっけ？」

　魔ま旋せん律りつを唱えて少女を深い眠ねむりに落としたトリシアに、キャットがささやく。

「あるわ」

　短く答えるトリシア。

「で、結果は？」

「失敗。何もできなかった」

　トリシアは唇くちびるを嚙かむ。

「キャット、これから胸むねを開くから、心臓を〝呪波〟で包み込んで血が流れ出ないようにして。レンは……」

「分かってる。脳のうの方はしっかり見てるから、始めて」

「こちらも準じゆん備びできましたよ」

　トリシアはエウラリアに向かってうなずくと、メスを握にぎった。

「ふん。魔法に頼る田舎アムリオンの医術ですか」

　マルディウスは横目でその様子を眺ながめ、冷れい笑しようする。

「……まあ、お手て並なみ拝はい見けんといきましょう」

　脳に障しよう害がいが出ないようにするためには、素す早ばやい手て際ぎわが要求される。

（焦あせらず……迅じん速そくに……）

　トリシアはメスを少女の肌はだに当てて、スッと引いた。

　胸きよう部ぶを開き、心しん外がい膜まく組そ織しきを切開すると、心臓が見える。

「こんな貧乏人の娘を……治ち療りよう費ひも取れないでしょうに」

　マルディウスは鼻を鳴らす。

「……殴なぐるわよ？」

　トリシアは〝呪波〟を当てて、異い常じようのある箇か所しよを探さがした。

（肺はい動脈狭きよう窄さく……心室中ちゆう隔かく欠けつ損そん……大動脈右方転てん移い……右心室肥ひ大だい）

　つまり、肺動脈が細いため、肺にゆく血けつ液えきが少なく、左右の心室を遮さえぎる心室中隔に穴あなが開いているので、一度全身を回ってきた汚よごれた血の一部が再ふたたびそのまま身体を巡めぐる状態である。

「無む駄だですよ。我わが国の医療現場でも、心臓の手術の九割わり、いいえ、百例中九十九例までが失敗に終わるんです」

　マルディウスは知らんぷりを決め込みながらも、チラリチラリとトリシアたちの方を見ていた。

「それが医術の限げん界かいというものです」

「だから……」

　鉗かん子しを引いているエウラリアが肩かたで大きく息をする。

「魔法を使うんですね」

「……？」

　マルディウスは問いかけるような視し線せんを彼女に送った。

「医術の限界を乗り越こえるために、トリシアさんは魔法医になった。……私、そんな気がします」

　と、エウラリア。

「魔法などというインチキな呪のろいの類たぐいに、医術の限界が越えられるとは思えませんね！　限界は、越えられないから限界なのですよ！」

　マルディウスは外方そつぽを向いて話を打ち切った。

（心室中隔の欠損を閉とじるのはいいとして……後は血流量を増ふやすために大動脈と肺動脈をつなぐか、それとも肺動脈を拡ひろげるか、よね？）

　トリシアは血液の循じゆん環かんを正せい常じような形に戻す後者の方法を選せん択たくすると、心臓を切り開く。

　キャットの〝呪じゆ波は〟が力場となって心臓全体を包み込んでいるので、出血はほとんどない。

　トリシアはメスを置くと、右の人差し指の先に意識を集中して魔旋律を唱えた。

　欠損を閉じるのには、魔旋律を使う方が効こう果か的てきなのだ。

「……」

　緑の光を帯びた指が、心臓の内ない壁へきに近づけられる。

　内壁中隔に開いた穴がゆっくりと、だが確かく実じつに小さくなってゆく。

「ほう？」

　手術の様子を盗ぬすみ見ていたマルディウスの目に、初めて好こう奇き心しんの光が宿った。

　だが……。

「トリシア……急いで……」

　キャスリーンが苦しそうな表情で声をかけてきた。

「……これ、結構辛つらいよ」

　もともとキャスリーンは、魔法使いとしてはレンやトリシアほど優ゆう秀しゆうではない。

　これほど大量の血を見ることにも慣なれていないし、〝呪波〟を維い持じする精せい神しん力りよくにも限界があるのだ。

「うう、吐はきそう」

「頑がん張ばってよ！」

　今のトリシアには叱しつ咤たすることしかできない。

　こちらも、かなりの精神集中を要求されている状じよう態たいなのだ。

　無む論ろん、脳のうへの血の流れを制せい御ぎよしているレンも、手は出せない。

「げ、限界……」

　自分の方が病人のような顔色になるキャット。

　次し第だいに心臓から出血し始めてきた。

　エウラリアが清せい潔けつな布ぬのでそれを吸すい取るが、出血量は危き険けんな量にまで近づいてくる。

（まだ、半分も終わってないのに！）

　トリシアは歯を食いしばる。

（わたしの未み熟じゆくさのせいで……この子が死んじゃう！）

　どうして始める前に、もっと慎しん重ちようになれなかったんだろう？

　マルディウスへの対たい抗こう意い識しき？

　そうだ。

　自分の方が優すぐれた医師だと思う傲ごう慢まんさ。

　それが今、ひとつの命を奪うばおうとしているのだ。

（わたしには……あいつを非ひ難なんする資し格かくなんてない）

　トリシアはマルディウスの方に目を遣やった。

　それ見たことか、と笑っている彼の姿すがたを想そう像ぞうして。

　しかし……。

「……駄だ目めだ」

　知らんぷりを決め込んでいたはずのマルディウスは唸うなっていた。

「そんなことでは……」

「……え？」

　トリシアの手が一いつ瞬しゆんとまる。

「パット！　しっかりして！」

　レンが怒ど鳴なった。

「う、うん！」

　トリシアは欠損を修しゆう復ふくする〝呪波〟をやや強める。

　少女の身体への負ふ担たんは大きくなるが、今は速度が優ゆう先せん。

　それでも、手しゆ術じゆつが終わるまで少女の体力が保もつかどうかは微び妙みようなところだ。

「……これ以上時間がかると危き険けんです」

　エウラリアがささやく。

　だが、いったん中止したとしても、再さい手術にこの少女が耐たえられるかどうか。

「……お願い、頑張って」

　そう願うしかないトリシアである。

　一方。

「それでは……ない……」

　マルディウスは握にぎったこぶしを口元に当てて、苦く悶もんの表ひよう情じようでつぶやいていた。

　まるで自分が手術を受けているように。

「……同時に……べきだというのに……」

「くそっ！　血を増ふやさないと脳に障しよう害がいが残る！」

　レンはやむなく〝呪波〟による制せい御ぎよを弛ゆるめ、血流量を増やした。

　だが、それに伴ともない、心臓からの出血も増加する。

「……だから……を優先しなくては……」

　マルディウスのこぶしが、白くなる。

「ああ、もう！　あいつ何ブツブツ言ってるの！　うるさいわよ！」

　キャスリーンは苛いら立だちをぶつけた。

「文もん句くがあるんなら、こっちに来てはっきり言ったらどう⁉」

「それでは……」

　今までマルディウスが座すわっていた椅い子すが、ガタンと音を立てて倒たおれた。

「それでは間に合わないといっているんだ！　退どきなさい！」

　マルディウスはエウラリアを押おし退のけ、患者を挟はさんでトリシアの正面に立った。

「肺はい動どう脈みやくの拡かく張ちようは私がやる！　闇やみ医い者しや、あなたは目の前の仕事を片かた付づけなさい！」

「え、ええ！」

　トリシアは中ちゆう隔かくの欠けつ損そんを閉とじることに再ふたたび意識を集中する。

「エウラリアさん！　水すい晶しようの八番を取ってください！」

　メスで肺動脈を縦たてに切り裂さきながら、マルディウスは命じた。

「はい！」

　エウラリアは背はい後ごの棚たなに走り、引き出しから水晶でできた管を取り出す。

　親指の幅はばほどの長さの細い管だが、滑なめらかで、体内に入れてもまわりを傷きずつけることはない。

　ただし、値ね段だんは目の玉が飛び出るほど高いものだ。

　マルディウスはエウラリアがそれを消毒すると肺動脈に埋うめ込こみ、縫ほう合ごうする。

　見事な手さばきである。

「よし、もう少し……」

　彼は自分に言い聞かせる。

　と、その時。

　バタンと医院の扉とびらが開き、着き飾かざった中年の女が止めようとしたビアトリスを無む視ししてズカズカと踏ふみ込んできた。

「まあっ！　まあ、まあ、まあっ！」

　女はあたりを見み渡わたして甲かん高だかい声を上げる。

「まあっ！　子し爵しやくが仰おつしやっていたことは本当でしたのね！」

「……ちっ、伯爵夫人か」

　マルディウスはそちらの方を見ようともせず、舌した打うちする。

　本日二人目の予約患者である。

「医院の表を不ふ穏おんな貧ひん民みんが囲んでいるので心配してきてみれば！」

　伯爵夫人は手にした扇おうぎを口元に当て、顔を歪ゆがめる。

「なんということでしょう！　先生ともあろうお方が、そ、そのような下げ賤せんの民たみの身体からだに触ふれて！」

「うるさいっ！」

　マルディウスは怒ど鳴なった。

「私たちは今、若わかい命に関かかわる大切な手術をしているんだ！　健康なくせに病気になりたがってるあんたの愚ぐ痴ちを聞いてやってるヒマなぞない！」

「ぐ、愚痴ですって！」

　伯爵夫人は頰ほおを震ふるわせた。

「それとも何か、この子のために、その肥こえ太ふとった心しん臓ぞうをくれるか⁉」

「な、な、な、な、何たる発言！　この件けん、今夜のパーティーでみなさんにお話ししますわよ！」

「どうぞご自由に！　ああ！　……それから、元主治医から最後の忠ちゆう告こくを！」

　マルディウスは手を振って、出てゆこうとする夫人を引き止める。

「……⁉」

　怒いかりの形相で振り返る伯爵夫人。

「そんなに太ってると、長生きできんぞ、運動しろ！」

「きいいいいいいっ！」

　伯爵夫人は卒そつ倒とうを起こしかねない様子で医院を後にした。

「……阿あ呆ほうめ」

　マルディウスは縫合を終え、トリシアを見る。

「そっちは？」

「欠損は閉じたわ！　後は心臓の縫合！」

　ため息をつくトリシアの額ひたいの汗あせを、エウラリアが拭ぬぐう。

「ぐぐぐっ！　私、この貸しは絶ぜつ対たいに返してもらうからね！」

　何とか耐たえているキャットの顔は真っ赤だ。

「もう少し！　頑がん張ばって！」

　レンはトリシアの肩に手を置いた。




「……終わった」

　胸を閉じ終え、少女を病室に運ぶと、トリシアはその場に座り込んだ。

　キャットとレンも、お互たがいの背せ中なかに寄より掛かかるようにしてへたり込んでいる。

「さわやかな飲み物が欲ほしいところです」

　マルディウスは自分の腰こしを叩たたくと、壁かべの予約表に目を遣やった。

「……もう、お客は来ませんねえ」

　予約表をはがすと、丸めてごみ箱に捨すてる。

「せ、先生！」

　慌あわててごみ箱から予定表を拾おうとするエウラリアを、マルディウスは制せいした。

「……私はすべてを失った。だがね、エウラリアさん、何な故ぜだかとってもいい気分だ」

　彼は背せ伸のびをすると、傍かたわらのソファーに腰を落とした。

「先生、私、さっきはとんでもないことを言って」

　エウラリアは涙なみだぐむ。

「いいえ」

　マルディウスは笑った。

「あなた、ここに来て初めて、自分の意見を言ってくれましたね？」

　助手の少女は、顔を真っ赤にした。

「お茶、お願いできますか？　もちろん、ここにいる先生たちにも」

「は、はい！」

　エウラリアは白衣を脱ぬいで台所に向かった。

　それとほぼ入れ替わりに……。

「先生！」

「先生！」

「マルディウス先生！」

「ありがとうございました！」

　窓まどから手術の様子を見ていた少女の母親や他の患者たちが、医院に傾なだれ込こんできた。

「先生のおかげで……私の宝たからが……」

　母親はマルディウスの手を取って泣き崩くずれる。

「……先生、これはみんなから集めた金です」

　患者のひとりが両手いっぱいの銅どう貨かを差し出した。

「普ふ段だんのあんたの診しん療りよう費ひから見れば端はした金がねかも知れねえけど、俺おれたちの有金全部ですよ。あんたが助けてくれた子は俺たちの街区でも評ひよう判ばんの孝こう行こう娘むすめでね、この子の笑え顔がおがまた見られると思うと嬉うれしくてしょうがないんだ」

「有金全部……、ですか。こんなに感かん謝しやされたことは生まれて初めてです」

　みんなに囲まれたマルディウスは、戸と惑まどいの色を隠かくせない。

　すべて合わせても、水すい晶しようの細管一本分の値ね段だんの五十分の一にもならないだろう。

　それでも、彼らにとっては半年の生活費だ。

「気持ちだけ、頂いただいておきますよ」

　マルディウスは銅貨を押し返した。

「はいはい、みんな！　ちょっと休ませてね、少し休きゆう憩けいしたら、診療を再さい開かいするから！」

　キャスリーンが患者たちを医院から追い出す。

「あなたは名医ね」

　床ゆかに座すわったトリシアが、マルディウスを見上げて微笑ほほえむ。

「本当にあなたがいたおかげよ、あの子が助かったのは」

「私も性しよう根ねまでは腐くさってなかった、ということですか？」

　自じ嘲ちようするマルディウス。

「あなたの魔法、感服しましたよ」

「こちらも勉強になったわ」

　トリシアはうなずく。

「お互たがいに、学び合えるところはありそうですね。もっとも、この後も私の医院が立ちゆけば、の話ですけど」

　マルディウスはお茶を運んできた助手を見る。

「エウラリアさん、これからはあなたに払はらう給金も、だいぶ少なくなりそうですよ」

「私は先生の弟で子しですから」

　エウラリアはニッコリと微笑んだ。

「ついていきますわ」

　その時。

　ガシャンッ！

　テーブルに置かれたカップにお茶を注ごうとしたエウラリアの手から、ポットが滑すべり落ちた。

「あちゃちゃちゃ！」

　足にお茶を浴びたキャスリーンが飛び上がった。

「ご、ごめんなさ……」

　エウラリアは全身の筋きん肉にくから力が抜ぬけたように崩くずれ落ちる。

「ど、どうしました！」

　立ち上がるマルディウス。

「……いえ、平気で」

　そう言いかけたエウラリアの口から、重い咳せきとともに血が吹ふきこぼれた。

「エウラリア！」

　トリシアが抱だき起こす。

「とにかく寝しん台だいに！」

　蒼あおい顔になって指し示じを出すマルディウス。

「ト、トリシアさん……」

　浄じよう化かの魔ま旋せん律りつをかけようとするトリシアの腕うでを、エウラリアは握にぎる。

「兄を……レニディス兄さんを……止めて……お願い……」

　エウラリアはそれだけ告げると、意い識しきを失った。

「えっ？　レニディスって……あの⁉」

　トリシアは身体を硬こう直ちよくさせる。

「あいつと兄妹きようだいって、どういうことなの⁉　ねえ、エウラリア！　答えて！」

　だが、エウラリアは目を閉じたまま、苦しそうに顔を歪ゆがめるだけだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その夜。

　トリシアは初めて、水晶球を使ってアンリを呼んだ。













　カルテ８　挑ちよう戦せん、激げき戦せん、悲しみの魔ま法ほう







「仲良く休きゆう暇かを楽しんでいるかい？」

　水すい晶しよう球きゆうの中に浮うかび上がったアンリにそう笑え顔がおで話しかけられ、トリシアとレンは返答に困こまった。

「まあ、そこそこ」

　レンはあいまいに答える。

「……その表ひよう情じようだと、困ったことが起きたようだね。話してみて」

　相変わらず、アンリは鋭するどい。

　トリシアはレニディスとエウラリアのことを説明した。

「……レニディスという名に、心当たりはないな」

　アンリは眉まゆをひそめた。

「ただ、君たちの話を聞く限かぎり、彼の魔ま法ほうは僕ぼくたちと同じ系けい統とうのものと考えて間ま違ちがいないだろう」

「アンリ先生は、失われた七つの魔法院の魔法を習得した、正せい統とうな魔法院の後こう継けい者しやなんですよね？」

　レンが確かく認にんする。

「そういうことになるね」

　アンリはうなずく。

「僕自身は水の魔法院の出身だけれど、水の魔法院はもうこの世に存そん在ざいしない。他の魔法院も同様だよ」

「じゃあ、レニディスはどこで学んだんでしょう？」

　トリシアが尋たずねる。

「この一件けんに関しては、僕の方でも調べてみよう」

　アンリはうなずいた。

「ところで、その妹さんのエウラリアの方だけど？」

「容よう体だいは楽観できません」

　と、トリシア。

「骨こつ肉にく腫しゆと癌がんが全身を蝕むしばんでいるんです。いつもあんなににこやかにしてられたのは、奇き跡せきとしか言いようがありません」

「僕も手伝って浄じよう化かをかけているけど、病状の進行を遅おそくするのがやっとですよ」

　レンも頭を振る。

「何かの原げん因いんがない限り、あそこまでひどくなることは珍めずらしいと思うんですけど」

「レニディスはそのことを？」

「知りません、たぶん」

　トリシアが答える。

「そうか」

　水晶球のアンリの姿すがたがボヤけ始めた。

　時間切れである。

「何か分かったらこちらから連れん絡らくするよ。くれぐれも気をつけて」

「はい、先生。おやすみなさい」

　水晶球の輝かがやきが衰おとろえてゆき、アンリの映えい像ぞうは完全に消えた。

「ごめん」

　レンはトリシアを見て言った。

「何よ？」

「僕がいたから、先生に相談できないこと、あったんじゃない？」

「へ、変な風に気を回さないでよね」

　トリシアの顔が赤くなる。

「でもまあ、相談し損そこなったことはあるわね。ディフォーベのこととか、例の軽けい薄はくな人魚のこととか……、そうそう、ユマを見る度たびに鼻の下を伸のばす、だらしな～い誰だれかさんのこととかね」

「あは、あははは……」

　レンは頭を搔かく。

「でも……」

　トリシアは真顔になった。

「そろそろ、話してくれてもいいんじゃない。その……あなたとヴァン・デル・何とかさんのこと？」

「ヴァン・デル・ハイト。ヤチェク・ヴァン・デル・ハイト」

　レンは窓まど際ぎわにゆくと、トリシアに背を向けて月を見上げた。

「僕の祖そ父ふだ。ここ数日、あの人のところにいた」

「お祖じ父いさん？」

「そんなのがいたってこと、知ったのがつい先日だったけどね」

　レンは振り返って苦く笑しようする。

「どんな人？」

「金持ちで、威い張ばってる。たったひとりの身内だけど、大だい嫌きらいだ」

「……ねえ、黙だまってたのって、私のこと、気にして？」

　トリシアとレンは幼おさななじみだが、ほぼ同じ時期に、それぞれ別のところで家族を失っている。

　お互たがいに独ひとりぼっちで再さい会かいした二人はアンリに拾われるまで、二人だけで支ささえ合って生きてきたのだ。

「どうかな？」

　答えはレン自身にも分かっていないようだった。

「そのお祖父さんのところにいれば、いい生活、できたんだよね？　もしかして、戻もどってきたのは、わたしを闘とう技ぎ場じようで助けたから？　それで追い出されたの？」

「まさか」

　レンは頭を振る。

「自分から出てきたんだよ。あの人の家は退たい屈くつだし、何から何まで僕のすることを指図しようとするんだ。僕を自分の後こう継けい者しやにしたいんだって」

「こ、後継者？」

「豪ごう商しようヴァン・デル・ハイト家の。柄がらじゃないね」

「……そう」

　トリシアは顔を伏ふせた。

（本当なら……身寄りが見つかったんだから、おめでとうって言って、喜んであげなきゃいけないのに）

　疎そ外がい感かんとも、嫉しつ妬とともつかぬ気持ちが胸むねを締しめつける。

「ヴァン・デル・ハイト家は、あの人は……僕とは合わない」

　レンは決して、ヤチェクのことをお祖じ父いさんと呼よぼうとはしない。

「奴ど隷れい貿ぼう易えきと武ぶ器きの輸ゆ出しゆつで儲もうけている。死を売っているんだ」

「でも、たったひとりの身内、なんでしょ？」

　トリシアは自分でも知らないうちにヤチェクを庇かばおうとしていた。

「商売だって、悪いことばかりしてる訳わけじゃないだろうし、もう少し、見守ってあげてもいいんじゃない？」

「あの人のところにいた方がいいって？　君、そう思うの？」

　レンは目を丸くする。

「うん。きっとお祖父さん、淋さびしかったんだと思う。今は悪い人に見えても、レンがそばにいれば少しずつ変わるかも知れないよ？」

（わたし……本音とは違ちがうこと言ってる。レンが……レンが、行っちゃうかも知れないのに……）

　トリシアはふっと視し線せんをそらす。

「……さてと、僕はそろそろ寝ねるかな？」

　レンはソファーから立ち上がり、背伸びをした。

「ユマのところに忍び込んだりしたら、メスで壁かべに縫ぬいつけるからね！」

　腰こしに手を当て、頰ほっぺたを膨ふくらませてにらんでみせるトリシア。

「うん。気をつける」

　レンは笑った。




　翌よく朝あさ、トリシアはマルディウスの医院を訪おとずれていた。

「どう、様子は？」

「何とか小康状じよう態たいを保たもっていますよ」

　戸口に立ったマルディウスの目の下には隈くまがあり、不ぶ精しよう髭ひげも伸びている。

　一心不ふ乱らんの介かい護ごの結果だ。

「話、できる？」

「実は……エウラリアさんに言われたんです、あなたと話したい、呼んできて、とね」

　彼は頭を振る。

「主治医としては長時間の会話は控ひかえて欲ほしいのですが、本人のたっての頼たのみですから」

「それほど長くはならないと思うわ」

　トリシアがうなずくと、マルディウスは彼女を病室に通し、自分は席を外した。

「エウラリア」

　トリシアは寝しん台だいの横にゆくと、丸まる椅い子すに座すわって、ほとんど血の気の失うせた少女の頰ほおに手を当てる。

「わたしよ」

「………」

　エウラリアの目ま蓋ぶたがうっすらと開いた。

「話して、くれる？」

「……はい」

　エウラリアはかすかに頭を縦たてに動かすと、語り始めた。

「兄……レニディスと私は火の魔ま法ほう院いんの一員でした」

　かつて、この大陸には、水、火、地、風、光、時、心の七つの魔法院があった。

　専せん門もんを細分化したのは、絶ぜつ対たい的てきな力を所有することを避さけるためであったと言われる。だが、魔法は厳きびしい修しゆ業ぎようと才さい能のうが要求されるもの。

　そして、一いつ般ぱん人じんからすれば、恐おそれの対象だ。

　その魔法院のほとんどが年を経へるうちに廃すたれ、壊こわされ、消えていった。

　最後に残った水の魔法院も、アンリひとりを残して滅ほろびてしまったのだ。

「……火の魔法院はまだアンリ先生が小さい頃ころに滅んだはずだけど？」

　トリシアは尋たずねた。

　確たしか、十五年ほど前のことのはずだ。

「滅ぼしたのは……レニディス兄さんです」

　エウラリアの目に涙なみだが浮かぶ。

「兄はかつて……予言の子として魔法院で大事に育てられました」

「予言の子？」

「七つの魔法院のすべてを統すべる偉い大だいなる魔道士。その誕たん生じようは、まだ人間がこのヒュオン山脈の南の地に達する前から予言されていたものでした」

「まだ、人がエレネイと呼ばれた土地に留とどまっていた頃ね」

　と、トリシア。

「でも……」

　エウラリアはかすかに咳せき込む。

「兄は予言の子ではありませんでした。ステインアドラーのアンリが予言の子だったのです。それが分かった途と端たん、火の魔法院の魔道士たちは、兄に対する態たい度どを変えました。今まで大事に育ててきた子を、今度は奴ど隷れいのように扱あつかい始めたのです。それは当時まだ七つだった兄にとって、堪たえ難がたい屈くつ辱じよくでした」

「そんな……ひどい」

「兄の心の中に、魔道士たちへの、そして真の予言の子であったアンリへの憎にくしみが生まれました。もともと、予言の子と間ま違ちがえられるくらいですから、兄には優すぐれた魔法の才能がありました。兄はその力をもって魔法院を滅ぼすと、私を連れてこの街にやってきました。そして、いつかアンリを破やぶり、世界一の魔道士の名を得ようとその時を待っていたのです」

「それで、わたしたちを？」

　トリシアには世界一の魔道士という名声が、意味のあることには思えなかった。

　アンリがその才能と特とく異いな運命ゆえに、どれだけ苦しんだか、いかに多くのものを失ってきたのかをよく知っていたからだ。

「トリシアさんたちがこの街を訪おとずれたことは、兄にとってはアンリに挑ちよう戦せんする絶好の機会に思えたんです」

　エウラリアの瞳ひとみに、悲しみの色が宿る。

「兄はこの時のためだけに、魔法の修業を積んできました。兄の魔法は、殺さつ戮りくと破は壊かいだけのためにあるものなのです」

「そんなの、先生には敵かないっこないわよ！」

　あまりにも理り不ふ尽じんなレニディスの考え方に、心の中で怒いかりがムクムクと頭をもたげてくる。

「……いえ」

　エウラリアは目を閉とじた。

「危険です、兄の……魔法は……」

「あっ、ちょっと！」

　眠ねむろうとするエウラリアをトリシアは起こそうとしたが、医者としてはやはりそれはできない。

　ため息をつくと、椅い子すから立ち上がり、扉とびらに向かう。

「ど、どうでした？」

　廊ろう下かで待っていたマルディウスが尋ねた。

「今、寝てる」

　トリシアはそっけなく答える。

「……あなた、レニディスに会ったことある？」

「ええ」

　マルディウスは思い出そうとする。

「エウラリアさんがここで働き始める時に、一いつ緒しよにご挨あい拶さつに来ましたから」

「どんな人だった？　あなたの印象で？」

「そうですねえ。礼れい儀ぎ正しい人という感じでしたが……」

「住んでるところ、分かるかな？」

「そ、そうでした！」

　マルディウスはパチンと自分の額ひたいを叩いた。

「すっかりご連れん絡らくするのを忘わすれてました！　さっそく……」

「いいわ、わたしが行くから。あなたはエウラリアを看みてて」

　と、トリシア。

「そ、そうですか？」

　マルディウスは住所録を取り出して、レニディスの家の場所を書き出す。

「ありがと」

　トリシアはその紙を受け取ると、医院をあとにした。




「自分からここを訪おとずれるとはな」

　トリシアが訪たずねた住所は、意外にも裏うら町まちのコリンの家のすぐそばだった。

　エウラリアの管理している家だけのことはあって、小さいが清せい潔けつな建物だ。

　トリシアがその扉とびらをノックすると、入れという声。

　鍵かぎのかかってない扉を引いて足を踏ふみ入れると、そこはほとんど真っ暗な部屋で、レニディスは安楽椅子に座ったままトリシアを出で迎むかえた。

「エウラリアに聞いたの、あなたがアンリ先生を狙ねらう理由」

　トリシアは自分で椅子を引っ張ってきて、正面に座る。

「口の軽い女だ」

　レニディスは目を閉じた。

　ゆっくりと揺ゆれる安楽椅子がかすかに軋きしむ。

「それで、いつやる？　場所と時間はそっちが決めていい」

「私が応おうじなかったら、どうする気？」

「構かまわないさ」

　レニディスは嘲ちよう笑しようする。

「確たしか、お前の友人の王女もアンリの弟で子しだったな？　あの娘むすめを殺すだけのことだ。お前の幼おさななじみの、ガキの方でもいいな」

「キャットやレンに何かしたら、許ゆるさないから！」

　トリシアの頭にカッと血が上った。

「別に誰だれでもいいのだよ。ベルラプトン公こう爵しやくでも、その愛人の女奴ど隷れいやその仲間、お前が拾った人魚や、玉ぎよく髄ずいだった古代の女でもいい。アンリが、そして弟子であるお前が苦しむのならな！」

「いいわ！　相手してあげる！」

　トリシアは身を乗り出し、バンッとテーブルを叩く。

「あんたなんか、先生の足元にも及およばないことをわたしが教えてあげる！　時間は明日の朝！　場所はベルラプトンの海岸！　それでいいわね！」

「……よかろう」

　闇やみの中に、クククという笑い声が響ひびいた。




　翌よく朝あさ。

　トリシアがひとりでやってきた時、ベルラプトンの白い海岸ではすでに緑りよく灰かい色しよくの外がい套とうをまとった魔道士が待っていた。

「逃にげなかったようだな」

　レニディスは外套を脱ぬぎながらゆっくりと歩み寄り、トリシアの正面に立つ。

「ど～して逃げなきゃいけないのよ？」

　トリシアはアゴを上げて彼を見上げる。

「……始めるか？」

「いつでも」

　二人のちょうど中間で、空気がバチッという音を立てる。

　増ぞう幅ふくする二つの〝呪じゆ波は〟の波動がぶつかり合い、空間そのものを軋きしませたのだ。

「遅おそい！」

　通つう常じよう、魔法──特に攻こう撃げき魔法──の威い力りよくと魔ま旋せん律りつの詠えい唱しよう時間の長さは比ひ例れいする。

　だが、レニディスはまだトリシアが麻ま痺ひの魔旋律を唱え終わる前に〝呪波〟の増幅を終えていた。

「……えっ？」

　レニディスの手先が円を描えがき、青白色の光の輪が放はなたれる。

　光輪はトリシアの頰ほおをかすめると、空気をえぐり、海面に白い波の軌き跡せきを描きながら飛んで遥はるか後方に落下した。

　一いつ瞬しゆんを置いて、光輪が落ちたあたりの海水が白い輝きを帯びながら盛もり上がり、凄すさまじい爆ばく音おんとともに巨きよ大だいな水柱が上がる。

　水柱はやがてキノコ状の雲になり、トリシアの立つ海岸にまで驟しゆう雨うのような水みず飛沫しぶきを降ふらせた。

　同時に、聞こえてきたのは無数の生命の悲鳴に似にた思念の波だった。

（何、この感じ？）

　光輪がかすめた頰にヒリヒリとした痛いたみを覚えたトリシアは血を拭ぬぐう。

（悪意に満ちた〝呪波〟……禍まが々まがしいばかりの）

「どうだっ！　これが俺おれが編あみ出した究きゆう極きよくの攻撃魔法だ！」

　勝ち誇ほこるレニディス。
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　確たしかに、大都市ひとつを滅ほろぼしかねない威い力りよくがある。

　だが、トリシアを震しん撼かんさせたのはその破は壊かい力りよくよりも、光輪が飛びながら放った穢けがれである。

（土地や空気、水や命を歪ゆがめ、ジワジワと長い時間をかけて蝕むしばみ続ける穢れ……）

　頰の横を掠かすめただけで、皮ひ膚ふの奥おく深ふかくまでが穢された感かん触しよくが残った。

「……さぞ、練習を積んだんでしょうね？」

　自分の頰に浄じよう化かをかけながら、トリシアは尋ねる。

「それも、自分の妹に手伝わせて」

「いけないか？　我わが兄妹の願いはひとつだ」

　間ま違ちがいない。

　この魔法が放つ穢れが、次し第だいにエウラリアを蝕んでいったのだ。

「分かっているだろうが、今のはわざと外した」

　レニディスは自分の魔法がもたらした破壊と殺さつ戮りくに、満足そうに目を細める。

「外したですって⁉　どこが外したっていうのよ！　海の中だって、たくさん生き物がいるんだから！　それを今の魔法でどれだけ殺したと思っているの⁉」

「気にすることはない。すぐに貴き様さまはあとを追う」

　レニディスは再ふたたび〝呪じゆ波は〟を練り始める。

「くっ！」

　トリシアは魔道士に背せを向けると、波打ち際を走った。

「ふふふ、自分から俺に挑いどんでおきながら、だらしのない」

　嘲ちよう笑しようを浮うかべるレニディス。

「逃げるだけか、アンリの弟で子しよ！」

「うるさいわね！」

（魔法で傷きずつけ、ねじ伏ふせちゃ駄だ目めなんだ）

　トリシアはここに来る前、それだけは心に決めていた。

（傷つけ、殺し、破壊するだけの魔法に、同じ力の魔法で対たい抗こうしても……たとえ、それで勝ったとしても、レニディスは変わらない。より強い恨うらみと、力に対する信しん奉ぽうを強めるだけ。それじゃ、何の解決にもならないんだから）

　とはいえ、どうすれば本当の意味でレニディスに勝つことができるのか、その答えは出ていなかった。

（力がすべて？　破壊と殺戮の魔法が最高の魔道士の証あかしだというの？）

　トリシアは走りながら自問し続ける。

　だが、これ以上、自分たちの闘たたかいに周囲の生命いのちが巻まき込こまれることは避さけなければならない。

（障しよう壁へきの〝呪じゆ波は〟で何とか受けとめれば！）

　トリシアは岬みさきの岸がん壁ぺきを背にする位置まで来ると、浜はま辺べの砂すなに足を踏ふん張ばって振ふり返る。

　素す早ばやく魔旋律を唱え、障壁がトリシアの正面に張はられるとほぼ同時に、レニディスの手から放たれた光輪が緩ゆるやかな弧こを描いて飛んだ。

　ブワッ！

　トリシアが精せい神しん力りよくを振り絞しぼって形成した障壁は、光輪に触れるとほんの半呼こ吸きゆうも保もたずに消し飛んだ。

　光輪はそのままトリシアに迫せまる。

（うそっ！）

　自分を包み込もうとする青白色の眩まばゆい光に、トリシアが目を閉じたその時。

　ギューンッ！

　空間が限げん界かいまで歪ゆがみ、一いつ瞬しゆん、光輪が停止した。

　さらに、トリシアの身体からだを何者かが抱だき抱かかえ、真横に跳とぶ。

「えっ！」

　砂の上を転がるトリシアの足先ギリギリのところを掠めた光輪は、そのまま真っすぐに飛んで岬の岸壁を白熱化させてえぐり、その向こうの海に落ちる。

「やっぱり、僕ぼくがいないとな」

「この美少女が登場しないことには、場が締しまらないわね！」

　トリシアは顔を上げて、声のした方に目を遣やる。

　長年波に侵しん食しよくされた岩場の上に立っていたのは、笑え顔がおを向けるレンとキャットだ。

「どうしてここに⁉　ここにくるなんて、誰だれにも言ってなかったのに⁉」

「ごめんね」

　トリシアを抱いていたビアトリスが立ち上がり、砂を払はらった。

「珍めずらしくあんたが朝から食しよく欲よくないんだもん。おかしいと思ってつけさせてもらったの」

「レン！　キャット！　ビアトリス！」

　二人が力を合わせた〝呪波〟がほんのわずかな時間だけ光輪を食い止め、ビアトリスが光輪の軌跡上からトリシアを逃がしたのだ。

「お節せつ介かいは三人だけじゃないわ」

　ディフォーベがそばにやってくると、トリシアの腕うでを取って引き起こす。

「そ～そ～」

「一度やられてそのままでいる私たちじゃないの」

　いつの間にか、レニディスの背はい後ごに立つ二つの影かげ。

　ブランシュとユマだ。

（コンナ興キヨウ味ミ深イ殺シ合イガアルトイウノニ、我ワレヲ呼ヨバヌトハ何事ダ）

　人魚のアーリンを背中に乗せたマルティコラスが小高い砂丘の上に現われて唸うなった。

「へっへっへ、闘技場から抜ぬけ出して来てもらっちった」

　マルティコラスの背中でアーリンが舌したを出す。

　さらに、海の上では海竜サーペントとレヴィアタンが陸に向かって移い動どうしつつあった。

　だが。

「愚おろかな」

　自分の優ゆう位いを疑うたがわないレニディスは酷こく薄はくな笑みを浮かべている。

「何人まとまってこようが、最強の魔道士である俺の前には無力だ！」

　レニディスはもう一度、〝呪じゆ波は〟を練る。

　しかし。

「！」

　ズザザザザザーッ！

　レニディスが魔旋律を詠唱し終わるよりも一瞬早く、彼の足元の砂地にポッカリと大きな穴あなが開いた。

「うおっ！」

　穴に滑すべり落ち、腰こしを打つレニディス。

「君が虚きよ勢せいを張ってる間に」

　レンが言った。

「足の下の砂の中に気き泡ほうを作って、〝呪波〟で支ささえてたんだ。名付けて、落し穴の魔法」

「……レンって、時々そういうセコい魔法を思いつくよね」

　キャスリーンが白い目で見る。

「あんた、勘かん違ちがいしてるよ」

　ビアトリスは剣の切っ先をレニディスに向けた。

「本当に強いって言うのはね、強力な剣けん技ぎや魔法を知ってるってことじゃない。命いのち懸がけで自分を助けてくれる仲間が、どれだけいるかってことなんだ！」

「ふ、ふざけるな！」

　レニディスは穴から這はい上がって詠唱を続けようとしたが、ビアトリスはその背後に回り込む。

「あんたのその魔法」

　ビアトリスが耳元でささやく。

「確かに早いけど、それでもわずかに詠唱に時間がかかるよね。あたしたち闘とう騎き士しには、そのわずかな時間で十分なんだ」

　剣の鎬しのぎによる一撃が、レニディスの腕を砕くだく。

「あんたがその魔法の修練に費ついやしたのと同じくらいには、こっちも闘いの場数をこなしてるんだよ」

「くそ！　くそ、くそ、くそっ！」

　レニディスは砂の上をのたうち回りながらも、〝呪波〟を練り直そうとする。

　だが、今度はトリシアの方が早かった。

「もうあなたには誰も傷きずつけさせない！　レン、キャット！」

「ああ！」

「任まかせて！」

　二人がトリシアの波動に自分の〝呪波〟を重ねる。

「ぐわあっ！」

　砂すな嵐あらしが巻まき起こり、凄すさまじい風に錐きり揉もみにされたレニディスの身体からだを岩場まで吹ふき飛ばした。

　二、三回岩の上ではねたレニディスは、そのまま動かなくなる。

「……やり過すぎたかな？」

　と、トリシア。

「なもんですか！　いい気味よ！」

　キャットは鼻を鳴らす。

　トリシアはレニディスが倒たおれている岩場にゆくと、怪け我がの様子を確たしかめる。

「……腕を折って背中を強打してるけど、あとは大だい丈じよう夫ぶね」

　そうつぶやくと、〝呪波〟で治ち療りようを始めるトリシア。

「このお人ひと好よし！」

　呆あきれるキャット。

「まあ、自分でもそう思うけどね。……みんな、ありがと」

　トリシアは集まってくれた全員に向かって微笑ほほえむ。

「…………………うう」

　レニディスが目を覚ました。

「何な故ぜ、俺は生きている？」

「マルティコラスみたいなこと言うのね」

　手当てを続けるトリシア。

　背中にアーリンを乗せたマルティコラスが牙きばを見せる。

「魔力……〝呪波〟の力だけなら……」

　レニディスは呻うめき、顔をトリシアに向けた。

「俺の方が上だった。一対一なら……アンリにも勝つ。小こ娘むすめ、今俺を殺しておかないと、いつかきっとあいつを殺やりにいくぞ」

　と、その時。

「……いつでも、相手になろう」

　虹にじ色いろの光がトリシアの目の前の空間からあふれ出て、半はん透とう明めいでピッタリと重なる二つの人ひと影かげを形成した。

　それはやがて、目を丸くする一同の前で実体化する。

「先生⁉　アンリ先生！」

　トリシアは声を上げた。

　そこに現われたのは、ステインアドラーのアンリ。

　そして……。

「げっ、うちの因いん業ごう姉キ！」

　思わず漏もらすキャスリーン。

「……聞こえたわよ、キャット」

　アンリにしがみつくように立って妹をにらんだのは、アムリオン王国の第一姫ひめにしてアンリの愛する女じよ性せい、アムレディアだった。

「ど、どうして二人が？」

　魔道士と黒くろ髪かみの美女の顔を交こう互ごに見たトリシアは、凄すごい目でレンを見る。

「違ちがうよ、レンじゃない」

　そう告げたのは、最後に現われたハルだった。

「私が、彼に教えた。まあ、私に教えたのはレンだがね」

「〝呪波〟の前には、距きよ離りや時間は無意味だ。違うかい？」

　アンリはトリシアに小さくうなずく。

「瞬しゆん間かん移い動どう……私にはまだちょっと難むずかしいかな？」

　ぴゅうと口笛を吹くキャット。

「ちょっと、どころじゃないだろ？」

　と、突っ込むレン。

「じゃあ何⁉　レンはできるの⁉」

「もちろん、無理」

　レンは両手を開いてみせた。

「……現われたか」

　レニディスは上体を起こして、アンリに憎にくしみの視し線せんを向ける。

「この時をどれほど待ったことか。七つの魔法院を統すべる、祝福された予言の子。だが、その手は血に濡ぬれ、その術じゆつは多くの魔道士の犠ぎ牲せいの上に成り立っている。俺と闘たたかえ。そして、どちらが最強の魔道士か証しよう明めいしてみせろ！」

「確かに僕は人を殺したことがある」

　アンリはレニディスのそばに歩み寄よる。

「それに君の言う通り、たくさんの仲間が……魔道士が僕を生き延のびさせるため、ただそれだけのために命を落とした。君の憎しみが闘うことで消えるのなら、相手をしよう」

「お前が、お前の存そん在ざいが俺と妹からすべての希望を奪うばった！」

　レニディスは立ち上がろうとする。

「待ちなさい」

　アムレディアがアンリを制せいし、前に出た。

「アンリを殺す気なら、まず私の、アムレディアの剣けんの相手をすることね」

「アム、何を⁉」

　アンリが初めて、動どう揺ようの色を見せる。

「あなたは……」

　アムレディアはレニディスに向かって静かに告げる。

「アンリがどれだけのものを背せ負おってきたのかを知らない。自分だけが虐しいたげられ、不当に扱あつかわれたと信じて、彼が今までどれだけ苦しみ、闘ってきたのかを知ろうともしない。そんな男にアンリを渡わたせない。私を殺さなければ、アンリに触ふれることはできないわよ」

「………」

　レニディスは身体からだの力を抜ぬいてうつむいた。

「何故だ？」

　彼は首を振った。

「この馬ば鹿か娘むすめも、王女である貴き様さまも、何故命をかけてまでこの男を守ろうとする？」

「みんなね」

　ビアトリスがレニディスの前に膝ひざをついて微び笑しようする。

「彼が好きなのよ。アンリとトリシア。トリシアと仲間。こういった心の結びつきこそが最強の魔ま法ほうじゃないのかな？　あんたがどれほど殺さつ戮りくと破は壊かいを極きわめてもね、決して断たち切ることのできない力なんだよ」

「殺せ！　もう俺には何の希望もない！」

　レニディスは耳をふさぎ、子供のように頭を振ふった。

「今殺しておかなければ、またお前たちを殺しにいくぞ！　必ず！　必ずだ！」

「甘あまったれるなよ！」

　レンが胸むなぐらをつかんだ。

「あんたの妹は、自分の身体が病やまいに蝕むしばまれても微笑ほほえみながら立りつ派ぱに、献けん身しん的てきに他ほかの人たちのために尽つくしていたのに！　あんたは自分を憐あわれんで、人を憎むことしかしない！　そんなヤツには先生もトリシアも負けはしない、絶対に！」

「妹？　妹が、どうしたというんだ⁉」

　レニディスの顔に狼ろう狽ばいの色が浮かぶ。

「本人に聞くんですね」

　背はい後ごで声。

　レニディスが振り返ると、そこには、エウラリアを支ささえるマルディウスの姿すがたがあった。

「トリシアさん、済すみません。どうしても来たいと言うので連れてきてしまいました」

　マルディウスは頭を振る。

「レニディスさん、あなたに話があるそうですよ！」

「……お兄さま」

　エウラリアはヨロヨロと進み出る。

「もう憎むのはやめて……十五年の憎しみが私たちに何をくれました？　悲しみと孤こ独どくだけでしょう？」

「どうしたんだ？　身体を……身体を悪くしたのか？」

　レニディスは蒼そう白はくな妹の頰ほおを撫なでた。

「これは一体？　……どうしてこんなに？」

「気づいていなかったのね、そばにいながら、徐じよ々じよにエウラリアが蝕まれていたことに」

　トリシアは目を伏ふせた。

「説明しろ！」

　レニディスは絶ぜつ叫きようする。

「エウラリアさんはですね」

　そう口を開いたのは、マルディウスだった。

「あなたの言う最強の魔法の訓練。それに付き従したがったために、悪意に歪ゆがんだ〝呪じゆ波は〟の影えい響きようを受けて、身体からだを蝕まれていたんです」

「馬ば鹿かな！　俺は何ともない！」

「それはその〝呪波〟の歪みがあなた自身から発せられたものだったからよ！」

　身み寄よりをすべて失っているトリシアの声は悲ひ痛つうな響ひびきを帯おびる。

「一番身近な人間なのに！　どうして⁉　どうしてちゃんとエウラリアに向き合ってあげなかったの！　一度でいい！　一度でいいから向き合ってあげていれば、こんなになる前に気づいたはずなのに！」

「……ごめんなさい。お兄さまを残して逝ゆくことになりそうです」

　エウラリアはかすかに微笑ほほえむ。

「噓うそだ……」

　レニディスは妹を抱だきしめてすすり泣いた。

「噓だ！」

「……先生、お願い……エウラリアを助けて」

　トリシアはアンリの腕うでをギュッとつかんだ。

「トリシア、君がやるんだ。僕ぼくができるのは手を貸かすことだけだ」

「でも、わたしにはできません！」

　トリシアは頭を振った。

　エウラリアの病びよう巣そうは全身を蝕んでいる。

　外科的に摘てき出しゆつすることも、〝呪波〟で浄じよう化かすることも、体力が落ちた今のエウラリアでは不ふ可か能のうに思われた。

「もう一度、繰くり返させるのかい、甘えん坊ぼうさん？」

　アンリは微笑み、トリシアの頭を撫でる。

「できる、できないじゃない。やるか、やらないか、なんだよ」

　それは魔ま法ほうを習いたての時に、アンリが何度も繰り返した教えだった。

　何をやってもうまくいかず、挫くじけそうになる度たびにトリシアを勇気づけたのが、アンリのこの言葉だったのだ。

「やろうよ、パット」

　レンが見つめた。

「魔法が人を傷つけ、悲しませるための道具でないことを示しめすんだ」

「私もできるだけのことをします！」

　マルディウスが進み出る。

「エウラリアさんは……その、私にとってかけがえのない助手ですから」

「その上、このアムリオンの王位継けい承しよう権けん第二位の、可か憐れんで人気抜ばつ群ぐんの天才魔道士が手を貸かすんですからね！」

　キャットが胸むねを張はった。

「失敗する訳わけないでしょ！」

「ええ。みんなの祈いのりが……きっと力になるわ」

　ディフォーベが、そっとトリシアの肩かたに手を添そえる。

「そうね。やるだけのことはやって……泣くのはいつでもできるもの」

　トリシアはレニディスを下がらせた。

「頼たのむ」

　両手を組んで額ひたいに押おし当てるレニディス。

　トリシアは、砂すなの上に横たえられたエウラリアを見ながら考える。

（必要なのは、急きゆう激げきな〝呪じゆ波は〟による回かい復ふくに耐たえるだけの体力。それを補おぎないながら、同時に病巣を浄化してゆくしかない。難むずかしい制せい御ぎよになるけど、二つの〝呪波〟を上手に切り替かえながらやってゆくしかないわ）

　右手をエウラリアの、左手を自分の心しん臓ぞうに当てて〝呪波〟の増ぞう幅ふくが始まった。

「パット」

「トリシア」

　レンとキャスリーンがトリシアにそっと触ふれて〝呪波〟を重ねる。

　生きる力が泉いずみのようにあふれ出し、トリシアからエウラリアに流れ込む。

　回復の波動はエウラリアの全身に、浄化の〝呪波〟は針はり先さきの目標を狙ねらうように正せい確かくに肉にく腫しゆや腫しゆ瘍ようといった病巣に向けなくてはならない。

　制御に費やされる精せい神しん力りよくだけでも、常じよう人じんの能力よりも遥はるか上を要求されるのだ。

（このままじゃ……こっちが……）

　意い識しきが途と切ぎれそうになるのを、辛かろうじて踏ふみ止とどまるトリシア。

　その時。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　レンの声が、いつもそばで自分を支ささえてくれたあのほっとする優やさしい声が、トリシアの心にとどいた。

（……えっ？）

　途と端たんに、すうっと負ふ担たんが軽くなる。

　レンの〝呪波〟が完全に同調することにより、増幅率りつが一気に上がったのだ。

「きっと助かる。そう信じるんだ」

　アンリがそっと手を添えた。

　すると、トリシアに流れ込む力がさらに増ます。

（……そっか。願いが……想おもいが同じなら……ディフォーベの言った通り、そのすべてが力になって）

「ビアトリス！　ユマさん！　王女さま！　ハル！　ブランシュ！　マルディウス！　マルティコラス！　アーリン！　それに、みんな！」

　レンが振り返って声をかけた。

　たくさんの手が一いつ斉せいに差し伸のべられ、エウラリアを見つめるみんなの想いがトリシアを通じて流れ込む。

　悪意の〝呪波〟から生まれた穢けがれ。

　それが燃もえ尽つきてゆく感覚が、指先に感じられる。

（命が……湧わき起こる……）

　本来なら急激な浄化により疲ひ弊へいするはずのエウラリアの身体は、不思議な生命力に満ちあふれ始める。

（レニディス！　見ていて、これが私たちの最強の魔法よ！）

　そして、最後の病巣が完全に消し去られた時、トリシアは意識を失った。
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「身体からだ、悪くしたんだって？」

　レンはその朝、ヴァン・デル・ハイトの屋や敷しきを訪おとずれていた。

「次期当主が闘とう技ぎ場じようで闘たたかうなどという恥はじをさらせば、病気にもなるわい」

　ヤチェクは寝しん台だいの上から孫をにらむ。

「僕ぼくを呼よび寄よせようとして、仮け病びようを使ってるのかと思ったよ」

　レンは寝台の隣となりに座すわる。

「ふん。貴き様さまはわしが病気だと聞けば、喜んで踊おどりかねないではないか？　……わしのこと、誰だれから聞いた？」

「きれいな秘ひ書しよのお姉さん」

「……余よ計けいなことを」

　ヤチェクは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「トリシアか、マルディウスに診みてもらうかい？」

「ヴァン・デル・ハイト家にはれっきとした主治医がおるわい。そういえば、あの娘むすめはどうした？」

「一週間寝てたけど、昨日の夜に目を覚ましたよ。まったく、治ち療りようを受けたエウラリアの方が先に起きられるようになるなんてね」

　昼近くになれば耐たえきれないほど暑くなる王おう都とだが、この時間はまだ窓まどから吹ふき込こむ風もさわやかだ。

　二人は黙だまったまま、窓の外の広い庭を見つめる。

「……レナード」

　やがて、ヤチェクは言った。

「お前には……魔ま法ほうの才があるのだな？」

「どうかな？」

　レンは頭を振る。

「僕はパットと違ちがって、本当に自分のやりたいことが分からないんだ」

「誰しもそうだ。わしもかつてはそうだった。若わかいうちはあらゆる方向に道が開かれており、自分は望むものになれると信じていた。しかし、やがて月日が道を狭せばめる」

　老人は遠い目になった。

「今まで何もしてやれなかった罪つみ滅ほろぼしか……。わしはお前に最高のものを用意したかったが、お前はすでに自分でそれを見つけていたのだな」

「お祖じ父い……さん？」

「ゆけ」

　ヤチェクは手を振った。

「闘技場でお前が見せた魔法は……素す晴ばらしかったぞ」




　レンが老人の部屋を出ると、そこにはアンリが待っていた。

「どうだい？」

　アンリが尋たずねると、レンは顔を伏ふせる。

「あんなに弱ってるなんて……知らなかった」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。マルディウス先生が主治医と相談してくれると言っていたから」

　アンリは真っすぐに少年を見つめた。

「……残るんだね、こっちに？」

「先生」

　レンはクッとアゴを上げた。

「僕ぼくはパットと堂々と向き合えるようになりたい。そのための、自分の道を探さがしたい」

「この街で、それは見つかりそうかい？」

「それは分かりません。でも、マルディウス先生のところで勉強して、祖そ父ふのところで事業も学んで、ハルから剣けんを習って……自分にできることを、自分だけができることを探したいんだ！」

「君も巣立つ時がきたんだね」

　心なしか寂さびしげな微笑ほほえみ。

「〝星見の塔とう〟も淋さみしくなるな」

　アンリは右手を差しだした。

「これからは君はもう生徒じゃない。僕の大切な友人だ」

「はい、せんせ……、いえ、アンリ」

　レンはその手をしっかりと握にぎった。
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　国王との外交方ほう針しんの話し合いのために、一時帰国していたハル。

　駐ちゆうアムリオン大使である彼の外交使し節せつ団だんが、再ふたたびアムリオンに向かう日が来た。

「また大所帯になったねえ」

　帆はん船せんに乗り組む面々を見て、ハルの護ご衛えい隊長であるビアトリスは笑う。

　ビアトリスとハル。

　カナルに人魚のアーリン。

　その知ち識しきを生かして、〝星見の塔〟でアンリの助手として働くことになったディフォーベ。

　キャスリーンとアムレディアの二人の王女。

　そして、ステインアドラーのアンリとトリシア。

「まったく、王位継けい承しよう権けん第一位と二位の姫ひめが二人とも国を出ているとは……」

　ハル大使は苦く笑しようする。

「キャットだけ羽を伸のばしているのは不公平でしょう？」

　アムレディアはアンリの腕を取る。

「それに、私はちゃんと政せい務むをこなしてから来ましたから」

「まあ、王に叱しかられるのは僕だしね」

　アンリは諦あきらめの表ひよう情じようだ。

「……今回の旅行で羽を伸ばした？　誰だれが？」

　キャスリーンは頰ほおを膨ふくらませた。

「いい子だったわよ、キャスリーン」

　ディフォーベが慰なぐさめるように頭を撫なでる。

「セルマやみんなへのお土産みやげもたくさん！　うっれしいな～！」

　狼おおかみ形けい態たいになっているカナルが、前まえ脚あしで毛け繕づくろいをする。

「ね、ね、ね、ね、ね！　アムリオンって、どんな国？　面おも白しろいこと、あるかな⁉」

　樽たるに浸つかったアーリンが、尾おビレを振って好こう奇き心しんに目を輝かがやかせた。

「今度は私たちが、そっちに遊びに行くから」

「黄おう金ごんの鹿しかの闘とう騎き士し団、全員でね」

　見送りにきたユマとブランシュが別れを告げる。

「エウラリアさんは順調に回かい復ふくしてますよ。今はレニディスが付きっきりで看みています」

　と、医院を抜け出してきたマルディウス。

　最近は貧まずしい患かん者じやも診みるようになったので、結けつ構こう忙いそがしい身だ。

　そして……。

「もう、勝手に決めちゃうんだから」

　トリシアはレンをにらんだ。

「こっちにはユマお姉さまとか、エウラリアさんとか、美人がたくさんいるからね」

　レンは肩かたをすくめてみせる。

「一発、殴なぐられたい？」

「心配かい？」

「まさか。まっ、どうせ魔ま旋せん律りつを使えばアムリオンとヴィントールの間なんてひとっ飛びだし」

　トリシアも強がってみせる。

「パット……」

　レンはトリシアの鼻をピンと指で弾はじいた。

「……今朝、闘とう技ぎ場じようから見せ物に使われる動物たちを逃にがしたの、君だろ？」

「な、何の話かな～」

　トリシアの目が泳ぐ。

「マルティコラスも含ふくめてみんな無事に逃げたってさ。不思議なことに、警けい備びの方にも怪け我が人にんはなし。誰があのマルティコラスに、闘いを避さけるように説得したんだろうね？」

　クスクスと笑うレン。

「……僕がこっちに残るの、淋さみしい？」

「本音を言うと、ちょっとね」

　トリシアの指はレンの袖そでにからんで、なかなか離はなれようとはしない。

「でも、ほんのちょっと」

　小さな噓うそ。

　でも、勇気を振り絞しぼってついた噓だ。

　飛び立とうとするレンのために。

「……何かあったら、すぐに呼よんでよ」

　レンもトリシアの気持ちを察し、努めて明るくふるまう。

　なるべく普ふ通つうに。

　いつもより、ちょっと元気に。

　それでも、いつもより、ちょっと静かに。

「分かってる」

　トリシアはほんの一いつ瞬しゆんだけ、唇くちびるを重ねる。

　そして、もう一度。

　今度は少し長め。

　心が痛いたいくらいに。

「またね」

　トリシアは、頰ほおをレンの頰にピッタリとくっつけたまま、ささやく。

　声が震ふるえているのがバレないように気をつけながら。

　気持ちは胸むねいっぱいにあふれそう。

　だが、それを簡かん潔けつに伝える言葉はない。

「うん」

　トリシアの髪かみに回されたレンの指に、力がこもった。




　白い帆ほいっぱいに夏の風をはらんだ船は、トリシア一行とともに碧みどりの大おお海うな原ばらに乗り出していった。

　ベルラプトンの港は、次し第だいに小さくなり、水平線の向こうに消えてゆく。

　トリシアは船せん尾びに立つと、手を振りながら叫さけぶ。

「さよならーっ！　レーン！　またすぐに会えるよねーっ⁉」

　レンの笑い声が、風に乗って聞こえたような気がした。

　トリシアは涙なみだを拭ぬぐい、いつまでもヴィントールの方を見つめていた。






　あとがき







　次の巻かんは夏の海！

　な～んて、前巻『トリシア先生、奮ふん闘とう中ちゆう！』のあとがきで書いてから、何か月経たったことやら……。

　夏ひとつ越こしてるし。

　Ｗ杯ワールドカツプひとつ、越してるし。（いや～、二つ越さなくて本当によかった）

　高校野球、二つ越してるし。（見てないけど。高校野球珍ちんプレー集があったら、見るかも）

　スター・ウォーズと指ゆび輪わ物語とスパイダーマンも、ひとつずつ越してるし。

　24時間テレビも……。




　……もういいって。




　まあ、確たしかに久ひさしぶりの第三巻なんだけど。作者的には、あんまり間まが開いた気がしないんだなあ。なぜかって言うと……。




『ハード・デイズ・ナイツ』短たん篇ぺん集しゆうのあとがきでも書いたけど、六月から学研の『６年の学習』で連れん載さいしてるんだよね、トリシア……。

　タイトルは『トリシア、ただいま修しゆ業ぎよう中ちゆう』

　時代は第一巻『トリシア先生、急きゆう患かんです！』のエピソードよりも二年ほど前。

　トリシアの修業時代のお話だったりして。

　こっちもイラストは小お笠がさ原わらさんで、今まで未み公こう開かいだった王おう都とやアムリオン全ぜん土どの地図も載のってたりするので、見るチャンスのある人は見てね。（とにかく、イラストが多いから、小笠原さんのファンは必ひつ見けん）




　……と、ドラゴンマガジンの増刊には、学研の連載と『トリシア先生、急患です！』のちょうど中間のエピソードが載るので、そっちの方もよろしく。（連載と、文庫と、増刊かあ。……小笠原さん、大変だよね）




　で、今回のトリシアは……。

　とうとう来てしまいました、作者デビュー作『黄おう金ごんの鹿しかの闘とう騎き士し』の舞ぶ台たいでもある海岸国家ヴィントール。

　アムリオン王国が内陸国であったのに対し、ヴィントールは西と東の海に挟はさまれた貿ぼう易えき国。気候的にはギリシャあたりの地中海に近く、苛か酷こくな奴ど隷れい制せいが布しかれています。

　主な娯ご楽らくは、闘とう技ぎ場じようで行なわれる女性奴隷の闘騎士団の戦い『メレ・ルージュ』。

　現在はハルの護ご衛えいの任にん務むがあり、試合には出ていないけれど、ビアトリスはその一番人気の闘騎士団長です。

　そんなビアトリスの闘騎士としてのエピソードは、『黄金の鹿の闘騎士』を読んでね。（と、思いっ切り、さり気なくなく宣せん伝でんしたりして）

　さて、そのヴィントールと青い海を舞台にしたトリシアたちの活かつ躍やくは、前巻で約束した通り、海竜サーペントやレヴィアタンといった海の幻げん獣じゆうたちが満まん載さい。

　……なのは、いいとして。

　一番出したかったのが、実は人にん魚ぎよだったんだけど、今回のこの人魚。

　ずいぶん予定と変わったお方になってしまいました。

　本当なら、可か憐れんで悲運の人魚姫になるはずだったんだけどなあ。

　……ま、いっか？

　ど～せ、いつものことだし。（反はん省せいがないのも、いつものことだったりして）




『黄金の鹿の闘騎士』からは、『トリシア先生、奮闘中！』にも登場したビアトリスとハルに加えて、ユマとブランシュがゲスト出演。

　それからあとひとり、『月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん』からのゲストも登場。（このゲストに関しては、短篇集『氷剣悲歌』を読んでね。と、さり気なくない宣伝パート２）




　ま、そんな訳で……。次にみなさんにお会いするのは、『トリシア』か『ハード・デイズ・ナイツ』か、はたまた、その他いろいろか？

　それは担たん当とうＨさんだけが知ってること。

　では、またその日まで！

　と言いつつ、『侍さむらい』と『真しん・三さん国ごく無む双そう２』と『サカつく』に没ぼつ頭とうする無責任作者であった。

　……仕事しろよ。




担当注：作者は[image: ]なこと書いておりますが、『ハード・デイズ・ナイツ』の長篇第五弾＆短篇集第二弾が二〇〇二年中に刊かん行こうされます！　こちらも応おう援えんヨロシクです‼
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